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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１




　都内でも高級住宅街の代名詞にされている田でん園えん調ちよう布ふは、二十世紀の都市づくりに大きな影えい響きようを及およぼした英国人都市計画家、ハワードが唱えた田園都市を模も範はんに作られた理想都市だ。


　人と環かん境きようについて充じゆう分ぶん考こう慮りよされて設計された郊こう外がい型がたの街には、明治から大正時代のモダン建築住宅も多く残されており、街並みにレトロな色を添そえている。


　少し歩いてみると、どの家にもセキュリティーが完備されているのがわかり、そこに暮らす住人の生活水準と防犯意識の高さがうかがえた。


　そんな豪ごう邸ていが並ぶ一角に、ひときわ異い彩さいを放つ洋館がある。


　千平方メートルあまりの広大な敷しき地ちの中央に構えられた洋館と、そこから棟むね続きの和館。


　同じ敷地内には三棟の蔵くらなどもあり、まさに和洋折せつ衷ちゆうの様相を見せる見事な建造物である。


　日本近代建築の父とも呼ばれた著名な英国人建築家が設計した屋敷の門をひとたびくぐると、そこにはここが日本だとは思えないような洋風の庭園が広がっていた。


　碧みどり色がマーブル模様のように混じった白い石で敷しき詰つめられた庭底。


　そのところどころから、空に向かって白い支柱だけが真まっ直すぐに突つき立っている。


　庭のあちこちには薔ば薇らの花のアーチが設けられていて、様々な色の花が空間を飾かざっていた。


　この建造物は田園調布においても、最も歴史的な雰ふん囲い気きを色いろ濃こく残した海かい原ばら家の本宅だ。


　現在、ゼネコンの最大手にまで上りつめた海原建設だが、その創始者、海原庄しよう司じが長男の誕生の折に、莫ばく大だいな金額で買い取ったのがこの屋敷だった。


　以来、そこは海原御ぎよ苑えんという通つう称しようで呼ばれている。


　その海原御苑において、今日はあるパーティーが盛せい大だいに催もよおされていた。


　主役は海原建設の現社長の一人息むす子こで、将来は企業の跡あと取りとなるであろう海原悠ゆう斗とである。


　財界人も注目する海原家の嫡ちやく男なん、悠斗の二十三回目の誕生日を祝うための誕生日パーティーは、毎年の恒こう例れい行事であった。


　悠斗には姉が一人いたが、彼女はすでに結けつ婚こんして姓せいが変わり女児を二人出産しているため、海原家の直系で遺産を継つぐのは悠斗だけだ。


　そのため、父の期待を一身に背負った彼の精神的重圧は、日ひ頃ごろから並々ならぬものがあった。


　屋敷の一階中心にあるホールは、百人は楽に入るかと思われるような広さで、すでに中は来らい賓ひんでいっぱいだった。


　室内の壁かべには床ゆかから一メートルあたりの高さまで、塗ぬりの美しい飴あめ色の腰こし板いたが貼はってあり、とてもレトロな趣おもむきがある。


　天てん井じようは深いドーム型になっていて高い位置から長い鎖くさりで吊つられたシャンデリアが輝かがやいているが、ホールの南側全部が大きな窓になっているため、室内はまるでサンルームのように明るい。


　その窓からは、屋敷の外門に続く立派な洋風庭園が隅すみ々ずみまで眺ながめられるよう設計されていた。


　ホールの中での食事は立食形式になっていて、すでに多くの人が集まって賑にぎやかな時間を過ごしている。


　海原悠斗は、ホールの一番奥に配置されたテーブルの近くで、祝いに集まってくれた来賓とにこやかに挨あい拶さつを交かわしていた。


　そのテーブルの上には、たくさんの誕生日プレゼントが積まれている。


「悠斗くん、お誕生日おめでとう。これはつまらないものだが」


　一人の紳しん士しが差しだした包みには、有名ブランドのロゴの入ったリボンがかかっている。


　紳士は地元出身の代議士で、彼の父とは古くから親交があった。


「ありがとうございます」


　悠斗は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、両手でその包みを受け取った。


　笑うと健康的な白い歯がこぼれる。肌はだの色が白く、髪かみの色も天然の栗くり色。


　二ふた重えの深みのある瞳ひとみは笑うと半月のようになって、彼の笑えみに優やさしい印象を添えていた。


　形のいい鼻は筋が真っ直ぐに通って、朱しゆ色の唇くちびるは思わず触さわってみたくなるほどふっくらと柔やわらかそう。派手な印象はないが、悠斗の面おも立だちはその育ちの良さが表れており、清せい楚そで品のいい日本人形のような美しさを放っていた。


「なぁ悠斗、今の人、確か代議士の神か室むろ氏だよな？」


　隣となりにいた友人が、立派な身なりの紳士の背中を見送りながら、悠斗にそっと耳打ちする。


「え？　うん。そうだよ。お父様の大学時代からのご学友なんだって」


「すごいなぁ…やっぱり御おん曹ぞう司し様は違ちがうよな」


　そう言って悠斗の肩かたにもたれかかったのは、彼と同期入社の友人だった。


　海原悠斗は、今年度、海原建設の本社経理部に入社したばかりの新入社員だ。


　創業者の孫ともなれば、一いつ般ぱん的には経営企き画かくや社長秘書室などといった部署に配属されそうなものだが、現社長である父は厳格な人物で、いくら実子といえども、会社の実状を知るためにはまず、社内の財務省で厳しく勉強させるのが筋だという理念を持っていた。


　また、その現社長自身も最初の配属は、息子と同じく経理部だったという背景もある。


　どちらかというと、のんびりとした性格の悠斗を、経理という決められた時間内で業務をこなさなければならない部署で鍛きたえることこそ、成長への近道だと社長は信じていた。


　そんな悠斗自身は、目め白じろにあるＧ院大学の文学部英米文学科を卒業しており、語学には堪たん能のうだったが経理の知識は皆かい無むに等しく、配属後は毎日が苦労の連続だった。


　入社するまで上流階級の子息としてなに不自由ない生活を送ってきた人間ならば、多少のおごりが出るものだが、彼は意外にも純じゆん粋すいで素す直なおで、本当に心根の優しい青年である。


　そのせいか、仕事の上ではのんびりした性格が災わざわいし、ミスを犯おかすたびに上司に怒おこられて元気をなくすことも多かった。


　もちろん今日も、悠斗の大学時代の友人や幼おさな馴な染じみだけではなく、会社関係の人物もたくさん招かれていて、特に経理部の同課の社員は、ほとんどが列席している。


　悠斗のいるテーブルに、一人の青年が足早に駆かけ寄ってきた。


「ねぇ、海原さん。俺、こんな豪邸に招待されたのって初めてだよ。海原さんって、本当におぼっちゃまなんだよなぁ」


　誕生日プレゼントを渡わたしながら、親しげに悠斗に声をかけたのは、海原建設の営業部でアルバイトをしている土と佐さ淳じゆん平ぺいだった。彼は営業部の得意先の子息らしく、海原建設の専務である蘇す芳おうの紹しよう介かいで特例としてアルバイトをしている高校生だ。


　海原建設の高層オフィスビルでは営業本部と経理部が同じ階に入っているため、二人はよく給湯室で一いつ緒しよにお茶を飲んでいる仲だ。


　ようするに、上司に怒られた時にお互たがいを励はげまし合っているお茶友達である。


「淳平くん、今日は来てくれてありがとう。嬉うれしいよ。あ、蘇芳専務。今年もお越こしいただきまして、ありがとうございます」


　淳平に続いてやってきた長身の男性に、悠斗は丁寧にお辞儀をする。


　彼は海原建設の現専務で、営業本部長を兼けん務むしている蘇芳啓けい吾ごだった。


　海原建設は、悠斗の祖父である現参さん与よの海原庄司と、蘇芳の祖父である現相談役の蘇芳省しよう吾ごが二人で創業した企業だ。


　今は海原庄司の長男が取とり締しまり役やく社長に、蘇芳省吾の長男が副社長の任についている。


　そして彼らの嫡男にあたるのが、海原悠斗と蘇芳啓吾というわけだ。


「なぁ悠斗、お前の誕生パーティーは、年々盛大になっていると思うのは俺の気のせいか？」


　蘇芳は会社以外では、海原悠斗のことを名前で呼ぶ。


「そうでしょう？　毎年、お爺じいさまが全部、仕切っておられるんで…僕はなにも言えません」


　苦く笑しようしながら悠斗が答えると、それに少し同情するような笑みが蘇芳から返る。


「まぁ、確かに言えないよな」


　悠斗にとって蘇芳はとても頼たよれる存在で、小さな頃ころから優しく接してくれる兄のような人だった。


　それは蘇芳にとっても同じで、純粋で無む垢くなままの悠斗を彼はいつも気にかけて可愛かわいがっていた。


「さて…悠斗」


　蘇芳は大きな紙かみ袋ぶくろを差しだす。


「誕生日おめでとう。今年のプレゼントはなにがいいか迷ったんだが、これは春物の新作コートなんだ。いつも悠斗が着ているバーバリーのトレンチも定番でいいが、ここの品はデザインが斬ざん新しんなんだ。気に入ったら着てみてくれ」


　手て渡わたされた紙袋には、フランスの有名ブランドの文字が入っていた。


「ありがとうございます。ぜひ着させていただきます！」


　悠斗は満面の笑みで、嬉しそうにプレゼントを受け取った。


「啓吾さん、今日は淳平くんも一緒なんですね。僕も嬉しいです」


　その淳平は、とてもめずらしげに、ホールの内部をキョロキョロと眺めている。


「あぁ。こいつがどうしても一緒に行くってきかないもんでな。暴れて物を壊こわさないように、俺がちゃんと監かん視ししておくよ」


　蘇芳の余計な一言が耳に届き、急に不ふ機き嫌げんな顔になった淳平を見て、悠斗は堪こらえきれずにクスクスと笑ってしまった。そんな悠斗に、淳平が遠えん慮りよ気味に訊きく。


「あの……海原さん。俺、めちゃくちゃお腹なかが空すいているんですけど、あっちのテーブルでなにか食べてきてもいいですか？」


「もちろんだよ。なんでも好きな物を食べてきて」


「マジで？　好きな物を食べていいんですか？　でも…なにを食べても、ただなんですか？」


　今度は悠斗だけでなく、蘇芳も思わず破顔してしまう。


「もちろんだよ。さぁ、啓吾さんも、どうぞ淳平くんと一緒に行って召めしあがってきて下さい。今日は来て下さって本当にありがとうございました」


「あぁ。じゃあ、またあとでな」


「はい」


　なにを食べてもただと聞き、意い気き揚よう々ようとオードブルの用意されたテーブルに突とつ進しんしていく淳平を見て、蘇芳は困ったように注意を飛ばす。


「こら淳平、勝手に先に行くな。迷子になるぞ」


「なんだよっ！　子供扱あつかいするなって」


　淳平はムッとした顔で振ふり返ると、すぐに反論する。


「それにホールの中では走るな！　転ぶぞ！」


　保護者と小学生並の二人の会話を聞き、また笑ってしまった悠斗だったが、ちょうどその時、一人の長身の男性の姿が目に留まった。


　彼は真っ白な大きな薔ば薇らの花束を抱かかえ、ロングコートの裾すそを翻ひるがえしてホールのドアから入ってくる。


　悠斗の視線は何な故ぜか一いつ瞬しゆんにして、ただならぬ雰ふん囲い気きを持つ彼に釘くぎづけになっていた。


　その男性は、これまでの人生の中で悠斗が知っている普ふ通つうの男性とは、どこか違う気がしたからだ。


　日本人離ばなれした高い鼻び梁りようと、きりっとあがった眉まゆが男の整いすぎる容よう貌ぼうをより知的に見せている。


　こちらに真まっ直すぐ向かってくる彼の表情は柔やわらかいのに、その中にあって意外なほど冷たい瞳ひとみに悠斗は目を奪うばわれていた。


「ねぇねぇ、見てよ。あの人…誰だれかな？　ちょっとかっこいい」


「ほんと。でも、大学の同窓生の中には、あんな人いなかったよね？」


　彼のことを詮せん索さくする女性の囁ささやきが、一瞬にしてホールのあちこちから聞こえてくる。


　この誕生日パーティーには、悠斗個人の多方面での知人友人が呼ばれているため、どのグループに属さなくても誰も疑問に思うことはない。


　パーティーに出席するための招待状は、一応形だけは配られているが、屋や敷しきの玄げん関かんにある受付で名前を記入すれば誰でも出席できる。


「ねぇ、もしかしたら悠斗くんの会社の上司とかじゃない？」


「うん。なんだか、すっごい仕事できそうな感じがするよね」


　開け放たれた大きなドアからホールに入ってきた彼は、ゆったりとした足取りで真っ直ぐ主役の下もとに近づいてくる。


　悠斗は心臓が急に激しくなるのを意識しながらも、その男性から一時も目を離すことができなかった。


「どうしよう……」


（あの人、本当に誰なんだろう。僕も、彼のことを知らないと思うんだけど）


　ツイード素材のグレーのスーツに、大おお柄がらな斜ななめストライプのタイ。


　足元は、おそらくイタリアの有名ブランドのものと思われる、クラシカルなウイングチップのタッセルで飾かざられていた。


　最高級の品を身にまとった彼は、その強きよう烈れつなオーラで周囲の招待客たちの視線を一身に集めながら、ようやく悠斗の目の前に立つ。


「……」


　彼の存在感は相当なもので、周囲にいる女性陣じんだけでなく男性までもが彼に注目しているのがわかった。


「こんにちは。海原悠斗くん」


　彼が自分をフルネームで呼んだ瞬間、悠斗は魂たましいを奪われるような感覚に陥おちいってしまう。


　心臓に直接響ひびく、魅み惑わく的な低音。


　優やさしげな口元が、まるで内に秘ひめたなにかを押し隠かくすような笑えみを作るのを、悠斗は魔ま法ほうにかけられたように呆ぼう然ぜんと見つめていた。


「あ、あのっ…」


「二十三歳の誕生日、おめでとう」


「あ……ありがとうございます」


　丁てい重ちように両手で花束を受け取りながらも、悠斗は必死になって自分の記き憶おくをたどるが、どうしても彼のデータが引き出せない。


　こんなにオーラのある人物を忘れることなど、絶対にないと思って懸けん命めいになるが…。


「えっと、すみませんっ」


　本当に失礼だとは思ったが、直接彼に尋たずねてしまおうと思った時、悠斗は近づいてきた大学時代の友人に声をかけられてしまった。


「悠斗、川かわ上かみ教授がお見えになったよ。挨あい拶さつに行こう」


「え？　本当に？　あぁ……わかった。あの…」


「どうぞ行って下さい。私はこれで結構ですから」


　完かん璧ぺきな彼の笑顔は、どこか作りものめいて見えた。


「すみません。じゃぁ」


　大学時代のゼミの恩師を迎むかえるため、悠斗は目の前の男に一礼してから、その場を離れた。





　そのあと、先刻の男性のことは気になりつつも、高校時代の教きよう諭ゆや部活で世話になった先せん輩ぱいへの挨拶が延々と続いてしまった。ホールではクラシックの生演奏が始まっていて、人々の会話も陽気に弾はずむ中、いろんな人たちから祝福された悠斗はすっかり疲つかれ果てていた。


　少しだけでも一人になりたくて、そのまま屋敷に隣りん接せつする和館にこっそり下がることにする。


　大正期の洋風建築には和館が併へい設せつされた物件が多かったが、この海原御ぎよ苑えんも例外ではない。


　ホールのある洋館から戸外に出て芝しば生ふの生えた裏庭を抜ぬけていくと、その先に和風の垣かき根ねが見える。そこを越こえ、霰あられこぼし風の石いし畳だたみの道を抜けていくと、見事な和館の玄関があった。


　さっきの洋館と同じ敷しき地ちに建てられているとは思えないほど、立派な和風建築の家屋が目に入る。


　だが悠斗は家の中には入らずに建物沿いの脇わき道みちを歩いていって、そのまま家屋の裏側に出る。


　そこには、竹の垣根に囲まれた、純日本風の庭園が広がっていた。


　最初に目を引いたのは、筧かけひを配したツクバイと、雪ゆき見み灯どう籠ろう。主木となっている見事な枝えだ振ぶりの松の下草には、ツワブキとタマリュウが植えられている。白い艶つやのある小さな石で敷き詰つめられた庭は、まるで初雪に覆おおわれたのかと錯さつ覚かくするほどに眺ながめが美しい。


　その一角には趣おもむきのある縁えん台だいが置かれていて、朱しゆ色の大きな傘からかさが広げられていた。


　悠斗はその縁台にようやく腰こしを降ろすと、ほっと一息入れる。


「あ～ぁ、ずっと笑ってると顔の筋肉が疲れてくるなぁ」


　今までは暖かい屋内にいたから、冷たい外の空気がとても心ここ地ちいい。ふと頰ほおに冷たいものを感じて空を見上げると、白い花びらのような雪が舞い落ちてきた。


「あ、雪だ。今年の冬は寒いからなあ。寒かん椿つばきもきれいに咲いている」


　白い息を吐はきながら、庭を飾る花を愛めでていると、ふとさっきの男性のことが思い出される。


　集まってくれた友人や恩師から、たくさんの祝いの言葉をもらいながらも、気になって仕方なかった彼。


　いくら過去に記憶をさかのぼっても、悠斗は彼のことを知らない。


　さっき花束を渡わたされた時に彼が見せた笑顔はとても優しいものだったのに、その瞳だけが厳しい色を放っていたのは、目の錯覚だろうか？


　何故か、無む性しようにそんな疑問が頭から離れなかった。


「僕、どうしたんだろう。誰かのことがこんなに気になるなんて、きっと初めてだ……」


　そんな独り言を小さく漏もらした時、背後で石を踏ふむジャリッという音がかすかにして、悠斗は振り返った。


「あっ」


　そこに立っていたのは、たった今、自分の思考を支配していたあの、白薔薇をくれたモデルのような男性だった。


　だが今の彼の印象はというと、先刻とは打って変わって穏おだやかそのものだ。


　まるで別人かと思えるほどに…。


（……あれは、気のせいだったのかな？）


「悠斗くん、この日本庭園はとても見事ですね。都心の喧けん騒そうが噓うそみたいに静かな一角だ。こんな環かん境きようで幼少の頃ころを過ごされたなんて、私にとっては本当に羨うらやましいかぎりだ」


　さっきも思ったが、彼の声は低音のとても美しい声で、聞いているだけでゾクゾクとする。


「……あの、お褒ほめいただいてありがとうございます。海原の屋敷は大きいだけでとても古いんですが、この和風庭園は僕も子供の頃から気に入っているんです。いろんな季節ごとに違ちがう花が楽しめるし、様々な種類の野鳥が集まるんですよ。それを観察するのが昔からとても好きでした」


　悠斗は幼少の頃の話をしながらも、彼の端たん整せいな容よう貌ぼうを、記憶と照らし合わせながらもう一度見つめる。


「さすがは名門のご子息だ。花に鳥にと、優ゆう雅がで品のいいご趣しゆ味みをしておられる」


「あの……さっきは綺麗な薔ば薇らの花束を、ありがとうございました」


　それでも悠斗には、何度思い返しても目の前の男性の記憶がなかった。


「でも、ごめんなさい。僕、記憶力が悪くって…」


　だから仕方なく、失礼とは思ったがさっき訊ききそびれたことを訊いてみた。


「貴方あなたは、どなたですか？」


「あぁ、私か。私は…そうだね。君のお父様、海原社長の昔の知り合いの息むす子こだよ。だから、君が私を知らなくても当然なんだよ」


　それを聞き、ようやく悠斗は安あん堵どの表情を浮うかべる。


「そうでしたか！　なんだ、安心しました。どうりで覚えていないわけですよね。貴方みたいな印象深い方を忘れるはずがないと思っていましたから」


「……印象深いとは？」


　彼の双そう眸ぼうが、興味深そうにきらめく。


「え？　あ、すみませんっ、失礼な言い方をしてしまって。違うんです。えっと……その、とても…素す敵てきな方だっていう意味です」


　悠斗は普ふ通つうなら照れくさくて言えないような言葉を、ごく自然に口にした。


「それは嬉うれしいな。でも、実は今日は君へのプレゼントを持ってこなかったんだ。なにか欲しい物はあるかい？」


「いいえ。さきほど綺麗な薔薇をいただきましたから、もう充じゆう分ぶんです。それに…高価なプレゼントをもらっても、正直あまり嬉しくないんです。だっていただいた物を全部使うことなんてできないし、僕の部屋にはまだ一度も使われたことのないプレゼントがたくさんあるんです」


　そんなことをサラリと無意識に口にする悠斗を、彼はすっと目を細めて見おろす。


　灼しやく熱ねつの炎ほのおと凍いてつく氷が混同したような魅惑的な視線に射い貫ぬかれて、悠斗の心臓はまた速くなった。


「……多くのブランド物に囲まれていても、幸せじゃないと？」


「いいえ……もちろん幸せですよ。ごめんなさい、なんか嫌いやな言い方をしました。ただ、もし僕が幸せでないと感じているとしたら、それは毎日の生活が、なんていうか……平へい凡ぼんだからでしょうね」


「それは贅ぜい沢たくな悩なやみだね。恵めぐまれすぎた環境におられるから、日常が平凡でつまらなく思える。どうだい？　一度、奈な落らくの底まで堕おちてしまわれるといい。そうすれば、ものの見方も変わってくるでしょう」


　悠斗の周囲にいた友人たちは、これまでどちらかというと本音を表に出さない穏おん便びんな人間が多かった。


　だから、彼からこんなふうにストレートな言葉が返ってくるとは思わなくて、悠斗はごくりと喉のどを鳴らす。


「……奈落の、底？」


「えぇ。例えば…そうですね。今の君の豊か過ぎる環境からは想像もつかないような危険で魅み惑わく的なことに身を投じてみる…とか。そうすれば、なにか違う悦よろこびを得られるかもしれない」


　彼はそう言うと、縁台に腰かけている悠斗に綺麗な手をさしのべてくる。


「でも……魅惑的なことなんて、僕の周りにはそうありませんから」


　本当のことを口にした悠斗が警けい戒かいしながらもその手を取ると、いきなり強い力で引っぱられてしまった。


「あっ」


　立ちあがろうとしてバランスを崩くずし、そのまま目の前の広い胸に倒たおれ込んでしまう。


「果たして、そうだろうか？」


　頭上から魅惑的な声が響ひびき、縛しばるような強さで腰に腕うでがまわされると、身み震ぶるいに似た甘い衝しよう撃げきが背中を走る。


「え？　ちょ…あのっ！」


　動どう揺ようして顔をあげると、勢いがついているせいで思わずうしろに倒れそうになったが、抱だきしめる腕が強くて、そのまま仰のけ反るような体勢になってしまった。


　夢中で彼の首に手をまわして摑つかまった瞬しゆん間かん、今度は男らしく整った顔がゆっくりと落ちてきて…。


「な…にっ……っん」


　悠斗は怖こわくて、思わず目を閉じてしまったが、次の瞬間、柔やわらかい感かん触しよくが唇くちびるを押し包んだ。


　皮ひ膚ふの温度を分け与あたえるようなくちづけに、驚おどろいて硬こう直ちよくしてしまった悠斗の身体からだから徐じよ々じよに力が抜けていく。


「まさか、キスは初めて？」


「んっ……」


　唇を合わせたまま、彼がしゃべる。


　悠斗はなにか言葉を返そうとしたが、彼は質問に答えなくてもいいとでも言うように、さらにキスを深めていく。


「んっ……や」


「どうしたんだい？　口を開けてごらん。いい子だから」


　──────どうしてっ？


（どうして……彼は、僕なんかにキスをするんだろう？）


　頭の中が、その疑問でいっぱいになるが、やがて唇の隙すき間まから侵しん入にゆうしてきた巧たくみな舌に、そんなことも考えられなくなるほど口の中をまさぐられる。


　それは、まるで舌で愛あい撫ぶをされているかのような官能的なくちづけだった。


　抵てい抗こうしようにも、あまりにキスが巧みで、腰こしが砕くだけてどうにもならない。


「どう？　君も感じているだろう？　だったら。ほら、こうやって舌を絡からめてみて」


　何な故ぜそんな言葉に従ってしまうのかはわからないが、悠斗の身体は勝手に男の意のままに動いていた。


　彼の低く麗うるわしい声こわ音ねに、すべてを支配されるような感覚。


「ぅ…ぅんっ。は……ぁ」


　口の中で濡ぬれた舌が絡み合う艶なまめかしさは、悠斗の華きや奢しやな腰を甘く疼うずかせる。


　散々、唇の味を堪たん能のうしたあと、ようやく男は深いくちづけを解いてくれた。


「あぁ、どうしたんだい？　大だい丈じよう夫ぶか？」


　その瞬間、地面に崩れるようにしゃがみ込んでしまった悠斗を、そうさせた張本人が優やさしく気づかってくる。


「っ……大丈夫…です」


　たった今、自分の身に起こったことが信じられなかった。


　悠斗はすぐに立ちあがろうとしたが、何故か立てなくて…。


（ど、うして？）


　本当に脚あしが震ふるえて萎なえているのだということに、やや間があってから気づく。


「立てないのかな？」


「そんなっ……どうしてっ…」


　ようやく声にできた、それが悠斗の最初の言葉だった。


　これまでも何度か自分の容姿について、中性的だと言われたことはあった。


　学祭の時に披ひ露ろうした劇でも、おもしろ半分でシンデレラ姫ひめをやらされたこともある。


　でも、だけど……紛まぎれもなく自分は男だと悠斗自身は思っている。


　いくら見た目が可愛かわいいと言われようと、自分は間ま違ちがいなく男なのだ。


　それにもちろん、男性を恋れん愛あいの対象として好きになった経験もない。


「どうして、こんなことを…僕にっ？」


　顔をあげることはできなかったが、なんとか声は出せた。


「さぁ、どうしてだろうね？　でも、さっき君は刺し激げきが欲しいと言っただろう？　違ったかい？　ん？」


　彼は砂糖菓が子しのような甘やかな声でそんな言い訳をすると、今度はとても紳しん士し的に悠斗を支えて立たせると、さらには縁えん台だいに座らせてくれる。


「……どうも、すみません」


　その時、和館の表おもて玄げん関かんの方から、この日本庭園に向かって歩いてくる誰だれかの足音が聞こえた。


「悠斗、そこにいるのか？」


　現れたのは、悠斗の父親、海原建設の現社長である海原雅まさ司しだった。


「どうしたんだ？　今日の主役がこんなところで油を売っているなんて感心しないな？　それにしても、お前が見つかってよかったよ」


「すみません、お父さん」


「まぁいい。だがお前は昔から、いないと思うといつもここにいるな？　そんなに好きか？」


　悠斗はうつむいたまま、曖あい昧まいな顔をした。


「さぁ、天あま野の代議士がホールにお見えなんだ。どうした？　お前、顔が赤いじゃないか」


　海原社長が縁台に近づいてくると、ようやく悠斗の隣となりにいる男が丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。


「ご子息がワインに酔よわれたみたいで。少し静かなところでゆっくりして、今から戻もどろうと思っていたところです」


「そうだったのか、悪かったね……君は？」


　敏びん腕わん社長の鋭するどい視線が、男を一瞬にして品定めする。


「以前、母がお世話になった者です。覚えていらっしゃいませんか？　今日は母の代わりに、ご子息のお誕生日を祝いに参りました」


　悠斗の父は、その言葉に少しも顔色を変えることなく、覚えていないと返した。


「それは残念です。私は、とても母に似ているそうなんですがね」


　彼の瞳ひとみが意識的にすっと眇すがめられるのを、縁台に座ったままの悠斗は見てしまう。


　さっき、ホールに入ってきた時に男が見せた、あの険しい表情だった。


「それは悪かったね。だが私は、人の顔を覚えるのは得意なはずなんだがね。で、君の親おや御ごさんの名は？」


　重ねて問われると彼は投げやりな態度で下を向き、落らく胆たんしたような小さなため息を吐ついたあとで再び顔をあげた。


　また一瞬にして表情が変わり、彼の顔には再び温おん厚こうな笑えみが戻っている。


「もう、ずいぶん昔のことですのでお忘れになって当然でしょう。さぁ、私はもう少し酔いをさましてから戻りますので、どうぞご子息と行って下さい」


「あぁ、君もまだゆっくりしていってくれ。さぁ悠斗、戻ろうか」


「……はい」


　なんとか精神的な落ち着きを取り戻した悠斗が、縁台からゆっくりと立ちあがった。


　父のすぐうしろを歩きながら悠斗が一度だけ振ふり向くと、男は無声映画のワンシーンのように、なにかをつぶやく。


『また、必ず会おう』


　唇の動きで、悠斗は彼の言葉を推測した。





２




　海原建設は日本でも有数のゼネコンだ。


　営業内容は、土木建築や機器装置など、建設工事全ぜん般ぱんに関する請うけ負おいや受じゆ託たくなどが主である。


　もちろん基き盤ばんとなる業種は、土地造成、住宅建設、そしてそれらの販はん売ばい。


　他ほかにも不動産業務も行っていて、物件の売買や賃貸借の仲ちゆう介かい、さらにはビル管理までの分野を、一いつ括かつしてアシストすることのできる企業である。


　さらに近年においては、エンジニアリングやマネージメント業だけでなく、建築コンサルティング分野でも飛ひ躍やく的な成長を続け、変化し続ける企業の代名詞のように位置づけられていた。


　その中において、海原の財務省となっているのが経理部である。


　経理というのは地味な仕事のようだが、毎日が数字との格かく闘とうという、正確さとスピードの要求される、かなり根気のいる業務だ。


　そしてこの仕事には向き不向きがあって、配属される時に適性がチェックされ、必ず本人の事前承しよう諾だくを得てから配属に至るという特とく徴ちよう的な部門だった。


　部内には四つの課があって、それぞれが違った役割を担になっているが、悠斗の在ざい籍せきしているのは連結決算課である。


　ようするに、企業としての年間利益を、数字として公開することを主業務とする部門である。


　そんな連結決算課が、一年を通して最も忙いそがしくなるのが年度末の決算期にあたる二月だ。


　今年度入社したばかりの悠斗にとっては初めての決算で、文字通り大おお忙いそがしの毎日を送っているが、いよいよ課で作成された財務諸表に対しての外部監かん査さが入る時期になった。


　海原建設は毎年、業界で最も実力のあるセントラル監査法人に、課で作成した財務諸表の外部監査を依い頼らいしている。


　今年度、海原の財務諸表監査を担当する責任者の会計士の名は、瀬せ戸と春はる臣おみ。


　Ｔ大学大学院経済学研究科修しゆう了りようの超ちようエリートで、まだ二十九歳という若さだが、税理士と公認会計士の資格の両方を持っている。


　彼は弱じやつ冠かん二十七歳で公認会計士の第三試験に合格した秀しゆう才さいである。


　去年までは別の監査法人に籍を置いていたが、セントラル監査法人の主席監査役の目に留まり、ヘッドハンティングされて移籍してきたばかりだ。


　もちろん彼は会計士としての才能だけでなく、企業に対する経営アドバイス能力にも長たけていて、すでにセントラル監査法人の中でも、経営トップからの多大なる信しん頼らいを獲かく得とくしていた。


　まだ二十代の瀬戸だったが、すでに主席監査役という役職を与あたえられ、監査第一グループという外部監査を主な業務とする部門を任されている。


　彼が指揮する第一グループには、もちろん瀬戸より年上の監査役も在籍していて、着任当初は些さ細さいな問題もあったが、やがて彼の統とう率そつ力を知ってからは、部門もまとまりを見せていた。


　財務諸表というのは、会社の経営成績や財政状じよう況きようをまとめたもので、それを株主や債さい権けん者しやに知らせたり、会社内の経営管理に役立てたりするために、一定の基準に基づいて作成されるものである。


　そして企業が作成した財務諸表に対して公認会計士が行う監査を、財務諸表監査といった。


　財務諸表には「損益計算書」「貸借対照表」「営業報告書」「利益損失の処分に関するもの」があり、商法ではこれら四つの財務諸表を「計算書類」と呼び、作成方法や様式は、法務省令によって一定の規則で定められている。


　すべての株式会社は、この財務諸表を定時株主総会に提出することを義務づけられていた。


　監査には、企業内の者が行う内部監査と、外部の者が行う外部監査があるが、財務諸表の外部監査に関しては、そこが株式会社である以上、必ず受けなければならなかった。


　ようするに、財務諸表は独立した第三者である公認会計士や監査法人の監査を受けることで、その企業が「適正」であるという旨むねの監査証明を得ることにより、さらに企業としての客観的な信頼性が付ふ与よされるというわけだ。


　もちろん株の投資家が企業の将来性を判断するための資料『四季報』にも監査結果が存分に反映されるため、企業側としては少しでも監査結果を良いものにしたいという思いが常に働く。


　だが、いくら監査を担当する会計士への待たい遇ぐうをよくしても、監査評価は感情で変化したり左右されるものではない。


　それでも海原の経理部では、監査に入る会計士に対して毎年細心の注意を払はらい、粗そ相そうのないよう心がけていた。





　やり手の公認会計士と、他に四人の会計士の監査が入るということで、今日の経理部連結決算課内は、いつになく緊きん張ちようした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。監査そのものは約二週間ほどの滞たい在ざい期間の内に終わるもので、業務は海原建設の経理部特別会議室内において行われることになっている。悠斗自身も、「今回の監査に入る会計士の世話をするように」と言いつけられていて、特に緊張していた。


　そしてその日の朝、悠斗たち連結決算課の社員八名は、監査に入る公認会計士を経理部の松まつ島しま部長から紹しよう介かいされた。


「こちらは、今回の監査をお願いしているセントラル監査法人の先生方です。そして責任者でいらっしゃる瀬戸春臣先生。他の先生方は昨年度もお世話になった方々ですので、部内の者は皆みな存じあげていると思います」


　その時、悠斗の視線は一瞬にして一人の公認会計士に釘くぎづけになる。


（……え？　これって、どういうこと？　この人……あの時の、人……だよな？）


　連結決算課の社員たちが順に挨あい拶さつをしていく中、悠斗は紹介された会計士を前にして呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


　たった今、上司から紹介された瀬戸という監査責任者は、先日の誕生日パーティーの時、自分に濃のう厚こうなくちづけをした彼に酷こく似じしていたからだ。


（でも、どうして？……この人は、一体…）


　そう言えば、あの時、彼が最後に残した言葉。


『また、必ず会おう』


（それは、こういうことだったのだろうか？　彼は、自分たちが再会することを最初から知っていた？）


　悠斗はかなり混乱していて、食い入るように瀬戸だけを凝ぎよう視ししてしまう。


　挨拶が悠斗の番になってもまだ呆然としていると、隣となりの社員に肘ひじでつつかれてしまい、悠斗はようやく我に返って頭をさげた。


「あ、あのっ、すみません。新入社員の海原悠斗です。よろしくお願いします」


　間の悪い部下の態度に、すかさず上司がフォローを入れる。


「彼は今年度の新人、海原です。まだまだ未熟者ですが、雑用や書類の準備など、なんなりとお使い下さい」


「それは助かります」


　悠斗を見ながら、初めて瀬戸が口を開く。


　その瞬しゆん間かん、聞き覚えのある低い声が、あの時のように悠斗の心臓を震ふるわせた。


「では松島部長、海原くんを私の監査業務の助手に、二週間お借りしてもよろしいでしょうか？」


「えぇ、もちろんですよ。海原、しっかりやるんだぞ」


『海原』という名字を耳にすると、大たい概がいの場合、悠斗は相手に海原建設との関かかわりを訊きかれるのが常だったが、瀬戸はその部分にはまったくの無反応だった。


「はいっ。承知いたしました。瀬戸先生、どうぞよろしくお願いします」


　印象は違ちがっているが、目の前にいる瀬戸春臣という人物は、あの時の男性に本当によく似ている。


　それに、あの胸に響ひびくような低音の美しい声。


　でも、この前の誕生日パーティーのことを少しも覚えていないのか、彼は悠斗を見ても顔色一つ変えなかった。


　どうしても悠斗は腑ふに落ちない。


「それでは先生方、二週間、いろいろとお世話をかけますが、どうぞよろしくお願い申し上げます」


　部長が丁てい重ちように頭をさげるのに合わせて、課長以下の社員たちも姿勢を正して一礼した。


（やっぱり……人違いだよな？）


　目の前にいる瀬戸の穏おだやかで優やさしい瞳ひとみの中には、少しの影かげも見あたらない。


　あの時の彼には、なにか得体の知れない憎にくしみや痛みのようなものを感じたのだが……。


　顔はそっくりだが、よく見てみると髪かみ形がたも少し違う気がするし、やはり印象が違いすぎた。


（別人……だよな？　そうに決まってるよな？　でも……）


　まだ釈しやく然ぜんとしない疑問を抱かかえたまま、悠斗は二週間、瀬戸の助手をすることになった。





　さっそく、その日から財務諸表監査が始まった。


　瀬戸の助手に任命された悠斗は、連結決算の担当課長から命じられた書類を揃そろえて会議室に持っていくなど、雑務的なサポートに追われていた。いくら助手になったとはいえ、自分の通常業務が減らされたわけではないので、悠斗はとても忙いそがしい。


　もちろん監査の責任者である瀬戸も忙しい状況は同じだったが、そんな中でも彼は悠斗にもきちんと気を配ってくれていて、とても丁てい寧ねいに仕事を頼たのんでくれるので好感が持てた。


　パーティーの時のことはずっと気になっていたが、あまりの仕事の多さからいつしか頭を離はなれていった。


　昼休みになって、悠斗は会計士たちのために特別に用意した会席弁当を応接室に運んだ。


　四人の会計士にお茶をいれた悠斗だったが、いつまでたっても瀬戸が現れなくて、再び特別会議室に戻もどってみる。すると書類を見てパソコンに数式を入力しながら、時折書類を見ては思案している瀬戸の姿が、まだそこにあった。


　悠斗は無意識に彼の顔を凝視してしまうが、そんな自分を戒いましめるようにして遠えん慮りよ気味に声をかけた。


「あの…先生、お仕事中に申し訳ありません。応接室にお食事の用意ができていますが？」


「あぁ、ありがとう。ちょっと切りが悪いから、これが終わってからいただくよ」


　瀬戸は画面から視線を外すことはないが、とても愛想よく返事をくれる。


「わかりました。でしたら、先になにかお飲み物でもお持ちしましょうか？」


「それはありがたいな。では…日本茶をいただこうか」


「はい」


　悠斗が気持ちよく返事をすると、瀬戸は手にしていた書類をようやくデスクに置いて、悠斗の方を向いた。


「そう言えば、君は今期の新人なんだって？　経理の仕事には、もう慣れた？」


　今は二人きりだったが、彼はいつでもそんなふうに普ふ通つうに話しかけてくる。


　その言葉から、悠斗は瀬戸があの時の人物ではないことを再さい確かく認にんさせられるが、どうしても疑ぎ惑わくは振ふり払えなかった。


「はい。僕はどうも要領が悪くてよく失敗していますが、なんとかやってます」


「そうか。困ったことや、わからないことがあったら、遠慮なく言ってくれていいよ。君にはいろいろと手伝ってもらっているから、私もなにか君の手助けをしたいんだ」


　エリートタイプの人間というのは往々にしてどこか近寄りがたく、お高くとまっているイメージがあるが、瀬戸にはまったくそんな驕おごった様子はなかった。


「はい、ありがとうございます」


　他ほかの会計士の面めん倒どう見みもよく、周囲からも慕したわれている様子が仕事ぶりを見ていてもわかる。


　常に冷静で仕事に対しての姿勢は厳しいのに、指示を出す言葉一つ取っても誰だれに対しても柔やわらかで、悠斗はそんな瀬戸に対して尊敬だけでなく、ある種の感動を覚えつつあった。


「さて、実はこの収支報告でちょっと気になる点があってね」


「はい。なんでしょう」


「この、赤坂ビルの資材調達の資金決済書だが、（株）佐さ伯えきコンクリートからの納入分量に対し、使用した分量との間に結構な開きがあるんだ。ここと、ここ」


　瀬戸は決済書を悠斗に見せながら、並んだ数字の一部をペンの先で示す。


「あ！……本当ですね。少しも気づきませんでした」


　そんな細部まではチェックしていなかったが、確かに瀬戸の指し摘てきする通り、ビル一棟分のコンクリートの納入分量と使用分量の数字が合がつ致ちしていないのはおかしい。しかもそれ単品でも三百万を超こえる金額だった。決して見のがしてはならないミスだ。


「悪いが、昼休みが終わってからでいいから、担当者に納品書の明細と使用した現場を特定できる資料を提出してくれるように要よう請せいしてくれるか？」


「はい、わかりました。あの……すみませんでした。それは僕が担当している事業部の書類です。チェックが甘くて申し訳ありません」


「あぁ、かまわないよ。君はまだ新人なんだから、そんなに肩かた肘ひじ張らなくても頼たよれるところは頼っていい。私の見解では、おそらく別の現場で使用した分量の記き載さい漏もれではないかと思うが、最終的な数字は合致しているので、あとで担当者が数字そのものを微び調ちよう整せいした可能性があると思ってね」


「はい、いつも最後の数字だけ合っていればいいわけではないって上司からも言われているんです。細かいチェックが抜ぬけていてすみません」


　それは初歩的なミスであり、瀬戸に指摘されることが悠斗には情けなかった。


「それと、他にも調べたいことがあってね。できれば海原建設全体の人事ファイルを見せてもらえるだろうか？　確か、経理部は給きゆう与よ計算の関係で、ファイルを持っているよね？」


「いえ。人事ファイルは経理部内にはありません。データでしたら一部のＰＣでパスワードを入力して見ることができますが…ただ、人事データを外部の方にお見せするには、使用目的を明確にした上で人事部に承しよう諾だくを得ないといけないんです。申し訳ありません。必要でしたら部長に話して人事に話を通しますが？」


　本来なら人事データは人事部のみで管理されているものだが、経理部には給与課があって、そこで社員全体の給与決済管理を任されている。その関係で、経理部長、次長、給与課の三台のＰＣに限って、パスワードを入力すれば人事データを閲えつ覧らんできるようになっている。


「いや、それならいいんだ。ちょっと人件費の関係で気になる点があったのでね。なにかアドバイスができないかと思ったものだから…無理を言ってすまなかった」


　公認会計士が外部監査に入る目的は、基本的には財務諸表監査を行うことだが、会計士の視点から業務の改善点などをアドバイスするのも彼らの役割の一つだった。


　任された監査業務だけでも多た忙ぼうを極きわめている中で、さらに改善点を見いだしていく。


　瀬戸のそんな熱意のある姿勢に、悠斗は本当に頭が下がる思いがした。


「それより、君はもう食事をすませたのかい？」


「いいえ。でも、あとで社員食堂に行きますのでご心配なく」


「あぁ、私のせいでお昼が遅おくれてしまって悪いね。私が頼んだ用件はあとでいいから、先に食べてくるといい」


　優しい瀬戸の笑え顔がおを何な故ぜかまともに見れなくて、悠斗は目を伏ふせてしまう。


「ありがとうございます。でも、僕も早さつ速そくこの決済書を見直して、それから担当者に連れん絡らくしてみますので食事はもう少しあとにします。どうぞお気き遣づかいなく」


　そのあと、瀬戸に指摘された赤坂ビルの書類を調べ直していると、そこに海原建設の専務である蘇芳が、昼休みを利用して挨あい拶さつに訪おとずれた。蘇芳は監査責任者である瀬戸と丁寧な挨拶を交かわしたあと、そのまま退室しようとしたが、瀬戸が彼を呼び止めた。


「蘇芳専務、ご多忙のところ申し訳ないですが、今、少しお時間を頂ちよう戴だいして宜よろしいですか？　御おん社しやの関係会社について気になる点があるんですが」


　瀬戸はあらかじめ、公認会計士の視点からの資金運用だけでなく、事業展開についてまでの全ぜん般ぱん的なアドバイスを蘇芳に頼まれているらしい。


「えぇ、それはもちろん結構ですが。その件については、監査が終わってからお伺うかがいすることになっておりましたが、もうなにかご意見をいただけますか？」


「少しでも早い方がよろしいかと思いましてね」


　蘇芳が驚おどろいた様子を見せながら戻ってくるのを見て、悠斗は急いで立ちあがるとパソコン用の椅い子すを持ってきた。


「専務、どうぞおかけ下さい」


「あぁ、すまないな。では瀬戸先生、お伺いしましょう」


　全部の財務諸表にざっと目を通したらしい瀬戸は、早速自身の判断による海原建設の、細かい事業修正案についての話を始めた。


「ここ三年、海原建設さんの関係会社であるハウスメーカー、海原ハウジングの赤字が続いているようですが、過去五年までさかのぼっても決していい数字ではない。この分野で純利益があがっているのは都心部の営業所のみで、地方では五年も赤字決済が続いています。このハウスメーカー事業は、思い切って手放す方が賢けん明めいでしょうね」


　瀬戸はいきなり、大だい胆たんな提案を持ちかけてくる。


「瀬戸先生……我が社は企き業ぎよう向けのビル建設の受注が多いんですが、その中においてハウスメーカー分野というのは、唯ゆい一いつ民生事業として起動している部分で、一いつ般ぱん家庭への当社の企業イメージ作りの核かくとなっている大事な分野なんです。ですから、そこをなくすわけにはいきません。せめて、吸収合がつ併ぺいという方向でしたら考える余地はありますが…」


　冷静にそう返す蘇芳に対し、瀬戸は自分が綿密に計算した書類を広げて見せる。


「こちらの数字をご覧いただいても、お気持ちは変わりませんか？」


　瀬戸が作成した書類には、海原の関係会社であるハウスメーカー分野を統合させたあとの、株式や税金面での詳しよう細さいなデータが数字となって完かん璧ぺきに並んでいた。


「このまま低てい迷めいした事業成績が続けば、早ければ来年にも欧おう米べい企業による買収の可能性が出てきます。どうぞ、こちらもご覧下さい」


　さらには事業権を完全に他社に売ばい却きやくした場合との比ひ較かくも、見事に数値化されている。


　それを見た蘇芳は唸うなるしかなかった。


「確かに…この数字を見る限りでは、海原ハウジングを吸収合併して事業部化するよりも、手放す方が遥はるかに賢明ですね」


「えぇ。ですが、専務のおっしゃる企業イメージというものは、なかなか数字にしにくい付加価値を生む大事な部分です。もしその点を重視されるのでしたら、多少のリスクは鑑かんがみても吸収合併の方をお勧すすめします」


「わかりました。その件に関しては、さっそく経営企画に相談したあと、役員会議にかけてみましょう。このデータはいただいても宜しいですか？」


「はい。もちろんです」


　瀬戸は数枚の計算書類を封ふう筒とうに入れて蘇芳に渡わたした。


　そのすぐ側そばで、決済書の見直しをしていた悠斗だったが、完全に手がとまっていた。


　二人が海原の今後の経営展開についての活発なやり取りをしているその一部始終が、彼にも聞こえていたからだ。


（すごいなぁ……蘇芳専務も、瀬戸先生も。かっこいい…）


　そんな心の中のつぶやきを、感かん嘆たんのため息に替かえるようにして吐はき出しながら、悠斗は二人の姿を見てしまう。そんな中、瀬戸はさらに、別の提案までを切りだした。


「それから経理面ですが、もっと効率的に売上金を運用されることをお勧めします。私が御社の経理システムの中で最も注目した点は、事業部からの売上金の支し払はらいが本社に振ふり込まれるのが一ヶ月単位になっている点です。これを毎日の決められた時間、例えば午後三時までに本社に入金させるというのはどうでしょう？　それを即そく日じつ運用することで、資産をかなり増やせます」


　斬ざん新しんな意見だったが、蘇芳は難色を示す。


「毎日…三時までにですか？　そんなことは可能でしょうか？　事業部の経理が簡単に納なつ得とくするとは思えません」


「この方法は私がお勧めして、実際に他ほかのメーカーでも採用されて上う手まくいっています。まぁ、社内における多少のトラブルは計算の内ですよ。一番大切なのは、趣しゆ旨しを明確にすることです。ようするに、事業部からの売上金を毎日本社が吸いあげるという感覚を相手に持たせるのではなく、あくまで本社に貯ちよ蓄ちくするという意味合いを徹てつ底ていさせるんです」


「貯蓄？　どう…やってそんなふうに思わせるんです？」


　蘇芳の疑問は当然だった。


「まず最初に、各事業部の口座を本社の経理部内に開きます。そこに事業部からの売上金を毎日の決まった時刻までに入金させる。それを本社の財務担当者が即日運用する」


「なるほど。要するに、本社銀行みたいなもんですね？」


「その通りです。ですが各事業部に対し、本社は最低限これだけは約束しなければなりませんよ。預かったお金は、たとえ本社の財務が資金運用に失敗しても、事業部にはまったく支障を出さないこと。もちろん預かるからには、一般銀行に預ける以上の利子を払う必要があるでしょうね」


「なるほど。貯蓄という意味でなら、事業部側も納得して協力をするかもしれませんね」


「ええ。今のように、全事業部の毎日の売上金を一ヶ月も無む駄だに眠ねむらせておかずに即日運用すれば、私が計算したところでは株と証券で一日に五十万が計上されるでしょう」


　具体的な数字の入った資料を提示する瀬戸に、蘇芳は参ったという顔で唸った。


「……一ヶ月に、約千五百万ということですか……なるほど。それは、小規模の事業所一ヶ所の年間純利益にも等しい額ですね」


　それを資金運用だけで計上できるなら、願ってもないことだ。


「まずは、そういう経理システムを確立する必要があります。あとは、事業部ごとの経理社員が毎日、決められた時間までに決済を終えて振り込みができるかどうか…でしょう」


「それはかなり難しい問題でしょうね。トラブルは確実に起こる。おそらく賛成しかねる事業部も出てくるかもしれない」


「そうですね。その先に関しては、経営者側の手しゆ腕わんでしょう」


　蘇芳の経営者としての才能を高く買っているからこその、瀬戸の斬新な提言だった。


「瀬戸先生、よくわかりました。大変参考になるご指し摘てきをありがとうございます。貴方あなたのような優ゆう秀しゆうな方に監かん査さに入っていただき、我々も本当に心強い。では申し訳ないですが、明日にでも経理部長と財務部長を交えて、今の件ご相談させてもらえますか？」


「えぇ、もちろんです。喜んで」


　資金運用に関する新しい提案を聞きながら、悠斗は瀬戸の着眼の鋭するどさに一層、驚いていた。


（瀬戸先生って、すごいって噂うわさだったけど…本当にこんなできる人だったんだ）


　まだ新人の悠斗にとって、彼はまさに憧しよ憬うけいに値あたいする人物だった。


（どうしよう。こんな人のサポートをしているなんて、なんか緊きん張ちようしてきた……でも、本当に瀬戸先生は、あの時の人じゃないんだろうか？）


　また同じ疑問が、悠斗の中に一層強く湧わいてくる。


　あの時、白い薔ば薇らの花束をくれた人は、悠斗の父と彼の母が昔の知り合いなのだと話していたが…。


　蘇芳が部屋をあとにしても、悠斗はぽ～っとした顔で瀬戸を見つめていた。


（ううん。どう考えても、絶対にあれは瀬戸先生だったよ）


　悠斗は自分の記き憶おくを改めてたどってみてから確信する。


（でも……じゃあ、どうして僕のこと、覚えてないのかな？）


　新たな疑問に直面した時、悠斗ははっとした。


（僕は今、あの時の人が本当に瀬戸先生だったらよかったのにって…思ってる？）


　それは悠斗にとって大きな衝しよう撃げきでもあった。


（だったら…本当に、僕にキスをしたのが瀬戸先生だったら……僕はそれでも、僕のことを先生に思い出して欲しいのかな？）


「どうしたんだい？　ぼんやりして」


　その時、不意に瀬戸に声をかけられたが、悠斗はまだ考え事に没ぼつ頭とうしていた。


「聞こえてるかい？　顔が赤いけど、気分でも悪い？」


　何度も呼びかけられたあと、ようやく悠斗は我に返った。


「あ！　え？　はい、すみません瀬戸先生。なんでしょうか？」


　持っていただけの書類をあわてて机に置いて、そのまま直立する。


「いや。君がぼんやりしていたから、もしかして気分でも悪いのかと思って。大だい丈じよう夫ぶかい？」


「そんなことないです。すみませんっ」


　学校の先生に叱しかられた生徒のような悠斗の姿を見て、瀬戸は苦く笑しよう混じりに提案する。


「どうかな。君もお昼はまだだそうだけど、今から私と一いつ緒しよに食べに行かないか？」


「え？　いえ、そんな。僕は社員食堂に行きますから」


　とんでもないと、悠斗は両手を前に突つきだして左右に振った。


「じゃあ、その社員食堂に私もご一緒していいかい？　それとも、部外者は利用できない？」


「そんなっ！　先生には、ちゃんとっ…」


　豪ごう華かな料りよう亭ていの会席弁当が用意してある。


「だったら、私がその弁当を持って食堂に行こう。一人でお昼を食べてもおいしくないからね。君と一緒の方が食欲も湧きそうだ」


　誘さそわれた理由はどうであれ、瀬戸と一緒に昼食をとれるなんて嬉うれしすぎる。


「わかりました。じゃあ、先生のお弁当は僕が社員食堂に運びますから、ご一緒しましょう」


　悠斗が嬉しそうにそう言うと、瀬戸はこれ以上ないような優ゆう雅がな笑えみで応こたえてくれた。


「それは嬉しいなぁ。ありがとう」


　瞬しゆん間かん、悠斗は派手に赤面してしまい、それはもちろん瀬戸にも気づかれるほどのものだった。


　漠ばく然ぜんとしていた瀬戸に対する憧あこがれの気持ちが、この時、初めて悠斗の中ではっきりとした形を成した。





３




　経理部の居室から少し廊ろう下かを行った先には、経理書類庫という部屋がある。


　過去五年間の全社におけるすべての経理書類が保管されている二十畳じようほどの部屋だ。


　全面が窓になっている奥の壁かべ以外には、天てん井じようまである高いラックがずらりと並び、その引き出しには大量の書類や伝票が部門や年度ごとに仕分けして保存されている。


　もちろん、部屋の中央にも書しよ棚だなが数本並んでいた。


　悠斗がその書類庫で、ある事業部の資材購こう入にゆう明細書を探していると、ドアをノックする音がして、すぐに瀬戸が入ってきた。


「海原くん、どうしたんだい？　今日は午後からずっと難しい顔をしているね」


「え？　あ……すみません、先生。顔に出ていましたか？」


「あぁ。実は、さっき君がこの部屋に入っていくのが見えたんだが、いつまでも出てこないから心配になってね」


　瀬戸が自分のことを心配してくれたのだと知って、悠斗はとても申し訳ない気持ちになった。


　だがその反面、気にかけてもらっていることが、正直嬉しかった。


「なにかあったのかい？」


「……はい……実は、データ入力した計算表と、販はん売ばい所しよからあがってきた計算書の数字が、途と中ちゆうの小計額のところで合わなくて」


　おそらく単純なミスだろうとは思う。


　ちょっと先せん輩ぱい社員に聞けばすぐに解決しそうなことだが、決算が近いために皆みなが忙いそがしそうに自分の業務をこなしているので、悠斗は気が引けてなかなか尋たずねられない。


　だから優やさしく心配してくれる瀬戸に、つい気を許して訊きいてしまっていた。


「小計額が合わないってどういうこと？　ちょっと計算書を見せてごらん」


「…はい」


　悠斗が手にしていた書類を瀬戸に渡わたすと、彼はざっと目を通しただけで、すぐにミスを見つける。


「あぁ、わかった」


　一つの資材の支出金額が販売額ではなく、仕入額で記入されていることを、瀬戸はほんの数秒間、書類を見ただけで指摘する。


「ほら、この部分が一ヶ所だけ、仕入額と販売額が逆になっているんだよ。だから途中の小計額が合わないんだ」


「あ！……本当だ」


　確かに資材の種類は八十以上もあって、全部をチェックしてミスを見つけることは難しい。


　だがもっと単純に考えると、売値が仕入額より少ないはずはないのだから、少し注意をすればミスに気づいてもいいようなものだ。


　またしても初歩的なミスで、悠斗はたまらなく情けなくなる。


「あぁ…困ったな。そんな悲ひ愴そうな顔をしなくても大丈夫だよ。これは新人なら誰だれでもよくやるミスだ。計算書の収支が合わない時は、まず個々の金額に記入ミスがないかを先にチェックすることだね」


　それも何度も先輩社員に教えられてきたことだったが、気持ちが焦あせってしまうと、なかなか冷静さを保てないのが悠斗の欠点だった。


「よく覚えておきます。すみませんでした」


「まぁ、そう気を落とさないことだ。君は、もっと仕事をする時間に余よ裕ゆうを作る必要があるね。それには、作業の効率化を図るべきだな。知ってるか？　経理業務は八割がルーチンワークなんだ。海原建設は、もう少し経理処理システムを導入するべきだろう」


「それは僕も思います」


　悠斗は瀬戸から計算書を受け取りながら、うなずいた。


「まぁ、その件は承知の通り、蘇芳専務にすでに提言済みだからね」


「はい。ありがとうございます」


「それから……今後の仕事に向かう姿勢についてだけど、今はまだ難しいと思うが、いずれもっと経理のことがわかってきたら、君にも会社全体の経営状態や運営が見えるようになってくるはずだ。今は与あたえられた業務の一部分しか理解できなくても、今後、大きな流れの中での自分の役割を正しく理解することを心がけていくといい」


「………はい」


　穏おだやかに語られる言葉には、とても説得力があった。


　悠斗は瀬戸の語った一つ一つの言葉を大切に受け止める。


「君は、いずれこの企き業ぎようを背負って立つ人間なんだ。焦らなくてもいいが、いろんな切り口がある中で、経理を学ばせようとなさった現社長の期待にきちんと応こたえなくてはね」


「……え？」


　その時、悠斗はふと気づいた。


「あの……」


（どうして瀬戸さんは、僕が海原建設の社長の息むす子こだって知っているんだろう？　やっぱり、誕生日パーティーの時に会った人じゃないのかな？）


　冷静に考えれば、他ほかの社員の誰かから聞いたのかもしれないことぐらい予想はできただろうが、瀬戸の澄すんだ双そう眸ぼうに見つめられていると、悠斗は冷静ではいられなくなってしまう。


　瀬戸は海原建設に監かん査さに入ってからも、パーティーの日のことをまったく話さず、やはり別人だったのかもしれないと悠斗も思い始めていたが…。


「どうしたんだい？　そんなに可愛かわいい顔で見つめられると、私も仕事が手につかなくなりそうで困るんだけどな」


　冗じよう談だんだとわかる温かみのある口調だったが、悠斗は思わず頰ほおを熱くしてしまう。


　きっと今、自分の顔が真っ赤になっていることは、瀬戸にもわかっているはずだと思った。


「あ、のっ……すみません」


　そしてついに、悠斗はずっと疑問に思っていたことを口にしていた。


「……瀬戸先生は、あの日、僕の誕生日パーティーの時に、その……白い薔ば薇らの花束を下さった方じゃないですか？」


「……え？」


　そう訊きいた時、瀬戸の顔から一瞬にして表情が消え失うせる。


「ごめんなさい！　もしかして、人ひと違ちがいかもしれませんが…」


　目で見てもわかるほど劇的に、彼の顔つきが変わっていた。


　それはまさにあの日、悠斗が初めてホールに入ってきた瀬戸を見た時の冷たい顔で…。


　射るような眼光の鋭するどさは、確かにあの日の彼に間違いない。


　悠斗は今度こそ確信した。


「あぁ……困ったな」


　真っ直ぐな眼まな差ざしを受け止めていた瀬戸だったが、ややあってから溜ため息と共に、そう吐はき出した。


　恐おそろしいくらい魅み惑わく的な声で…。


「……瀬戸、先生？」


　だが悠斗は、その言葉の含ふくむ意味がわからなくて、きょとんと首を傾かしげる。


「困った……」


　瀬戸は同じ言葉をもう一度つぶやきながら、今まで社内では見せたことのないような不敵な目をして悠斗を見おろしている。


「あの、瀬戸先生。僕、なにか失礼なことを言ったのなら謝ります」


　彼が怒おこっているように見えた悠斗は、急いで謝罪の言葉を口にしたが、瀬戸はそのままの表情で脚あしを一歩前に出した。


「えっ……」


　もともと近い位置に立って話をしていたのだが、距きよ離りがさらに詰つまったことで、長身の彼に圧あつ迫ぱく感を感じてしまう。


　どうしていいのかわからず、悠斗が条件反射的に一歩うしろにさがった瞬しゆん間かん、いきなり腕うでを取られてしまった。


「瀬戸、先生っ？」


　不安げに彼を仰あおぐと、長い指が顔に向かって伸のびてきて、痛いほど顎あごを摑つかまれる。


「あ！」


　ぐっとさらに上を向かされた状態で固定されてしまった。


「悠斗、今、君がしたその質問は…禁句だったね」


「え？」


「訊いてはいけない言葉だったんだ。あれはね、ほんの気まぐれだった…せっかく私が忘れてあげようとしていたのに、悠斗にはそれがわからなかった？」


「え？　え？　あのっ……」


　顎を摑んでいた手が離はなれ、今度は頰から耳の裏側に移って、そこをゆっくりと撫なでおろす。


「でも、君は知りたがった。いいかい、そのことをよく覚えておくんだよ。知りたがったのは君だ」


「瀬戸…先生」


　不安げな声を発すると、瀬戸は今までにない艶つやのある表情を浮うかべて笑った。


　ゾクリと肌はだが粟あわ立だつような大人の男のオーラが、悠斗を反射的に怯おびえさせる。


「もしかして、私を誘さそっているのかい？」


「そんなっ…」


　彼に摑まれていた腕はすでに解放されていたが、悠斗は一歩もそこから動けなかった。


「だったら、応えてあげないといけないかな？　そうだろう…悠斗」


　名前を呼ばれ、巻き込まれるようにゆったりと男の腕に抱だきしめられる。


　間近で熱い視線が絡からみ合い、囚とらわれ人のように身体からだが硬こう直ちよくしていた。


「目を閉じてごらん。君がするのは、それだけでいい」


　言う通りにしたらいけないと、思考の一番深い箇か所しよから、自分自身に警告が発せられているのがわかったが、本当に為なす術すべもなかった。


「んっ……」


　唇くちびるにかすかに息を感じた直後には、男の熱い体温が唇を伝って与えられていた。


　悠斗はあの日の男に、もう一度くちづけの洗礼を受けていた。


「ぅ、ん……ぁぁ」


　いつの間にか背中は書しよ棚だなに強く押しつけられていて、身動きすらできない。


　その上、二人の身体は隙すき間まもないくらいに密着していた。


「どうした？　唇を開いてごらん。もっと楽にして……いい子だから」


　まるで魔ま法ほうにでもかけられたように、身体が男のいいなりになってしまう。


　濃のう密みつなくちづけをたっぷりと教えられたあと、ようやく甘い抱ほう擁ようが解かれた。


「っ……ふぁっ」


　腰こしが完全に砕くだけてしまった悠斗は、かろうじて立っているために全身で書棚にもたれかかってしまう。


　その時、ドアの所から施せ錠じようをする音がかすかに聞こえて、思わず朱しゆに染まった顔をあげた。


「もう、逃にげられないかもしれないよ？　怖こわい？」


　いつの間にか、瀬戸が書類庫の鍵かぎをかけてしまったらしい。


「あ、の……瀬戸先生。どうしてっ？」


　戻もどってきた瀬戸は、戸と惑まどう悠斗を支えて立たせると、書庫に背中を押しつけるようにしてもう一度くちづけてくる。


「待って……先生、ぁ……んっ」


　なめらかな舌が、食いしばった歯列の隙間を割って、ヌルリと侵しん入にゆうしてくる。


　驚おどろいて奥に引っ込んだ悠斗のそれをすぐに見つけると、瀬戸の舌は容よう赦しやなく絡みついて吸いあげた。


「ふっ……ぅ、んっ」


　同年代の男性と比ひ較かくすれば遥はるかに少ないだろうが、悠斗も普ふ通つうに女性との交際経験はある。


　将来は、自分も優やさしい女性を好きになって結けつ婚こんするのだと、漠ばく然ぜんと思ってきた。


　そんな常識人の悠斗には、どうして瀬戸が男の自分にキスをするのか、その理由がまったくわからない。


　あの日、彼にくちづけをされた時も、今とまったく同じ疑問に苛さいなまれた。


「……悠斗、とても柔やわらかい唇だね。もっともっと、他のところにも触ふれてみたくなったよ」


　誘うような言葉だけで、皮ひ膚ふが勝手に火ほ照てってくるような錯さつ覚かくを覚える。


「瀬戸先生。どうして……？　どうして、こんなことっ？」


「さぁ、どうしてだと思う？　君の品のいい頭で考えてごらん」


　そう言うと、瀬戸は悠斗のネクタイの結び目に人差し指を入れて、ぐっと引っぱった。


　あっという間にタイはほどけてしまい、悠斗が戸惑う間もなく、上までとめられたカッターシャツの釦ぼたんに手がかかる。


「な…なにっ？」


　悠斗は激しく動どう揺ようして、相手の動きを封ふうじようと彼の腕に手をかける。


「先生、なにをするんです？　や、めて下さい」


「そんなふうに怯えた顔も可愛かわいいよ。さぁ、君のシャツの下の綺き麗れいな肌を見せてくれないか？」


　言葉も表情も普段通りに穏おだやかで優しいのに、瀬戸の腕の力は尋じん常じようではなかった。


　悠斗が力いっぱい押し戻そうとしても、その腕はビクともしない。


　それだけではなく、抵てい抗こうしている両方の腕を頭上に持ちあげられ、瀬戸の片方の手によって両手首をひとまとめに摑まれて書棚に固定されてしまった。


「やっ…ダメです。先生、やめて下さっ…」


　信じられないことに、気づいた時にはカッターシャツの釦が全部外れ、前が大きくはだけられていた。


　室内の冷えた空気に肌が直じかに晒さらされることで、悠斗はさらに不安になって瞳ひとみを揺ゆらせる。


「綺麗な肌だね。男とは思えないほどなめらかで艶があって……誰だれだって、一度は触れてみたい衝しよう動どうに駆かられるよ」


　息だけで発せられた言葉が耳たぶをくすぐると、悠斗は小さな悲鳴をあげた。


　両手の自由を奪うばわれた悠斗の首の付け根に、綺麗に浮き出した鎖さ骨こつのライン。


　それを瀬戸は指の腹だけで、ゾロッとなぞる。


「あ…んっ」


　未知の感覚に不意に襲おそわれ、悠斗の皮膚の表面に瞬しゆん時じにさざ波が立った。


「あぁ。思った通り、感じやすいんだね？　他ほかにはどこが感じる？」


「やめてっ…下さい。先生っ」


「どこが感じるのか言えないのかい？　だったら、私が代わりに探してあげよう」


「そんなっ……だめッ…です。先生っ」


　大きな掌てのひらが吸いつくように悠斗のなめらかな肌に触れ、裸はだかにされた胸や腹の上をゆっくりと這はい回っていく。


「初めて会った時、私が君に忠告した言葉を覚えているかい？」


「ん……はあぁっ」


　時折、信じられないほどゾクリとさせられる部分に触れられて悠斗が声をあげると、


「ここがいい？」


　瀬戸は集中的にそこを攻せめてきた。


　悠斗は何な故ぜ自分がこんなことをされているのか未いまだに理解できないまま、ただ翻ほん弄ろうされ続けることしかできない。


「あぁ、どうしたんだい？　ここが……ほら、紅あかくなってきたよ？」


「……えっ？」


　これまでの人生で、こんな屈くつ辱じよく的な仕打ちを受けたことがあっただろうか？


　今思えば、過去に何度か男性からも綺麗だと言われたことがあったが、その言葉の意味が、ようやくわかったような気がした。


「どこだかわからないようだね。じゃあ教えてあげるよ。ほら、ここだ」


「あぁっ！　ん～ッ」


　小さな胸の突とつ起きをゆるく摘つまんだ男の指先が、その根本から先せん端たんまでを、ことさらゆっくりとなぞりあげてから離れる。


「やぁっ……や、めてっ」


「どうして？　気持ちいいだろう？」


　弄いじられた胸の先端は、男の手が離れた直後にきゅうっと尖とがってしまい、その様を、瀬戸は視覚的にも愉たのしんでいるようだった。


「これはどうしたんだい？　はしたない子だね。乳ち首くびをこんなに硬かたく立たせて」


　瀬戸は親指と人差し指の間に桜の花芽のような可か憐れんな乳首を挟はさんで、指をクリクリと擦こすり合わせるようにして粒つぶを揉もみあげる。


「ぁんぅっ……あぁ…ん。やめて、下さ…いっ」


「どうして？　乳首が感じるんだろう？　噓うそはいけないよ」


　噓をつくことへのお仕置きと言わんばかりに、瀬戸がぷっくりと突つき立った乳首を爪つめで弾はじきあげると、悠斗がたまらずに身を仰のけ反らせた。


　その卑ひ猥わいな様を見て、男が低く嗤わらっている。


「女みたいな反応だな。でも、とても可愛いよ」


　あまりに悔くやしくて悔しくて、悠斗は相手の顔を険しい目で睨にらんでみたが、


「そんな潤うるんだ目で睨んでも逆効果だよ。ほら、こっちの子も気持ちよくしてあげよう」


　そう言った瀬戸に反対側の乳首を付け根から摘まれ、ねじるように引っぱりあげられて虐いじめられると、せつない痺しびれが悠斗の全身を駆け抜ぬけてしまい、きつい眼まな差ざしも呆あつ気けなく弱々しくとろけてしまう。


「簡単だな」


　冷たい言葉が届いたことで、悠斗は自分だけが熱く溺おぼれさせられていることを意識せざるを得なかった。


　こんな屈辱的なことは初めてで、もうなにがなんだかわからない。


　たまらなく恥はずかしくて嫌いやなのに、身も心も熱く疼うずいてたまらなかった。


「そんなに悔しい？　だが、本当に悠斗はいい顔をするね。結構気に入ったよ。だから、もっと可愛がってやってもいい」


　瀬戸は頭上に押さえつけていた悠斗の手を離はなすと、その一方の手だけを取って瀬戸自身の口元に導く。


「な、にをっ……ッ？」


　そして、悠斗の中指だけを、自らの口の中に含ふくんだ。


「ぁぁっ」


　今、とても冷静な顔で悠斗を翻弄している瀬戸だったが、その口の中が意外にも熱いことを、初めて知った。


　整った薄うすい唇くちびるが自分の白い指をくわえ、今度は歯を立てて強く嚙かむ。


「ッ……！」


　男の舌は、まるで唾だ液えきを絡からめるように念入りに悠斗の中指を舐なめ回した。


「は……ぁ、どう、してっ？……先生」


　気が動転していると、瀬戸の手によってスラックスのベルトが外されているのに気づき、悠斗はあわてて下腹部に視線をやる。


　男の綺麗な長い指が、大だい胆たんにホックを弾くのが見えると、本能的な恐きよう怖ふが悠斗の背筋を駆けあがる。


「なにっ？　これ以上、僕になにをするんですッ？　お願いですっ！　先生、やめて下さい」


　瀬戸は散々舐めねぶった悠斗の中指を、ゆっくりと唇から抜き出す。


　白いほっそりとした指には、したたるほどに唾液が絡められていて、その卑ひ猥わいな光景に悠斗は思わず目を背そむけてしまった。


「さぁ。これ以上、私が君になにをするのかを、今から教えてあげるよ」


「えっ？　え？」


「誰も知らない君の秘密を、一いつ緒しよに探さぐってみようじゃないか」


　悠斗のスラックスが少しだけ下げられる。


　瀬戸に摑つかまれたままの手が自らの背中にまわされ、下着のウエストから中に潜もぐっていく。


「そんなっ…先生！　なにっ？　なにをなさるんですッ」


　すっかり怯おびえた悠斗が今さらのように暴れても、もう無む駄だで、


「じっとしておいで。とてもいいことを教えてあげるから」


　ついに自らの指が、信じられない場所の入り口をゾロッとなぞってしまう。


「あぅぅっっ」


　震ふるえる指の先が触ふれたのは、硬く閉とざされた悠斗自身の小さな孔あなの入り口だった。


「ほら、このまま中に入れるよ」


「そ、んなッ！　噓ですっ……ぁぁっ、やぁ」


　濡ぬれた指が窄つぼまった口を前後に擦こすると、指に絡んでいた瀬戸の唾液が孔の周囲に意図的に塗ぬり広げられていく。


「んんっ～、やっ！　いやぁぁ」


　腰こしの奥で芽生える快感に、たまらなく感じてしまう自分が恥ずかしくて、悠斗は不自然に身体からだを反らしたままで懸けん命めいに身をよじった。


「あ、ダメっ……ダメですっ……あ！」


　そしてついに、自らの指が硬く閉じた肉を裂さいて内部に押し入ると、悠斗はたまらずに涙なみだを滲にじませてしまう。


「ほら、入ったよ。君の中に、なにが入っているかわかるかい？」


　悠斗は弱々しく首を左右に振ふって指を抜こうと力を入れたが、男にがっちりと手を摑まれて固定されているのでかなわない。


「できれば、私も君の中に入りたいんだが…いいかい？」


　さらにそんな恐おそろしい要求が聞こえたあと、もっと大きな質量の指が孔の入り口にあてがわれ、その直後には力で中に分け入ってきた。


「あ、んん～っ！　苦し、っ……先生っ。そんなっ……もう、いやです。やめて下さいっ。お願っ……あぅぅ」


「ほら、君の指と私の指と、中には二本も入っているんだよ。本当に欲張りな孔だね」


「いやっ……嫌いやっっ」


　最大級の辱はずかしめを受けていると気づいても、悠斗の身体は芯しんから火ほ照てって熟うれて、もうどうにもならない。


「さぁ、中で指を動かしてみようか？　君のどこが感じるのかが、わかるから」


　瀬戸は潜もぐらせた二人分の指をさらに深くまで押し込めると、いきなり柔やわらかな肉の襞ひだを搔かき回した。


　明らかな痛みが、いとも簡単に快感にすり替かわっていく。


「ひっ……あ！　ぁぁ～ッ」


　悠斗は丸く唇を開けて悲鳴のように鳴いていた。


　自分の中で男の指がどんなふうに卑猥に蠢うごめいているのかを、刺し激げきされている内部の肉と、その指の横に添そえられているだけの自らの指で感じる。


「ぁっ……ぅ、ぁっ……ぁ…っ！」


　執しつ拗ような愛あい撫ぶに晒さらされ、まるで壊こわれた人形のように同じ音だけが悠斗の唇から漏もれた。


　閉じることを忘れた唇からは涎よだれがこぼれ、顎あごを伝って落ちていくことにすら気づかないほどに感じさせられていく。


「悠斗、覚えておきなさい。男同士は、ここを使ってセックスをするんだ。興味があるだろう？　この狭せまい孔の中に、私の肉をくわえ込んでみたいかい？」


　彼の声で甘美で卑猥な問いを与あたえられると、その想像だけで悠斗は最高のエクスタシーを得てしまう。


　自分がこの魅み力りよく的な男に組み敷しかれ、脚あしを限界まで割り裂かれて一番深い部分を犯おかされる。


　そんなエロティックな映像が、鮮あざやかに脳のう裏りに浮うかんでいた。


「ひっ……ぅん～ッッ」


　目の前が真っ白になるほどの強きよう烈れつな快感があって、突っ張っていた悠斗の全身から力が抜けていく。


　下着の中が、一いつ瞬しゆんにして熱く濡れてしまった。


「あぁ、もうイったのかい？　信じられないな。初めてなのに、君はうしろだけでイけるなんて素質は充じゆう分ぶんみたいだね。ぜひ、私好みに調理してみたい身体だ」


　瀬戸は愉たのしげにそんなことを口にした。


（僕は………遊ばれているんだろうか？）


　荒あらくなった息を懸命に整えながら、そんなことを考えてしまうが、悠斗はもう身動きすらできない。


「っ……！」


　少しでも動くと、自分の下着の中が濡れてぐちょぐちょになっているのを直じかに感じてしまい、たまらない気持ちになるからだ。


「悠斗。今、どんな気分だ？」


　優やさしく問われ、悠斗は嗄しわがれた声で正直に答える。


「……悔くやしい」


「それだけ？」


　首を振り、奥歯を嚙みしめてから消え入りそうな声を紡つむぐ。


「……恥はずかしい」


「それと？　他ほかにはないのかな？」


「………」


　悠斗を一番たまらなくしているのは、自分の身体が今なにを欲しているのかがわかることだ。


「正直に言っていいんだよ。この続きをして欲しい？　君が望むなら、最後まで教えてあげてもいい。どうする？　悠斗次し第だいだ。私は優しいし、君をもっと可愛かわいがってあげられるよ？」


　どんな答えをするのが正しいのかは、ちゃんとわかっている。


　でも……。


　理性では抑えきれないほどの好こう奇き心しんと欲望に、すでに全身が支配されていることを悠斗は認めざるを得なかった。


　彼の精せい悍かんな風ふう貌ぼうと低い声こわ音ねに、骨の髄ずいまで溶とかされていくような気がする。


　悔しげにきゅっと唇くちびるを嚙かんだあと、ついに悠斗の唇から要求がこぼれた。


「………僕に、もっと…教えて、下さい」


　胸が焦こげつくほど芳ほう醇じゆんで秘ひめやかな……それは彼との密約。


　その答えを聞いて、瀬戸が満足げに笑いながら自らの唇を舌先で湿しめらせる姿を、うつむいていた悠斗は見み逃のがしてしまった。


　その日、悠斗は家に帰ってからも腰の疼うずきを抑おさえられず、ベッドに入ってからも眠ねむれない苦しい一夜を明かした。





４




　あれほど衝しよう撃げき的な出来事が起こっても、翌朝には通常通りの経理業務が悠斗を待っていた。


　顔を合わせるだけでも恥ずかしいと思っていた悠斗に対し、瀬戸はまったく普ふ段だんと変わらず、まるで昨夜のことが夢なのかと思えるほど淡たん々たんとした様子で接してくる。


　だから悠斗も、心の中の動どう揺ようを表に出さないよう意識しながら、瀬戸に頼たのまれた業務を忠実にこなしていくが、やはりなにをしていても瀬戸のことが気になってしまう。


　あんな…今思い出しても顔から火が出そうなことをされたのだから、当然のことかもしれないのだが…。


　別の会計士に頼まれた書類を持って特別会議室に入ると、ついつい瀬戸の姿を目で追ってしまっていた。


「海原君、ちょっといいかな」


「あ、はい！」


　突とつ然ぜん、瀬戸に声をかけられ、悠斗は心臓が口から飛び出るほど驚おどろいてしまう。


「悪いが、八月分のテナント管理事業部の損益計算書を見せてくれないか？」


　だが大人な瀬戸は、相変わらず淡々とした顔で業務の指示だけを出してくる。


「は…い。わかりました」


　頼まれたデータをプリントアウトするため、悠斗が経理部の自分の席に戻もどった時、実にタイミングよく目の前の内線電話が鳴った。


　さっきから集中できずに注意散さん漫まんになっている自分を戒いましめながら、悠斗が気を引き締しめて受話器を取る。


「はい、経理部連結決算課、海原です」


　すぐに受話器から、鼓こ膜まくを震ふるわせるような低音が流れる。


「……今夜、打ち合わせをしたいのですが、ご都合はいかがですか？」


　紛まぎれもなく、会議室にいる瀬戸の声だった。


　謎なぞめいた誘さそい文句で、悠斗は今夜の予定を訊きかれていた。


　おそらく特別会議室にいる他の会計士には、瀬戸が業務関連の打ち合わせの約束を取りつけているようにしか見えないだろう。


「……大だい丈じよう夫ぶです」


　悠斗には当然、迷いがあった。だが本人のそんな躊ちゆう躇ちよを裏切るかのように、唇が二つ返事で勝手に逢おう瀬せの約束に応じてしまう。


「では、Ｙホテルの最上階にあるラウンジに八時でいかがです？　そこで食事をしたあとに打ち合わせをいたしましょう」


　周囲を意識しているのか、大きな声ではなかったが、悠斗にははっきりと聞き取れた。


「……わかりました」


　心とはかけ離はなれたところで動きだす甘い衝しよう動どうに、悠斗は自身でも驚きを隠かくせない。


　それでも心臓は壊れるほど脈打ち、まるで自分が危険な男にかき乱されることを望んでいるようだった。


『一度、奈な落らくの底まで堕おちてみるといい』


　あの日、雪の舞まい散る庭でそう言った彼の台詞せりふがふと蘇よみがえる。


　ゾクッと恐きよう怖ふに似た感情が背中を這はいのぼったが、悠斗はそれでもいいとさえ思っていた。


　彼になら、どこまで堕とされてもかまわないと……。








　その夜、残業を終えた悠斗が約束のホテルのラウンジに着くと、瀬戸はすでに来店して待っていたようで、すぐにテーブルに案内された。


「海原様、お待ちしておりました。お連れ様がお待ちでいらっしゃいます。どうぞこちらに」


　このホテル自体は何度も利用したことがあったが、あまり酒に強くない悠斗はラウンジに来るのは初めてだった。


　さすがに都内でも屈くつ指しの高級ホテルだけあって、最上階にあるスカイラウンジもシックで落ち着いた大人の空間に演出されていた。


「すみません、先生。遅おそくなってしまって」


　案内されたのは、窓まど際ぎわにあるゆったりとしたテーブル席だった。


　地上三十階の窓から見おろす都会の夜景は、まるで大地に宝石を撒まいたようなきらめきを放っていて本当に美しい。


「気にしなくていいよ。待つのも楽しいものだ。君を待っているんだからね」


　どうして瀬戸は、こんなふうに人の心を乱すような言葉を上う手まく使えるのだろう。


　悠斗は警けい戒かいをしなければいけないと自身に釘くぎをさしながら、それさえままならない苛いら立だちを感じる。


「さて、なにを食べたい？」


「そうですね。できれば……ちょっと元気の出るものを。あとは先生にお任せしたいです」


　瀬戸は穏おだやかな眼まな差ざしで了りよう解かいと答えると、ウエイターを呼んでメニューを見ながら料理を決めていく。


　その整った横顔は同性から見てもとても魅み力りよく的で、悠斗は彼からしばらく目が離せなかった。


「悠斗、サーモンのポアレと、メインディッシュは牛ヒレ肉のグリエのコース料理を注文したが、それでよかったかい？」


　今夜の彼は、仕事の時と少しだけ雰ふん囲い気きが違ちがって見える。


　それは、髪かみ形がたの印象がいつもより崩くずれて柔やわらかい感じがするからだろうか？


「悠斗？　悠斗、どうしたんだい？」


「え？　あ、あのっ…」


　思わず彼に見とれてしまっていたらしい。


「すみません。それで…結構です」


　そのあと、すぐにソムリエがテーブルを訪おとずれた。


「瀬戸様、いらっしゃいませ。本日は、どのようなワインをご用意いたしましょう？」


　親しげなソムリエの応対から察して、ここはどうやら瀬戸のテリトリーのようだ。


「そうだな。この前、話していたワインは入っている？」


「えぇ、瀬戸様がお越こしになる時のためにキープしてございますよ。早さつ速そくお持ちしましょう」


　そしてソムリエが持ってきたワインは、ロマネ・コンティだった。


　それは悠斗もよく知っているフランス原産のワインで、ごく小規模の畑からしか採とれない良質の葡ぶ萄どうを使った世界の至宝と言われているものだ。


　生産量は年産で約六千本ということで希少価値も高く、入手困難なワインの一つで、壮そう麗れいで神秘的な気品漂ただよう名品だった。もちろん、一本が百万円は下らないという値の張る高級酒だ。


　瀬戸のグラスにソムリエがワインを注つぐと、彼はそれを優ゆう雅がな手つきでゆるくまわし、掌てのひらの温度で温めてから香かおりを確かめる。


　そのあと一口、慎しん重ちように口に含ふくんで味わうように舌の上で転がしてから、満足げに「結構だ」と答えた。


「さぁ悠斗。乾かん杯ぱいしよう」


　早速、悠斗はワイングラスを手にする。


「私はね、君と出会えた運命に、今とても感謝しているんだ。だから、今夜は私たちの未来に乾杯しよう」


　瀬戸がどんな意図でその言葉を発したのかはまだ未知数だったが、悠斗は素す直なおにうなずいた。


「……はい」


　二人の間でグラスが小気味いい音をさせ、美しい色のワインが芳醇な香りを立てて揺ゆれるのを、悠斗は眩まぶしげに見つめた。


　この先、瀬戸は自分をどんな未来に導くというのだろう？


　彼があの日に言った謎かけのように、本当に堕ちるところまで堕とされるのかもしれない。


　そんな予感に震ふるえる自分と、そして興奮する自分が混在していることを、すでに悠斗は自覚している。


「美味おいしいかい？」


「はい、さすがはロマネ・コンティですね。しかも、この年のワインは最高の出来だとうかがっていますから」


　悠斗が悪気もなくさらりと答えると、瀬戸は唇くちびるの端はしをわずかにあげて苦く笑しようした。


「さすがは資産家の御おん曹ぞう司し様だ。私のような成りあがり者は、今の地位を手に入れてから、やっと飲めるようになった高級ワインだが、さすがに詳くわしいね」


　そう返された悠斗は、自分の失言に気づいてあわてて謝罪する。


「そんなっ……お気に障さわったのなら謝ります。すみません」


「あぁいや、私の言い方が悪かった。決して嫌いや味みで言っているんではないんだよ。やっぱり君は他ほかの人間とは違うと思ってね。とても気品がある」


　褒ほめられているのかもしれないが、そんな気がしないのは何な故ぜだろう。


　悠斗は話題を変えたくて、なにげなく相手に質問をしてみた。


「瀬戸先生は、どちらにお住まいなんですか？」


「今は白しろ金かね台だいのマンションにいるよ」


「ご家族とご一いつ緒しよなんですか？」


　瀬戸は旨うまそうにワインを飲んでいる。


「いや。去年までは母がいたんだが、私を産んでから無理をしたらしくてね。去年風か邪ぜから肺炎を起こして、そのまま他界してしまったんだ」


　知らなかった。


「そうなんですか……ごめんなさい…」


「いや、別にかまわないよ。それに私には父もいない。最初からいないんだそうだ。どうやら私は、いわゆる愛人の子供だったらしい」


「えっ？」


　両親のことなど訊きかなければよかったと思って、あわててフォローするつもりだったが、さらに失敗してしまう。


「えっと、ご兄弟なんかは？　いらっしゃるんですか？」


　両親の話にも穏やかな表情で答えていた彼だったが、それを訊いたとたん、顔が明らかに強こわばって厳しいものに変わる。


「先生？」


「あぁ、そうだね。兄弟は……いないよ。私はすでに、天てん涯がい孤こ独どくの身なんだ。かわいそうだろう？　少しくらい同情してくれるかい？　まぁ、おぼっちゃま育ちの君なんかには、私がどれだけ苦労して今の地位を手に入れたかなんて、わからないだろうけどね？」


　瀬戸は涼すずしい顔で毒を吐はく。


　悠斗にとっては実際きつい一言だったが、これまでの上つらだけの話ではなく、ようやく彼の本音が聞けたような気がして、むしろ安あん堵どの気持ちが湧わいた。


　そこから先は、たわいもない話で、あっという間に時間が流れていった。


　最後のコーヒーを飲み終えた時、瀬戸はワインでわずかに潤うるんだ瞳ひとみを妖あやしく光らせてもう一度、悠斗に訊いてくる。


「さて、食事も終わったね。悠斗は…今からどうする？　私と一緒に部屋に行くかい？」


　覚かく悟ごはしていたが、心臓の高鳴りは相手にも聞こえるほどだった。


「………先生」


「最後にもう一度だけ、君に逃にげるチャンスを与あたえてあげているんだ。わかるだろう？　さぁ、どうする？　これがホテルの客室のルームカードだが」


　悠斗は本能的な畏い怖ふから少しだけ躊ちゆう躇ちよしたが、もう答えは決まっていた。


　思い切って彼の手からカードを奪うばうように取ると、席を立つ。


　それが悠斗の答えだと受け取った瀬戸は同じように立ちあがると、華きや奢しやな肩かたを黙だまって抱だいた。





　ホテルの部屋で先にシャワーを浴びている間、悠斗はずっと逃げだしたい自分と闘たたかっていた。


　こんなただの好こう奇き心しんに過ぎない感情で、不純なことに溺おぼれかかっている自覚はある。


　男の自分が同性である瀬戸に抱かれるなんて、これまでの悠斗の常識から考えると、あり得ないことで、この選せん択たくが間ま違ちがいだと頭ではわかっていた。


　それでも悠斗は身動きすらできない。


　本能が彼を……瀬戸という男を知りたいと願ってやまないのだ。


　理り屈くつではなかった。昨日の残業時、経理書類庫で自分を辱はずかしめて至福の陶とう酔すいへと誘さそった愛あい撫ぶは、大人な彼の巧こう妙みように計算された誘ゆう惑わくだと知っている。


　それでも悠斗は、際限なく瀬戸にはまっていく自分を止める術すべさえ持たなかった。


「さぁ、悠斗。こっちにおいで」


　シャワーを終えて潔いさぎよくバスローブに着き替がえた悠斗が部屋に戻もどってくると、瀬戸はまだスーツ姿のまま、ベッドの脇わきに立って悠斗を待っていた。


　悠斗はゆっくりと彼の方に歩いていって、目の前で止まる。


「教えて下さい。どうして…どうして先生は、男の僕を抱くんです？　貴方あなたはその……同性愛者なんですか？」


「あぁ、いや。私はゲイじゃないよ。いつもは普ふ通つうに女性を抱きたいと思うんだが…でも、どうやら私は、性別など関係なく君自身に惹ひかれているらしい。初めて誕生日パーティーで出会った瞬しゆん間かんから、もう惹かれていたんだよ。君は……最高に可愛かわいい」


「……先生」


　可愛いと言われ、素直に嬉うれしいと感じてしまう自分が新しん鮮せんな気がした。


「私のことを、今は春臣と呼んでくれないか？　悠斗」


「……はい」


「じゃあ、呼んでごらん」


「………春、臣…さん」


　唇からその名前がこぼれた時、悠斗の胸が急に騒さわいだ。


「あぁ、それでいい」


　瀬戸は自信に満ちた瞳でうなずくと、悠斗の着ているバスローブの紐ひもの結び目に手をかける。


「ほどくよ。いいね」


　呆あつ気けなく紐がほどかれ、ゆっくりと両肩からバスローブが落とされると、


「ぁ……」


　悠斗は硬かたく目を閉じて、小さな声を発した。今は、それ一枚しか身につけていないからだ。


　いきなり全ぜん裸らにされ、肌はだが薄うす紅べに色に染まるほどの羞しゆう恥ちに晒さらされながら、それでも全身がわななくような強い欲望に五感のすべてを犯おかされる。


「あぁ、どうしたんだい？　もう、勃たっているじゃないか？　ここが…」


　悠斗の下か肢しの中心にある薄うす桃もも色の雄おすは、瀬戸に指し摘てきされたとおり、すでに勃ぼつ起きしていた。


　もう、恥はずかしくて死にたくなるほどなのに、それ以上に全身が期待と興奮に震えていく。


「昨日の夜は、ここには触ってあげなかったね。でも、今日は君がとてもいい子だから、ご褒ほう美びに触ってあげよう」


「先生っ…あっ！　っ……ぅ、ふっ……ふ」


　瀬戸の長い指の一本が悠斗の膨ふくらんだ幹にツッと触ふれると、まるで焦じらすように雄茎全体をなぞりまわす。


「んんっ～。は、はっ……」


　さらに掌てのひらできゅうっと包んで扱しごかれると、先せん端たんの小さな穴からは真しん珠じゆの玉のような汁がにじみ出してくる。


「どうしたんだい？　やらしい涎よだれが、もうこんなところから出ているよ？　君ははしたない子だね」


「そ、んなっ……あ！　ぁぁ…んっ」


　恥ずかしくてぎゅっと目を瞑つぶると、視界が急に閉とざされたせいか、脚あしがガクガクと震ふるえだすのがわかった。


「目を開けて見てごらん。もう私の指がこんなにベトベトになったよ。君がこぼした涎のせいだね」


　仕方なく目を開けると、確かに瀬戸の指は透とう明めいな液体でべっとりと濡ぬれ光っている。


　それが自分が垂らした先走りだと思うと、悠斗はたまらなく恥ずかしかった。


「どうだい？　一度、舐なめてみるかい？　自分の味を知りたいだろう？」


「そ、そんな。いりませんっ」


　信じられない提案に驚おどろいた悠斗が、首を激しく左右に打ち振ふる。


「それは残念だね。口で舐めるのが嫌いやなら。そうだな……こっちで味わうといい」


　そう言うと、瀬戸はいきなり濡れた人差し指を、悠斗の胸むな元もとに近づけていく。


「あっ……そんな！」


　次になにをされるかを予想して、悠斗の瞳が不安げに揺ゆれた。


「どうした？」


「そこ、はっ……」


「君の乳ち首くびが、自分の体液を味わいたいって言ってるよ？　こんなに尖とがって私の指を待ちわびている」


「違っ……違います」


「困ったな。嫌なら、やっぱりその唇くちびるで味を確かめるかい？」


「ッッ……嫌ですっ、先生」


　どちらも選べなくて、悠斗はただ首を左右に必死で振りたくった。


「仕方ない子だね。どうする？　君に決めてもらわないと困るんだ。さぁ、どっちで舐めたい？　決まるまで私はいつまでも待っているよ」


　追いつめられ、しばらくは首を降り続けていた悠斗だったが、瀬戸はいつまでも辛しん抱ぼう強く返事を待っていて、ようやく観念したように小さな声が押し出された。


「……………胸、で」


「胸？　胸の、どこで味わいたいのかな？」


　意地悪な瀬戸の質問に、悠斗は唇を嚙かみしめる。


「僕の、ち……っ。ちく…びでっ……舐めさせてっ…下さ、い」


　破は廉れん恥ちな言葉を強要される悠斗を眺ながめながら、瀬戸は低い声でククッと笑う。


　そして、長い指を尖った乳首に近づけていった。


「あぁ……いやぁ」


　悠斗は情けない声を発しながら、思わず目を逸そらせたが、


「ダメだよ。ちゃんと見ておいで」


　瀬戸にそう咎とがめられて、仕方なく目を開ける。


「触さわるよ。いいね？」


「……は、い」


　濡れた長い指がついに赤く熟した乳首の先に触れると、悠斗はまるで電気に打たれたように背中をしならせた。


「はぁぁッッ……………っ！」


　自らの体液を乳首に塗ぬられて喘あえぐ悠斗を食い入るように見つめ、男は再びククッと喉のどの奥で低く笑う。


「感じすぎだよ悠斗。なんて、いやらしい身体からだなんだ」


「あっ…いや、そんなにしないでっ……ぁ、ぁぁぁっ」


　瀬戸は濡れて突つき立った乳首をピンク色の乳輪に埋うずめるように何度も強く押し込み、感じすぎてすぐに立ちあがってくる卑ひ猥わいな粒つぶの様子を散々堪たん能のうする。


「は、んんッ～。あぁ…ん。あぁ～っっ」


「可愛い声だ。とても色っぽいな」


　ようやく瀬戸がそこから指を離はなした時、乳首の先からはツッと糸が引いた。


「はっ……は、はっ」


　熱く熟した実が気化熱を奪うばわれ、冷えていくような感かん触しよくが余計にそこを硬く尖らせていくようだった。


「すごく、にちゃにちゃになったね。本当に可愛くてかわいそうな乳首だ」


　身体だけでなく、言葉にも辱はずかしめられることで悠斗は激しく感じてしまい、勃起した雄茎の小さな穴から、また新たな先走りが垂れ落ち、床ゆかにシミを作っていく。


「あぁ、困ったな。君は一体いくつなんだい？　まだお漏もらしをするなんて、いけない子だ」


「そ、そんなっ」


　恥ずかしいと思うほど蜜みつは溢あふれだし、瀬戸はそれをまた指ですくって、今度は反対側の乳首にも塗り込める。


「ぁっ！　やめっ……ぅ、あんん～ッ」


「お仕置きだよ。両方を一度に可愛がってやろう」


　瀬戸は両手の指を使って、悠斗の紅あかく膨れあがった両の乳首を丹たん念ねんに揉もみしだいた。


「んっ……ぅ、ぅぅんっ…やぁ…ん」


　ゼリーの役目を果たす先走りの体液のせいで指はヌルヌルとすべり、悠斗にとってはもどかしい愛あい撫ぶが延々と続けられる。


「もう、許してっ……そこは、いやぁ」


　未知の快感に膝ひざはガクガクと震え、悠斗の身体は今にも床に崩くずれてしまいそうだった。


「ダメだよ悠斗。しっかり立っているんだ」


　徹てつ底てい的な辱めを受ける悠斗の先走りが、さらに太ふと股ももの付け根にまで垂れていることに気づいた瀬戸は、


「あぁ、ついにはこんな奥まで濡らしてしまったんだね？　ほら、脚を広げて見せてごらん」


「そんなっ！　絶対にいや……です」


「どうしてだい？」


「………だって。それは……濡れて、るから」


　悠斗はうつむいたまま、泣きそうな声で訴うつたえる。


「私には逆らわない方が賢けん明めいだよ。さぁ、いい子だから脚を広げなさい」


　優やさしい声で命令され、また先走りをトロトロとこぼしながら、悠斗は震える脚を自ら左右に広げていく。


「よくできたね。さぁ悠斗、この前、私が書類庫で君にしてあげたことを覚えているだろう？　今日はまた、この奥に指を入れてあげよう」


　甘い蜜のような声で囁ささやくと、瀬戸は勃起してブルブルと震えている雄には触れず、足の付け根にいきなり指先を忍しのばせてくる。


「あッ！」


「どうした？　楽にしていなさい」


「……は、い」


　瀬戸の指が、先走りが垂れてしまったせいでヌルヌルになった孔あなの入り口の上を何度も前後に擦こすり、そのあと、ゆっくりと中に潜もぐり込んできた。


「く、ぅぅ～っ……」


　悠斗は絶えきれずに嗚お咽えつを漏らしながら全身を突っ張り、スーツを着たままの瀬戸の肩かた口ぐちに両手でしがみついてしまう。


　逞たくましい指先が粘ねん膜まくの助けを借りて、きつく閉じた襞ひだを強ごう引いんにかき分けてきた。


「あぁっ………あ～、あ、ぁ、んん～ぅ」


　一番恥はずかしい柔やわ肉にくを指先で丹念になぶられ、悠斗は長い呻うめきを響ひびかせながら破廉恥なまでに腰こしを揺らしてしまう。


「どうした？　そんなに私の指は美味おいしいかい？」


「あ、あぁ……や、先生っ…お、願いですっ。もう…立っていられません」


「いい子だから、もう少し我が慢まんして。よく馴ならさないと」


　さらに瀬戸はかき乱すように中で指を蠢うごめかせ、悠斗の媚び肉にくは勝手に窄つぼまって男の指を食い締しめた。


「ふふっ…知っているかい？　君の中が、私の指を欲しがって、もっと奥に飲み込もうとしているよ」


「やぁっ……噓うそです！　そんなこと、言わないでっ…」


　きつい肉の収縮を愉たのしむように瀬戸は指の抽ちゆう送そうを速くして、熟うれ始めた肉襞を抉えぐりまわす。


「あぁん……あ、はぁっ……んんッ～っ。イ、くっ……先生っ、もう、お願いですっ」


「いいよ。出しなさい」


　存分に中を搔かき回され続けた悠斗は、瀬戸が雄おすの先せん端たんを掌てのひらで包んでくれたその瞬しゆん間かん、呆あつ気けなく射精してしまった。


「はっ……ぁ、ぁっ」


　細い身体が一気に緊きん張ちようしたあとで目に見えるほど脱だつ力りよくし、そのまま逞しい胸に崩れ落ちる。


「可愛かわいいよ、悠斗。とてもいい子にしていたから、今夜はちゃんと私が抱だいてあげよう」


　瀬戸はスーツの上着を脱ぬいで側そばにあった椅い子すの背にかけると、ぐったりとした瘦そう身しんを宝物のように大事に抱きあげてベッドに横たえる。


　紅く染まった悠斗の目元に、瀬戸はしっとりと唇を押しつけてキスをした。


「いいかい、この先の行こう為いは儀ぎ式しきだよ。君が、すべて私のものになるためのね」


　しどけなくベッドに横たわった悠斗の裸ら身しんを上から眺め尽つくしたあと、瀬戸はベッドにあがってきてほっそりとした脚あし首くびを摑つかむ。


「ぁっ……」


　悠斗がとたんに怯おびえた声を発した。


「どうした？」


「………怖こわい」


「馬ば鹿かだなぁ。大だい丈じよう夫ぶだよ。私が君にひどいことをすると思うのかい？　楽にしておいで」


　瀬戸はシーツの上に膝立ちしたままでネクタイを緩ゆるめると、自らのズボンのベルトを外してファスナーをさげた。


　見ていられなくて悠斗が目を逸らすと、衣きぬ擦ずれの音が余計に際きわだつような気がしてしまう。


「悠斗」


　瀬戸は悠斗の脚を広げさせると、足首を摑んだままぐっと持ちあげる。


　両方の膝ひざ頭がしらがシーツに着くほどに、容よう赦しやなく身体を折り畳たたまれていた。


「ぁぁっ…やめて。こんな格好っ」


　羞しゆう恥ちに染まって切なげな声を漏らした悠斗が嫌いや々いやと首を振ふるが、そんな媚び態たいは逆に男の欲望に火をつけてしまったようだ。


「悠斗、君はどこも本当に綺き麗れいで、そそられる。さぁ、今から私が初めて君の中に挿はいるから、しっかり見ておきなさい」


　その直後、火のように熱を帯びた肉につ塊かいが濡ぬれた蕾つぼみに押し当てられて…。


　悠斗は正視できなくて、ぎゅっと目を閉じた。


「ダメだよ悠斗。ちゃんと目を開けて。私が君の中に挿るところをちゃんと見るんだ。言ったろう？　これは儀式なんだって」


「………嫌、ぁぁ」


　男が少しでも腰を前に進めたなら、一瞬にして貫つらぬかれてしまうほどの距きよ離り。


「だったら、もう挿いれてあげないよ？　それでもいい？」


　悠斗は熱に潤うるんだ瞳ひとみをゆっくり開けると、自分を組み敷しく男の顔を目の中にとらえる。


　瀬戸の髪かみは乱れて頰ほおは情熱的に上気し、額がうっすらと汗あせばんでいた。


　官能的な雄の表情を見せつけられて、悠斗の性感が激しく揺ゆさぶられる。


「さぁ、ちゃんと見ておいで」


　悠斗の視線がゆっくりさがると、汚けがれを知らない無む垢くで清純な瞳に卑ひ猥わいな光景が映った。


　隆りゆう々りゆうと猛たけった赤黒い男根が、自分の蕾に突つき当てられている。


「あぁっ……そんなっ」


「さぁ、いくよ」


　ついに、瀬戸がぐっと腰を突き出した瞬間、先刻の愛撫で弛ゆるんでいた孔がぱっくりと口を開けて雄を飲み込んだ。


「ん！　ぅんんッ～」


　顎あごを突きあげ、シーツの海の中で全身を弓のようにしならせてしまった悠斗は、すぐ咎とがめられる。


「ダメだ。ちゃんと見なさい」


「………あぁ……は、い」


　悠斗が涙なみだの滲にじんだ瞳を戻もどすと、硬かたく張り出したエラの部分を、自らの孔が大きく広がって飲み込んでいる様がくっきりと映った。


「っ……さすがにきついな。さぁ悠斗、今、私と君が繫つながっているのがわかるかい？」


　じりじりっと、雄が中に沈しずめられていく。


「……く…ぅぁっ、は…い。わかり、ますっ」


「じゃあ、確かめてごらん」


「…え？　そ、んなっ……でも、どうやって？」


　瀬戸は戸と惑まどう悠斗の手を摑むと、そのまま自分の雄に導いて、二人が確かに繫がっている箇か所しよを実際に触さわらせてやる。


「さぁ、ちゃんと触ってごらん？」


「いやっ。怖い。先生、嫌ぁっ」


「……ほら、いい子だからね」


　悠斗は限界まで哀あわれなほど広がって男を飲み込んでいる緊張した皮ひ膚ふを、自分の指でなぞらされていた。


　ツッと、伸のびきって感じやすくなった孔の周囲の皮膚に指先が触ふれる。


「ぁぁ、ん……は、ぅんっっ！」


「さぁ、どうなっている？」


　瀬戸の目元が深い欲望に染まり、こめかみを汗が伝う。


「言ってみなさい」


「……いっぱいに……広がって……います」


「それで？」


　はめられて溺おぼれて、悠斗はもう逃のがれる術すべを持たない。


「先生の、をっ……」


　それ以上言葉が続かなくなると、


「頰ほお張ばっているんだ？」


　瀬戸が助け船を出してくれて、悠斗はただ、がくがくとうなずいた。


「苦しいか？」


「は…い。でもっ……」


「でも？」


　男を飲み込んだ箇所が火のように熱くてたまらない。


　早く、どうにかして欲しかった。


「……………気持ち、いい…です」


「もっと奥まで欲しいか？」


　熟うれた瞳から、透とう明めいな涙がポロリとこぼれる。


「……は…い。はい」


「では、これから君は私のものになるんだね？」


「……なり、ますっ……」


「もっともっと、私に可愛がって欲しい？」


「はい、僕を……もっと、可愛がって下さい」


「私に溺れさせて欲しいか？」


「はいっ…は…」


「この身体からだを私好みに仕立てあげるよ。何度も私をはめて、ズブズブになるまで溺れさせてもいいんだね？」


「……お願い、しまっ…」


　瀬戸は百ひやく戦せん錬れん磨まの目をした大人で、すべてを悠斗自身に選ばせることで、身も心も支配しようとしているのかもしれない。


「いい子だ。もう逃にがさないから……さぁ、動くよっ」


「はっ…っぅっ……ぁ、ぁぁっ……ああ」


　喘あえぎを漏もらす悠斗の唇くちびるは紅あかく濡れそぼり、瀬戸の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるようだった。


「どうやら…君とは、身体の相あい性しようがいいらしい。お互たがい、愉たのしめそうだ」


　ぐりっと内部で雄おすが律動を開始すると、あまりの快感に悠斗はぽろぽろと涙をこぼす。


「あぁっ……先生っ……せんせっ」


　悠斗は泣きながら、胸の中で無意識に唱える。


　─────これは…きっと愛じゃない。


　ただ、この人の身体に溺れているだけなんだ。


　そうわかっていても、瀬戸という危険な男に際限なくはまっていく自分を制せい御ぎよすることは、すでに不可能だった。


　その夜、悠斗は初めて男同士のセックスを教えられた。


　それは想像以上に甘美で濃のう密みつな行こう為いで、悠斗は繰くり返し繰り返し、何度も瀬戸の腕うでで溺れ続けた。





５




　瀬戸に抱だかれた次の朝、悠斗は同性に抱かれてしまったことで自分が変わってしまうのではないかと怖かったが、そんな危き惧ぐは必要なかった。


　実際、精神的な部分はなに一つ変わらなかったからだ。


　それによって、誰だれかに惹ひかれる気持ちに性別は関係ないということを悠斗は初めて知った。


　だから今は、純じゆん粋すいに瀬戸のことをもっと知りたいと思う気持ちを認め、相手にもそれを素直に伝えたいと思っている。


　これは恋こいではなく、ただの好こう奇き心しんなのかもしれないが、純粋に瀬戸の側そばにいられることが今は嬉うれしかった。


　だから、あの日から数日が経たった今も、悠斗はとても幸せで平静な毎日を送っている。


　会計士による精査はその後も順調に進行していて、悠斗も時折、瀬戸にいろんな指南を受けながら、落ち着いて仕事に励はげむことができるようになっていた。





　その夜、セントラル監かん査さ法人の五人の公認会計士を見送ったあとも、悠斗と数人の経理部社員は残業に追われていた。


　時計が午後十一時半をまわると、最後まで残っていた連結決算課の人間も順に帰宅してしまい、経理部内に残っているのはすでに悠斗一人だけになっていた。


　実は今日は、自分が作った来年度の予算表に重大な欠けつ陥かんが見つかり、上司から厳しい注意を受けてしまった。


　自分でも情けなくて、こんな沈んだ気持ちでは、どうしても帰宅する気にならない。


　ちょうどその時、ドアの方から物音がして、聞き慣れた声が聞こえた。


「悠斗じゃないか。どうしたんだい？　まだ残業？」


　突とつ然ぜんかけられた声に驚おどろいた悠斗が、書類から顔をあげて振ふり返る。


　そこには、先刻見送ったはずの瀬戸が立っていた。


「先生？　いえ……残業はもう終わったんですが……先生こそ、どうなさったんです？」


　悠斗はデスクチェアーから立ちあがった。


「あぁ、ちょっと忘れ物をしてしまってね。会議室に戻ったら経理部の照明がまだついていたんで、ちょっとのぞいてみたんだ」


「そうですか。すみません、あのっ……僕も、もう帰るところですから」


　悠斗は普ふ通つうに振る舞まおうとするが、上う手まくいかない。


「……悠斗？　どうかしたのかい？　顔色が悪いけど大だい丈じよう夫ぶ？」


　察しのいい瀬戸には、隠かくしごとはできなかった。


　彼に労いたわりの言葉をかけられると、悠斗はどうしても甘えてしまう自分を止められない。


「実は今日……業務で大きな失敗をしてしまって。それで…」


　自分が意い気き消しよう沈ちんしていることを知られたくなくて笑おうとした悠斗だったが、呆あつ気けなく失敗してしまう。


　温かい眼まな差ざしをくれる彼を見ていると急に切なさがこみあげてしまい、あまりに情けなくて下を向いた。


「……で、悠斗はどんな失敗をしたのかな？」


　瀬戸はデスクの側に歩み寄ってくると、うなだれている悠斗の細い肩かたに手をかけ、優やさしく訊きいてくれる。


「………僕が…以前にＰＣで作った部材事業部の来期の予算表なんですが、あるセクションの売上金額が一ひと桁けた多くなっていたんです。だから予算が大おお幅はばにオーバーしてしまいました。予算表の原案に数式の入力ミスがあったことが二ヶ月も経った今になってわかったんです」


　しかも、今日の重役会議の席で、その予算案を経理部長が提出してしまったから、事態は大きくなってしまった。


「悠斗は、どうしてそんな初歩的なミスをしたのか、自分でわかる？」


「……はい。僕がその予算表を作成したのは、ちょうど去年の年末の忙いそがしい時期だったんです。本来なら間ま違ちがいがないかを再度確かく認にんするんですが、そのまま提出してしまって…」


「でも、もしそのままミスが発覚しないで原案が通っていたら、けた違いの予算要求になるところだったね。ミスが今見つかって本当によかったじゃないか」


「ぁ……」


　確かに瀬戸の言う通りだった。


　今見つかったお陰かげで、最悪の事態は防げたのだから、それを喜ぶべきかもしれない。


　要は考え方次し第だいだということを、瀬戸の言葉によって気づかされた。


「まぁ、ポジティブにいこう。そうだろう悠斗？　起こってしまったミスはきちんと反省して、すぐに忘れるのがいい」


「……僕は、自分の仕事が雑だったことを反省しています」


　瀬戸はすっかり元気のなくなっている悠斗の肩を優しく抱き、包み込むように励ましの言葉をかけてくれる。


「だったら、もうその話は終わりだ。君がそんなに落ち込まなくていい」


「………でも」


　わかっていても、そう簡単にはいかないものだ。


「大丈夫、安心して。君は本当は、ちゃんとできる子なんだよ」


「そんなことありません。僕はしょっちゅうミスをして、こんな自分が情けないです。僕はダメなんです」


　瀬戸は悠斗の細い身体を引き寄せると、そのまま自らの胸に引き寄せる。


「大丈夫だから。悠斗、君がこんなに自信をなくすなんてどうしたんだい？　誰だって最初は失敗するもんなんだ。それがあたり前なんだってことを忘れちゃいけない」


　すっかり参っているところに優しい言葉を摺すり込まれると、逆に涙なみだが出てくるものだ。


「いいえっ。僕は…特別にダメなんです」


　とうとう悠斗は、広い胸に顔をうずめて子供のように泣きだしてしまう。


「ずっと考えていました。僕は、本当は経理の仕事に合ってないんじゃないかってこと」


「馬ば鹿かだなぁ、悠斗は。私だって新人の頃ころは、何度もミスを重ねたものだよ」


　瀬戸が肩を強く抱きしめてくれたが、きっと身体からだが細かく震ふるえているのが肌はだ越ごしに伝わってしまったのだろう。


「そんなの噓うそです！　先生がミスなんて…本当ですか？」


　不安げな瞳ひとみが真まっ直すぐに瀬戸を見あげる。


「あぁ、本当だよ。だから君も、もっと自信を持つんだ。失敗は自分を成長させ、次に繫つなげるために用意された試練だと思えばいい。それを乗り越こえることで君はもっと成長するんだよ」


　瀬戸の情のこもった励ましはそれだけで嬉しくて、悠斗は泣き笑いの表情になってしまう。


「はい。はい……先生」


　涙の溢あふれる瞳をゴシゴシと手の甲こうで擦こする姿が幼く見えたのか、瀬戸は苦い顔をして不意に目をそらせた。


「……あぁ、まずいな。どうやら私は、本気で君が可愛かわいくなってきたようだ……困ったな」


　そんな独白が聞こえたあと、悠斗の肩を抱いている腕の力が意外なほど強くなる。


「もう泣かないでくれ悠斗…頼たのむから。本当にまずいんだ。私は……君が欲しくなってくる」


「……え、えっ！」


　たった今聞こえた発言は悠斗をひどく驚かせてしまった。


　悠斗は、もたれていた逞たくましい胸に手を突ついて離はなれると、長身の相手の顔を見あげる。


「せ、先生……あの。本当にごめんなさい。僕…泣いたりして。でも、もう大丈夫ですから」


「……そうか。よかった」


　本能で危険な匂においを嗅かぎ取った悠斗は、そのまま彼から距きよ離りを取ろうと後退するが、とっさに瀬戸に両りよう腕うでを摑つかまれ引き戻もどされてしまう。


「悠斗っ、私は…どうも、少しおかしいみたいなんだ。悪い」


「え？　先生、悪いって……どういう意味っ…ですか？」


　戸と惑まどう悠斗の耳に、信じられない要求が届いた。


「……今、君が欲しい」


「えっ！　瀬戸…先生！　それはっ、ダメです。だって、ここは会社だし」


　悠斗は大いに困こん惑わくした様子で瀬戸を牽けん制せいすると、摑まれた腕をほどこうと身をよじる。


「そうだな。もちろんわかってるよ。私だって分別のある大人なんだから無茶なことはしないさ。だから……心配しなくていい」


　常識的な言葉にようやく安あん堵どした悠斗がおとなしくなると、瀬戸はもう一度細い身体をぎゅっと抱だきしめる。


　ゆったりと髪かみを撫なでる手の感かん触しよくが心ここ地ちよくて、悠斗がうっとりと身を任せていると、徐じよ々じよにその手が下がっていった。


「……先生？」


　指先がうなじをたどり、そのまま下がって今度は背中を撫で始める。


「困ったな。私もこんな感情は経験がないんだ。本当に困ったよ」


　自分に対しての戒いましめの言葉を吐はきながらも、瀬戸の手がいきなり悠斗のシャツを摑んでウエストから引き出す。


　咎とがめる隙すきも与あたえず、服の中に手が忍しのび込んできた。


「あっ？　先生っ……ちょっ、ダメっです」


　大きな掌てのひらに肩けん甲こう骨こつの下の窪くぼみを撫でられると、もどかしい快感が襟えり足あしあたりまでゾクゾクと這はいのぼってくる。


「触さわるだけだから…安心して」


　服の中に忍び込んだ掌は、さらに表側にまわってくると、育ちはじめた乳ち首くびを見つけて絡からみついた。


「ぁっ！　やぁっ」


　愛あい撫ぶに敏びん感かんな身体は弱点を責められたとたんに反応し、驚おどろいた悠斗は男の腕から逃のがれようともがいたが、逆に瀬戸に腕を摑まれて強ごう引いんにデスクにうつ伏ぶせに押さえ込まれてしまう。


「痛っ……先生っ」


「大丈夫だよ。本当に少し……触るだけだ。じっとしておいで」


　瀬戸の声はまるで魔ま法ほうの呪じゆ文もんみたいに、一いつ瞬しゆんにして悠斗の抵てい抗こうを封ふうじてしまった。


「先生っ……ぁ、ぁんっ。そこは、やめてっ」


　背中にぴったりと身体を密着させた瀬戸は、シャツの裾すそから忍び込ませた両方の掌を前にまわし、まだ青い蕾つぼみを指の先で弄いじり始める。


「だめ！　やめてっ……ぁ、はぁ」


「もうこんなに硬かたくなっているよ？　わかるかい。悠斗はここだけで感じているんだね？」


　悠斗は胸の先から湧わきあがってくるもどかしい快感をやり過ごそうとして、デスクの上の書類を無む我が夢中で握にぎりしめる。


　クシャクシャと紙が皺しわになる乾かわいた音さえ、悠斗の耳には卑ひ猥わいに響ひびいた。


「お願いっ…先生、だめです。僕っ……」


　瀬戸は紅あかく熟うれた胸の突とつ起きを付け根から摘つまんで引っぱりあげ、人差し指と親指の腹でクリクリと執しつ拗ように揉もみしだく。


　乳首から起こる喜き悦えつをやり過ごそうとして、悠斗がきゅうっと唇くちびるを嚙かむと、


「だめだよ。声を殺すんじゃない。苦しいだけだから」


　その位置からは自分の顔など見えないはずの瀬戸に咎められてしまい、はっと顔をあげた。


　真っ暗な都会のビル街を望のぞむオフィスの大きな窓が、今はまるで鏡のように反射して、自分と、自分を背後から組み敷しく男の姿を映しだしている。


　悠斗のスーツはいやらしく乱れ、その顔も欲望に飲まれて卑猥に歪ゆがんでいた。


「やっ、いやぁっ！」


　それは直視するに耐たえられないほど、艶めいた自分の姿だった。


「ようやく気がついたのかい？　でも、どうして見ないの？　私にやらしいことをされている悠斗は、とても綺き麗れいだろう？」


　窓まど越ごしに瀬戸と目があって、悠斗はあまりの恥はずかしさに思わず両手で顔を覆おおってしまう。


「私をこんな気持ちにさせるなんて、君は本当に悪い子だ」


　そんなふうに怒ったような声で咎められた直後、瀬戸の手がいきなり悠斗のベルトをゆるめ、ファスナーをおろしてスラックスを引きさげてしまう。


「え？　先生っ……な、に？　なにをっ」


　阻そ止しする暇もなく、一瞬にしてスラックスが下着ごと引きおろされてしまった。


　いきなり白い尻しりをあらわにされてしまい、悠斗はすっかり怯おびえてしまう。


　仮にも、ここは経理部内にあるオフィスだ。


　毎日仕事に従事する、こんな神聖な場所で、悠斗は男の手で下か肢しを丸出しにされてしまっている。


「悠斗……悠斗っ」


　ぶるぶると震え始めた双そう丘きゆうがいきなり摑まれて左右に引っぱられる。


「やぁぁっ」


　そうされることで、悠斗の最も恥ずかしい部分が男の目の前にさらけ出されていた。


「嫌いやっ。先生、こんなことっ……いやです。恥ずかしいっ」


　もう、本当にたまらなくて悠斗も本気で抵抗を始めるが…。


「悠斗っ、いい子だから暴れないでくれっ。君が…欲しいんだ。もう、たまらないっ」


　その時、悠斗の耳に届いた瀬戸の声には、明らかな焦あせりが混じっていた。


「……え？」


　悠斗は、そのことに驚きを隠かくしきれない。


「本当にっ…もう、我が慢まんできないんだっ。いいね？」


「でもっ……先生はさっき、触るだけだって」


　自分を抱く時は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで手玉に取るように翻ほん弄ろうする彼が、初めて感情をあらわにしているのを感じる。


「先、生……？」


「君が欲しいんだっ。今すぐ欲しい…」


　瀬戸の荒あらい息がうなじにかかったその瞬間、悠斗は一瞬にして深い欲望の淵ふちに突き落とされていた。


「たまらないっ……もうっ」


　瀬戸が自分に欲情していることを感じた時、悠斗の中に湧き起こった感情は言いしれぬほどの歓かん喜き。


　どんな愛撫よりも、どんな言葉よりも悠斗を感じさせ、濡ぬれさせる真実。


「先…生っ？」


（もしかして…今先生は、僕に欲情している？　僕を欲しがっている？　本当だろうか？　もし本当なら……すごく、嬉うれしい…）


「悪いな…悠斗。もう我慢できないんだ……だから、少し脚あしを広げてくれ。いい子だから私の言うことをきくんだ」


　すっかり従順になった悠斗の四し肢しが、相手の強引な命令にも従順に従っていた。


「あっ…」


　デスクに上体を伏せて尻を突つきだし、さらに脚を大きく広げて一番恥ずかしい孔あなまでを暴あばかれている。


「もう、あまり待てないんだ。悪いが……じっとしていてくれ」


　悠斗は小さくうなずいた。


　すぐに、瀬戸の指で中をほぐされると思って目を閉じた悠斗だったが…。


　信じられないことに、いきなり濡れた感触がそこに触ふれてきた。


「えっ！　せ、先生っ？」


　一瞬、なにが起こっているのかわからなかったが、すぐにそれが瀬戸の舌だとわかる。


「そんなっ！　だめっ……先生、そんなことっ」


「悪いが、潤じゆん滑かつ剤ざいにするものが手近にないんだ。だから、私が奥まで舐なめて広げてあげるから、我慢してくれ」


「で、もっ……あぁっ……あ！　はぁ…」


　信じられないが、長い舌が内部でひるがえるたびに、悠斗の腰こしはガクガクと歓喜に震ふるえ、柔やわらかい襞ひだの一つ一つが悦よろこびに震えるように男の舌を締しめつけた。


「さぁ、いい具合にここも柔らかくなってきた。もう…挿いれるよ。いいね？」


　充じゆう分ぶんにほぐされた肉襞が、痺しびれるほどに疼うずいている。


「……はい。はい……下さい」


　衣きぬずれの音とファスナーをおろす音が鼓こ膜まくに響いたあと、灼しやく熱ねつの塊かたまりが弛し緩かんした孔にあてがわれる。


　期待に震えて悠斗の中が誘さそうように蠢うごめくと、瀬戸は魅み力りよく的な低い声で薄うすく笑って、一気に腰を進めてきた。


「ぁ！　ぁぁ～っ」


　たったそれだけで、剝きだしにされていた悠斗の雄茎の先せん端たんからは、透とう明めいな先走りがポトポトと床ゆかにしたたり落ちる。


　男がゆっくりと腰を揺ゆすると、悠斗の熟うれた肉襞が押し包むように勃ぼつ起きした瀬戸の竿さおに絡みついた。


「っ……相変わらず、悠斗の中はきついな。それにしてもっ、そんなに気持ちいいか？」


　悠斗が喘あえぎながらガクガクうなずくと、自分の中に埋うまった灼熱の雄おすが、さらに容積を増していくことに悠斗は気づく。


「あぁ、そう言えば、うしろから…挿れてやるのは初めてだな？　ッ……どうだ、気持ちいいか？」


　悠斗の耳に切れ切れに届く瀬戸の声も、甘く快感に染まっている。


「先生、もっと、してっ……下さい」


　あの夜みたいに、グチャグチャに突いて欲しかった。


「わかってるさ」


　くっきりと浮うき出た腰骨を摑つかむと、瀬戸は最初から激しい律動で悠斗を責め立て始める。


「ひ…あっ！……ぅっ……あぁ…ん」


　身体からだの奥に、たぎり狂くるう男の脈動を感じた時、息が詰つまるほどの喜悦が内部からせりあがって押し寄せてくる。


「はっ……んん～っ！　先生っ……せ、んせっ…い」


　悠斗が激しく身をよじると、机の上に置かれていた書しよ籍せきが大きな音を立てて床に落ちた。


　その音に、悠斗自身がはっと身を竦すくませる。


「あぁ、ダメだよ悠斗。あんまり暴れて音を立てると、誰だれかが気づいてこの部屋をのぞきにくるかもしれないよ？　そうなったら困るのは君だろう？　言っておくが、ドアのカギはかけていないからね」


　瀬戸からそんな忠告をもらったが、すでに自分ではどうしようもなかった。


「でも、だって、先生がっ……あ！　ぁぁッ……あ～っ」


　育った胸の粒つぶを再び指の腹でこねられると、悠斗の顎あごがククッとあがる。


　執しつ拗ように責められる自分の姿が目の前のガラスに映し出されているのが再び視界にはいると、悠斗は凍こおりついたように目を見開いた。


「っ……！」


　胸むな元もとまでめくりあげられたカッターシャツの下で、両方の乳ち首くびが男の指の激しい洗礼に晒さらされている。


「乳首も下の方も、ぴんぴんに尖とがらせて……気持ちいいんだね？」


　赤い粒を玩具おもちやみたいに揉もみしだかれながら喘ぐ自分の姿は、恐おそろしく卑猥で……。


「はい、はい……先生」


　うしろから尻を貫つらぬかれて激しく揺さぶられ、あられもなく喘いでいる自分の姿が、くっきりと映し出されている。


　海原建設のビルの窓には特とく殊しゆガラスが使用されていて、夜になると外から内部の様子は見えない仕組みになっている。


　それでも、悠斗には向かいのビルで仕事をしている人のネクタイの柄がらまで見えるので、いたたまれなかった。


「あぁっ……先生っ…あ、ぅんっ」


　激しく突きあげる律動にあわせるようにして、熟れた腰が勝手に揺らめく。


「っ……悠斗、悠斗っ……可愛かわいい私の悠斗。どうやら私は、本能的に君を放ほうっておけないみたいだな。とても…困るよ。計算外だ」


　熱い声で口説き文句を発する瀬戸の顎から汗あせが滴したたっているのが見え、デスクの上に点々と落ちる。


　視覚からも犯おかされて、もうたまらなかった。


「あっ……ふ。んっ！　もう、ダメです。先生っ……あ、ぁぁっっ……」


　前ぜん立りつ腺せんを抉えぐるように擦こすられ、悠斗が悲鳴に近い喘ぎを放った瞬間、身体の奥が熱い体液でいっぱいに満たされるのを感じる。


　瀬戸が自分の中で達したのだとわかったが、悠斗はまだ一度もイかせてもらっていなくて、苦しいままだった。


「悠斗、悠斗…聞こえているかい？」


　その時、荒い息を吐はき続ける悠斗の耳に、幾いく分ぶん冷静さを取り戻もどした声が届く。


「は…い」


「こんな時に悪いが、人事給きゆう与よのデータを閲えつ覧らんしたいんだ。だから経理部内にあるＰＣのパスワードを教えてくれるかい？」


「それはっ…ダメです。できませんっ」


　それでも、悠斗にはまだ若じやつ干かんの理性が働いている。


「こんなになっているくせに、君は本当に仕方ない子だね…では、もっとわからせてあげようか」


　瀬戸がいきなり腰をうしろに引くと、濡れそぼった粘ねん膜まくが抜ぬけ落ちる雄を阻そ止ししようとして、媚び肉にくを絡からみつかせた。


「あぁ、やっぱりまだ足りないんだ？　わかっているよ」


　そう言った男の凶きよう器きが、悠斗の中で再び質量を増していくのがわかる。


「先生っ……あぁ、そんなっ…また？」


「君が相手なら、私は何度でもできるよ。ほら、ここだろう？　君がこれで擦って欲しいのは？」


　内部の一番敏びん感かんな襞を硬かたい剣けんの先で抉り抜かれると、自分でも信じられないほど甘ったるい声が喉のどからこぼれる。


「あんっ……はぁ……ぁんぅ～っ」


　悠斗が媚こびるような声で鳴いて腰をくねらせると、内部を深く穿うがつ肉のエラが一層凶きよう暴ぼうに張り出して、悠斗の粘膜を内側から強ごう引いんに押し広げた。


「ひっ……あぅぅっ」


　すべてを暴かれて犯おかされて、悠斗は気も狂わんばかりの陶とう酔すいに身を投じ、腰を揺すり立てて涙なみだをこぼす。


「いい子だ悠斗……パスワードを言いなさい。もっともっと、ここを擦って気持ちよくさせて欲しいだろう？」


　すでに悠斗は壊こわれたようにガクガクとうなずくだけで、完全に自じ我がを失った抱だき人形と化していた。


「さぁ、教えてくれるね？」


　散々に責められてあられもなくよがりながら、ついに悠斗はパスワードを白状させられてしまう。


「……あぁ、いい子だね。君は、とてもいい子だ」


　悠斗が夢中で口走ったのは、経理部内にあるＰＣ端たん末まつで、人事の機密情報を閲覧するのに必要なパスワードだった。


「さぁ、もっとあげるよ。可愛い…悠斗」





　激しい行こう為いがようやく終わったあとの、ほんの数分間、悠斗は完全に意識を飛ばしていた。


　しばらくしてようやく目を覚ました時、悠斗は床ゆかに敷しかれた瀬戸のスーツの上着の上に横たえられていた。腰から下にはすでに不快感はなく、おそらく眠ねむっている間に瀬戸が綺き麗れいにしてくれたのだろうとわかる。


　カタカタというキーボードを操作する音が聞こえ、悠斗がゆっくり上体を起こすと、ずきっと腰の奥が痛んだ。


　悠斗は、なんとか衣服を整えると重い足を励はげまして立ちあがったが、そこに瀬戸の姿を見つけてしまう。


　彼は、経理部内のＰＣを操作していた。


　嫌な予感を覚え、悠斗は一直線に瀬戸のいる方に近づいていく。


　彼は人事給与関連データを処理をするＰＣ端末の前に座り、なにかを熱心に閲覧している。


「あぁ……びっくりした。悠斗だったのか？　もう大だい丈じよう夫ぶなのかい？」


「はい……」


「悪いが、少しデータを見せてもらったよ」


　この時、瀬戸の強引な行動が少し引っかかった悠斗だったが、彼が海原の事業改革のアドバイスをするために情報を収集しているのだと信じた。


　信じるしかなかった。


　優やさしい瀬戸の目を見ながら悠斗は懸けん命めいに考えていた。


　自分は瀬戸に対して、どんな気持ちを持っているのだろうか？


　これは恋こいじゃない。そう思いたい。でも……。


　瀬戸は優しいが、なにか潜せん在ざい的な部分に……危険な匂においがする。


　それは悠斗が最初に彼を見た時に感じた本能的な直感だった。


　それでも、瀬戸に惹ひかれて堕おちていく自分を止められない。


　こんなふうに己おのれの心を持て余すなんてことは、生まれて初めてだった。





　そのあと、帰宅するために二人が通用口から出たところで、偶ぐう然ぜん、専務の蘇芳と鉢はち合あわせをした。


「あぁ、瀬戸先生じゃないですか？　こんなに遅おそくまでご苦労様でした」


　蘇芳は業務用らしい、さわやかな笑え顔がおで話しかけてくる。


「いいえ。海原くんが実によく手伝ってくれていますので助かっています。それじゃあ」


　二人に丁てい寧ねいに一礼した蘇芳だったが、彼は並んで帰っていく瀬戸と悠斗のうしろ姿をしばらく見つめていた。





６




　会計士による精査も中ちゆう盤ばんを過ぎるある金曜日の朝のこと。


　悠斗が監かん査さ役のいる特別会議室にコーヒーを持っていった時、瀬戸がまだ出社していないことに気づいた。


「あの、すみません。瀬戸先生は、まだお見えではないんでしょうか？」


　瀬戸は他人には甘い面があるが自分に対しては厳格な性格らしく、これまで一度として時間に遅おくれたことはない。


「あぁ、先生は風か邪ぜをこじらせたそうで、今日はお休みさせてもらいます」


　他ほかの会計士の言葉で、今日は瀬戸が体調不良で休みを取ることを知らされた。


「風邪、ですか？」


　そう言えば前日、瀬戸が何度か咳せきをしていたことを悠斗は思い出す。


　すると、無む性しように彼の容態が気になってきた。


「本当にめずらしいことなんだけどね。先生は我が慢まん強い方だから、いつもは熱があっても無理して出社されるのに……よほど具合が悪いんじゃないかな？」


　この数日間一いつ緒しよに仕事をしてきたことで、悠斗はすっかり会計士たちから信しん頼らいされ、とても打ち解け合っていた。


　だからそんな推察を聞かせてもらうこともできたが、悠斗は益々たまらなくなった。


「あの…どなたかが、家で先生を看病しておられるんでしょうか？」


「いや。そういうのは先生ご自身が嫌がられるんで。どうも先生には昔から、他人を自分のテリトリーに近づけたがらない部分があって……私たちも気になってはいるんだけれど」


　他の会計士たちも、渋しぶい顔で困こん惑わくをあらわにする。


「だったら、終業後に僕が先生の具合を看みに行きます。明日は休みですし、遅くなっても大丈夫ですから」


　瀬戸が病気だと聞いて思わず名乗りをあげてしまった悠斗だったが、他の四人の会計士たちは顔を見合わせた。


「そうだなぁ……案外、君ならいいかもしれないな？」


「あぁ、うん。本当だね」


　表面上、普ふ段だんは誰だれにでも温おん厚こうで社交的な瀬戸だったが、実は意外にも人見知りが激しくて神経質な本質を持っていることを、他の会計士達はすでに見み抜ぬいているらしい。


「僕、心配なんです。先生がちゃんとご飯を食べたり薬を飲んだりしていらっしゃるのかどうか。行って看てさしあげたいんです」


　こんなに誰かのことが気になるなんてことは生まれて初めてで、悠斗は信じられない思いだった。


「先生は海原くんに、ずいぶん気を許していたと思うから、本当に君なら大丈夫かもしれないと思うよ」


　その言葉が、自分を想像以上に喜ばせていることに悠斗は気づく。


「え？　あの……本当に、そうでしょうか？」


「あぁ、君としゃべっている時に瀬戸先生が時折見せる素すの笑い顔なんか、私たちはこれまで誰も知らなかったから」


「本当だよ。それに海原君の笑顔には、私たちもずいぶん癒いやされているんだよ。君はどんなに忙いそがしくても、いつも周囲に対しての気配りを忘れないからね」


　そんなふうに褒ほめられたのは初めてで、悠斗は涙がにじみそうになるのを堪こらえるのに必死だった。


「えっと…じゃあ、瀬戸先生の住所を教えてもらえますか？」


　悠斗は他の会計士から、瀬戸のマンションの住所のメモを手て渡わたされた。


「ありがとうございます」


　丁寧にお辞じ儀ぎをしながら、悠斗は自らの心と向き合う。


（僕、やっぱり先生のことが好きなんだろうか？　でも……先生は）


　でも、それが確信に近い真実だということを、本当はもう認めているのかもしれない。


　これが、とても危険な恋だと知りながらも…。








　その日の終業後、念のために自宅を訪問することを瀬戸に電話で伝えてみると、ひどく嗄しわがれた声で「来なくていい」と言われた。


　断られるのは予想の範はん疇ちゆうだったので、瀬戸が部屋に居ることだけを確かく認にんした悠斗は、彼のマンションのある白金台駅で降りた。


　先にスーパーに寄って買い物をすませてから、マンションに向かう。


「えっと。ここ、だよな？」


　駅から徒歩で八分ほどの距きよ離りにあるマンションは、近代的でありながらも、どこかノスタルジーを感じさせる外観の建物だった。


「すごいなぁ、かっこいいマンションだ」


　壁かべ全面に貼はられた艶つやのあるエンジ色のタイルが、最新の建造物の外観にクラシカルな印象を与あたえている。


　エントランスから中に入ると、そこには暖色系の壁材で仕上げられたフロントロビーが広がっていて、訪おとずれる者に癒やしの感情を与える穏おだやかなエントランスになっている。


　その先には自動ドアがあって、壁へき面めんにセキュリティボックスが設置されていた。


「えっと、先生の部屋は……」


　悠斗がメモを見ながら瀬戸の部屋番号を押すと、少し時間が経たってから応答があった。


「悠斗だな？」


　低く嗄れた声で名を呼ばれた瞬しゆん間かん、心臓が大きく跳はねあがったが、悠斗が「はい」とだけ答えると、すぐにセキュリティドアが開く。


「あがってこい」


　そのまま天然石の敷しかれた廊ろう下かを進むと、マンションの中央には人工の中庭が造られていて、冬の落葉樹が地面からの照明でライトアップされている。


　幻げん想そう的な表情を見せるその樹を、悠斗はとても綺き麗れいだと思った。


　奥にあるエレベータに乗って目的の階で降りた悠斗は、また長い廊下を抜ぬけて突つき当たりにある住まいのアプローチにたどり着く。


　そこには門もん扉ぴがあって、天てん井じようまである白い円えん錐すいの支柱には部分的にレンガタイルが貼られていて、趣おもむきを出している。


　支柱に設置されたチャイムを押すと、ややあってから門扉の施せ錠じようが解除される音が聞こえた。


　悠斗はそのまま玄げん関かんドアのところまで進んで、ノブをまわした。


「ドアの施錠も自動で外れるんだ。すごいなぁ……」


　田園調布にある悠斗の邸てい宅たくは、格式ある大正時代の建築物で、ハード面ではオートメーション化されていない部分が多い。


　もっともセキュリティ面に関しては、実際に警備会社から人材が派は遣けんされていて、二十四時間の監かん視し体制が敷かれていたが。


「建設会社に務めている人間が、こんなことに驚おどろいてちゃダメだよな。それこそ勉強不足だって怒おこられそうだ」


　悠斗はそんな反省をこぼしながらドアを開けて中に入った。


　玄関の左壁面には作りつけのシューズボックスがあり、その上にはオブジェのような造木が器うつわに活いけられていて目を惹ひいた。


　悠斗はきちんと扉とびらに鍵かぎをかけてから「おじゃまします」と一声かけるが、返事がないのでそのまま靴くつを脱ぬいで広い玄関フロアーにあがる。


　真正面の壁は目の高さの一部が円形に彫ほり込んであって、そこには印象派の絵画がかけられ、ライトを浴びている。


　目線をあげると、天井のレールに吊つられたスポット照明が、絵にピンライトの効果をほどこしているのがわかる。


　悠斗がそのまま廊下を進んでいくと、いきなり左奥の扉が開き、ドアに寄りかかった格好で瀬戸が姿をあらわした。


「先生っ！」


　彼は一目見ただけでも具合が悪いとわかるような熱っぽい顔をしている。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　ダメじゃないですか、ちゃんと寝ねてないと」


　悠斗は廊下に通勤バッグと買い物袋ぶくろを投げ置くと、急いで駆かけ寄って瀬戸の身体からだを支えた。


　ふらついている彼と一いつ緒しよに暗い室内に入り、壁かべ際ぎわに置かれたベッドまで歩く。


「さっきまでは、ちゃんと寝てたんだ。でも、悠斗が来ると言うから起きて待っていた」


　確かに彼の言う通りだ。


「それはすみません。さぁ、ちゃんと布ふ団とんを掛かけて寝ましょうね」


　ベッドに横になった瀬戸に、悠斗は母親のような口調でそう言いながら羽う毛もう布団を掛けてやる。


「なんだ？　私は今、もしかして子供から子供扱あつかいされているのか？」


　どうやら今日の瀬戸は機き嫌げんが悪いらしく、言こと葉ば遣づかいがいつもより幾いく分ぶん荒あらく聞こえる。


「えぇ、僕は先生を看病するために来たんですから、今日はちゃんと僕の言うことを聞いてもらいますからね」


　まぁ、風か邪ぜなのだから機嫌が悪くても仕方ないが、なんだか初めて素の彼を垣かい間ま見みられたような気がして悠斗は少しだけ嬉うれしかった。


「えっと、ご飯はいつ食べましたか？」


「……そう言えば…昨日から食べてない」


　予想通りの答えで、悠斗は改めてここに来てよかったと思う。


「薬は？　飲みました？」


「いいや」


　面めん倒どうくさそうに返事をする声は完全に嗄れていて、それが妙みようにセクシーで、悠斗は反射的に背中を震ふるわせてしまう。


「………ダメじゃないですか。薬も飲んでないなんて」


「そんなものいらないさ。風邪なんか、とにかく寝てればそのうち治る」


　悠斗は両りよう肩かたをあげて、ふ～っとため息をついた。


（先生って、一体どんな育ち方をしたんだろう？）


　そんな疑問が一瞬、頭をよぎる。


「でも声がそんなに嗄れてるってことは喉のどが痛いんでしょう？　それに熱もありそうですけど？」


「……たぶんな」


　瀬戸は他ひ人と事ごとのように憮ぶ然ぜんとした顔で答える。


「じゃあ、あとで生しよう姜が酒ざけを作りますね。喉にもいいし精がつきますから」


「生姜酒？……本当に効くのか？」


　悠斗は疑わしい目をした彼の問いには取り合わない。


「それと、お粥かゆなら食べられそうですか？」


「粥？　あぁ……そうだな。多分」


　その答えに少し安あん堵どした悠斗がベッドの側そばを離はなれようとしたが、いきなり腕うでを摑つかまれた。


「ちょっと待て。まさか、お前が粥を作ってくれるのか？」


　やっぱり今日の瀬戸は行動も口調も少し乱暴な感じがして、逆にそれが野性的だと悠斗は感じてしまう。


「味は保証しませんが、なにか食べないと風邪も治りませんから。それに、食後に薬も飲まなくちゃ」


　普ふ通つうにそう言ったが、瀬戸はいきなり疑ぎ惑わくに満ちたような険しい顔になる。


「……お前、なにを企たくらんでいる？」


　男の目は、初めて瀬戸を見たあの日と同じ厳しい色を放っていた。


「え？……企む？」


「私に恩を売ろうとしているんだろう？」


　予想もしない意地悪な言葉を浴びて、悠斗が不快さを隠かくせずにいると、


「あぁ……なにを言っているんだ、私は……すまないな」


　瀬戸はすぐにいつもの顔に戻もどって眉み間けんを押さえると、ため息と共に謝罪を吐はいた。


「あの……先生は今、風邪で具合が悪いから仕方ありません。でも大丈夫。熱が下がるまで、ずっと僕が側にいて看病しますから安心して下さい」


　悠斗がさらりと言うと、瀬戸はこれまで一度も見たことがないような奇き妙みような顔になった。


「………私の、熱が下がるまで…悠斗が、ここにいてくれるのか？」


　その顔は、嬉しそうな…という形容詞をつけてもおかしくはなさそうだが…。


「はい。幸いにして今日は金曜ですしね。だから先生がいくら僕を追い出そうとしても無む駄だですよ。じゃあ、今から少しキッチンをお借りします」


　悠斗が精いっぱいの強い口調で言い切ると、瀬戸は一瞬だけ少年のような嬉しそうな表情を浮うかべ、摑んでいた手を放してくれた。


　悠斗が廊下に出て、さらにその奥にあるドアを開けると、予想通りリビングダイニングになっていた。このマンションの室内の壁かべは、全面が白を基調とした布目の壁かべ紙がみで統一されている。


　床ゆかや扉などの建具には落ち着いたダークブラウンのウッドが使用され、品のいいトラディショナルな印象を与あたえていた。室内の家具も同じように濃こいブラウンで統一され、ソファーには壁と似た柄がらの柔やわらかそうなツイードの布が貼はってあって、落ち着いた温かみを感じさせる。


「さぁ！　今から頑がん張ばってお粥を作るぞ」


　悠斗はスーツの上着を脱いでソファーの背にかけると、カッターシャツの袖そでを肘ひじまで捲まくりあげる。


「上う手まく作れるといいけどなぁ。ちょっと不安…」


　木製のダイニングテーブルの置かれたリビングの奥はＬ字型の対面型システムキッチンになっていたが、吊り戸と棚だなや収納ボックスの扉にも建具と同じウッドが使用されていた。


　色と質感を揃そろえることで、システムキッチンそのものでさえ、インテリアとしての要素を意識して選ばれていることがわかり、彼のセンスの良さを感じる。


　悠斗はここに来る途と中ちゆうで買ってきた食材をスーパーの袋から出して調理台に広げた。


　それからキッチンの棚たなを物色し、必要な鍋なべやしゃもじ、お皿などを用意する。


「……でも、僕にちゃんと料理ができるのかなぁ？　きっと高校の時の調理実習以来だし……かなり心配だよ」


　実際に食材を前にすると、悠斗の口からは不安要素が一気に漏もれ出した。


　田園調布にある海原家の本宅には常時プロの料理人がいて、悠斗自身、家で調理をしたなんてことは一度もなかった。


　それでも来る途中の書店で買った「基本の料理」という本を広げ、早さつ速そくお粥を作り始める。


　土ど鍋なべがあったので、まずそこに昆こん布ぶと鰹かつお節を入れてダシ汁じるを作り、といだ米を入れて時間をかけて煮に込む。時々味見をし、ご飯の硬かたさを調整しながら塩と醬しよう油ゆで味を調ととのえた。


　最後に卵を入れると、ふんわりと黄こ金がね色の美味おいしそうな玉子粥ができあがった。


　悠斗は粥を大きめの碗わんによそってから盆ぼんに載のせると、今度は生しよう姜がをすって温めた甘酒に入れて生姜酒を作り、風か邪ぜ薬ぐすりと一緒に持って寝しん室しつに戻った。


「先生？　お粥ができましたけど、食べられますか？」


　ドアを開けて暗い室内に入ると、ベッドで眠ねむっている瀬戸は苦しそうに数回咳せきをしてから顔を巡めぐらせる。


「あぁ……せっかくだが、食欲はまったくない」


　悠斗はベッドサイドにある脇わきテーブルにお盆を置くと、室内の直接照明ではなくスタンドの明かりをつけた。


「でも先生、少しでも食べないと体力がつきません。それに薬だって飲まないといけないし、なにか胃の中に入れてからでないと胃をやられますからね」


　間接照明のオレンジ色の光が、部屋の内部を柔らかく染める。


「……なんだか、今夜の悠斗は別人みたいに強ごう引いんだな？」


「えぇ、だって先生が病気で弱ってるこんな時くらいしか、僕が主導権を握にぎれませんから」


　冗じよう談だん混じりの悠斗の答えに瀬戸はようやく笑って、上体を起こそうとする。


「あ、無理しないで寝ねていていいですよ」


　頭が痛いのか、少し動いただけでも瀬戸は額を押さえて眉間を寄せたので、悠斗はあわてて彼をベッドに戻した。


「僕が食べさせてあげますから、そのまま寝ていて下さい」


「………え？　食べ、させる？　今…そう聞こえた気がするが……私の聞き違ちがいか？」


　瀬戸は、いぶかしそうな目を向ける。


「いいえ」


　悠斗はわざと、なんでもないことのように明るく返事を返す。


「さぁ、お粥はかなり熱いですからね。舌を火傷やけどしないように気をつけて下さい」


　脇わき机づくえの小さな椅い子すを持ってきて座ると、悠斗は碗によそった粥をレンゲで掬すくって、ふーふーと息を吹ふきかける。


「………なにをやっている？」


　瀬戸がさらに困こん惑わくした様子で訊きいてくるのに、悠斗は平常心を保つ努力を続けながら答えた。


「お粥が熱いですから冷ましているんです」


　悠斗自身も、瀬戸に粥を食べさせるというこのシチュエーションは、卒そつ倒とうしそうなほど緊きん張ちようする信じられない事態だったからだ。


「はい、もう冷めましたよ。どうぞ、口を開けて下さい」


　白いピローに頭をあずけたままの瀬戸の口元に、悠斗はレンゲで掬ったお粥を近づける。


「……なんだ？」


「だから、早く食べて下さい」


　瀬戸はとうとう、啞あ然ぜんとした顔になって悠斗を見あげた。


「……冗談だろう？」


「わかりました。じゃあ、こうしましょう。はい、あ～ん」


　恥はずかしいのは自分だって同じなのだから、こうなったら徹てつ底てい的に恥はじをかいてやるつもりで開き直る。


「……やっぱり、私は子供扱あつかいされているようだな？」


「えぇ、風か邪ぜの時は子供でいいんです。誰だれだってそうです。王様だって大統領だって同じですよ」


　悠斗が意味不明の強引な説得をしたあと、もう一度「あ～ん」と言って瀬戸の口元にレンゲを寄せる。


「……」


　瀬戸はついに、あきらめたように口を開けた。


「おネギもいっぱい入ってますからね。ネギには発はつ汗かん作用があるんです。あぁ、よく嚙かんで下さいね」


「……」


　複雑な顔をして粥かゆを食べる弱った瀬戸を前にして、悠斗は際限なく優やさしくしてあげたい気持ちになってくる。


　こんなことは、生まれて初めてだった。


（もしかして、こんな優しい気持ちになるってことは、もう隠しようもなく本物の恋こいなんだろうな……）


　悠斗は頭の片かた隅すみで、そんなことを自覚していた。


　いや。きっと自分は、もうわかっていた。


　ただ……同性である彼に想おもいを寄せていることを認めるのが怖こわかっただけだ。


「味はどうです？　美味おいしいですか？」


「……あぁ、そうだな。結構旨うまいよ。家でも作るのか？」


　無理やり美味しいと言わせている気もしたが、自分の作ったものを食べてもらえることの単純な喜びを悠斗は初めて知る。


「料理なんか家でしたことないんですが、買ってきたレシピ本を見て作りました」


「へぇ、初めてにしたら上出来だ」


「ありがとうございます」


　瀬戸に褒ほめてもらえることが、素す直なおに嬉うれしかった。


「でも……なんて言うのか。正直、私は今…親鳥に餌えさをもらうヒナの気分だよ」


　砕くだけた笑え顔がおを向けられると、無条件で胸がときめく。


「えぇ、今の僕は親鳥ですからね」


　瀬戸がようやく笑ってくれた。


「まぁ……なんて言うのか、私には子供の頃ころに経験がないのでわからないが、普ふ通つうの家庭での親子っていうのは、こんな照れくさい感じなんだろうか？」


「え？　なにがです？」


「母は……私が病気になってもいつも休まずに仕事に出かけていったから、こんなふうに看病してもらったことなんて初めてだよ」


　なにげなくつぶやかれた言葉だったが、それを聞いた悠斗の手が止まる。


「……じゃあ先生は、風邪をひいても、いつも一人で家で寝ていたんですか？」


「それが普通じゃないのか？」


　悠斗の家では、自分が病気になった時はいつも母が熱心に看病してくれたから、それが当たり前だと思ってきた。


　彼は社会でも認められた立派な公認会計士だが、今の地位がどうであれ、過去の彼は少なくとも幸せだったとは言い難がたい人生を送ってきたことが垣かい間ま見みられた。


「あの……亡なくなった先生のお母さんは、どんな方だったんです？」


　ふと気になって訊いてみる。


「私の母は、女手一つで私を育ててくれた立派な女性だったよ」


「………そうなんですか。お父さんのことは？」


「あぁ……そうだな。父のことは…知らない」


　そう答える時、瀬戸が一いつ瞬しゆんにして目を伏ふせたので、悠斗はいけないことを訊いてしまったことに気づいてすぐに謝った。


「……ごめんなさい」


「いや、別にいいさ。私の母は、働きながら苦労して私を育ててくれたんだ。でも、その母も去年、風邪から肺はい炎えんを起こしてあっけなく他界したよ……私を大学に入れるために苦労したからね。働きずくめで、最後は肺炎と闘たたかう体力も残ってなかったんだと思うと哀あわれだよ」


　自らの哀かなしい過去を淡たん々たんと語る瀬戸に、逆に深い同情の念が湧わき起こる。


「あの、先生。よろしければ、お粥のおかわり、ありますけれど？」


　悠斗はあえて話題を変えるように明るく訊いた。


「いや、もう充じゆう分ぶんだよ。ありがとう」


「じゃあ、次は生しよう姜が酒ざけを飲んで下さい。温まりますし、喉のどにもいいんですよ。それに一番の効能は精力がつくんです」


　悠斗が今度は、湯飲みに入った生姜酒を勧すすめる。


「……匂においが、すごいな」


「でも、本当に効きますから。騙だまされたと思って一気に飲んで下さい」


　瀬戸は勧められるまま、仕方ない顔で生姜酒を飲み干した。


「今度は薬です。どうぞ」


　悠斗は市し販はんの風邪薬の錠じよう剤ざいと水の入ったグラスを渡わたす。


「あぁ、このグラスは冷たくて気持ちいいな」


「そうですか？　でもそれって、熱が高い証しよう拠こですよ。あとで、おでこもタオルで冷やしましょうね」


　悠斗が空になった皿の載のった盆ぼんを手にして立ちあがると、瀬戸がいきなり言った。


「悠斗、君は……私のことをどう思っている？」


「え？」


「もしかして、悪い人間だとは思わないのか？　何故私を疑わない？」


　彼は熱があるせいか、わけのわからないことを唐とう突とつに訊いてくる。


「……あの？　おっしゃる意味がわかりません。先生は仕事で、僕にいつも優しく指導して下さいます。もちろん会計士としても尊敬しています」


「………悠斗」


「なんか、今のは優等生の答えみたいですよね。でも、先生は本当にとても素敵な方です。僕の憧あこがれですから」


　悠斗がそう言って照れ笑いを浮うかべると、瀬戸は冷たくフンと鼻を鳴らしてから目を伏せる。


「ダメだ……私はお前を相手にしていると、どうも調子が狂くるう」


　やっぱり、瀬戸の言ってることは意味がわからない。


「先生。今日はね、いつも僕を指導して下さっているお礼を、少しでもしたいんですよ」


「……本当にそれだけか？　もしかして君は、かわいそうな境きよう遇ぐうの私に同情している？」


「……いいえ、違ちがいます！　ただ…」


　悠斗はなにか言いかけて、それでも結局は口ごもってしまう。


「あの。もし僕にできることがあるなら、なんでも言って下さい。少しでも先生のためになにかしたい…なんでもしますから」


　瀬戸が好きだという気持ちを素直に認める勇気が、悠斗は今ようやく持てたように思う。


「なんでも？　私のためなら、本当になんでもできる？」


「はい」


　一度認めてしまえば、あとは急に気分が大きくなったみたいになる。


「どうして？　理由を訊きかせて欲しいな」


　悠斗はついに、自分の本心を言葉にする好機を得た。


「僕は……、僕は……貴方あなたが、瀬戸先生が……好き、です」


　言葉にしてしまう前から、それは自覚していたことだった。


　ただ、これまではそれを認める勇気と覚かく悟ごがなかっただけだ。


　でも…もう迷いはない。


「先生が、好きなんです」


　想おもいを言葉で伝えることができるのが嬉しくてたまらず、目め頭がしらが熱くなってくる。


「あぁ、悠斗……私もだよ。私も、君が好きだ」


「……………ぇ？」


　自分が想いを告げることだけで精いっぱいだった悠斗は、相手からも同じ言葉をもらえるなんて思っていなかった。


　瀬戸の言葉が信じられなくて、悠斗は目を見開く。


「本当に？」


「私が噓うそを言うと思う？」


　悠斗は首を振ふる。


「ありがとう。お粥かゆ、本当に美味しかったよ」


　悠斗の瞳ひとみから一筋の涙なみだがこぼれると、瀬戸は優やさしい仕草でそれを拭ぬぐってくれた。








「おはよう、悠斗」


　翌朝、いつもの張りのある瀬戸の声で悠斗は目を覚ました。


　どうやら昨日は瀬戸の看病をしながら、ベッド脇わきの椅い子すに座ったまま眠ねむってしまったらしい。


「………えっと、先生？」


　もそっと顔をあげて目をこすると、すでにベッドに半身を起こしている瀬戸と目が合う。


「あぁ、私だよ」


「え？　って、あの…先生？　熱は？」


「うん。君のお陰かげでずいぶんよくなった。まだ少し熱はあるようだが、もう大だい丈じよう夫ぶだよ」


　彼の言う通り、顔色はずいぶんよくなっている。


「それはよかったです。じゃあ、今から急いで朝ご飯を作ってきますね！」


　悠斗がはりきって立ちあがると、瀬戸はその申し出を遮さえぎった。


「いや。まだ…食事はいい。それより……」


　そして瀬戸は、悠斗に別の要求をしてくる。


「……少し困っているんだ。実は昨夜、君が飲ませてくれた精のつくっていう生姜酒なんだが、どうやらその効力は絶大だったようだよ」


「でしょう？　あれは本当に効くんです」


「でも、その効力がね……実はまだ、身体からだに残っているらしくて。なんとかしないと、まずい状態になっているんだよ」


「え？」


　一瞬、悠斗には意味が理解できなかったが…。


「わかるだろう？　君も、男なんだから」


　意味深な顔で囁ささやかれて、はっとする。


　おそらく瀬戸が言っているのは、朝特有の男の生理現象のことのようだ。


「す、すみませんっ」


「本当だよ。どうしてくれるんだい？　君が責任を持って、生姜酒の効能を消してくれるんだろうね？」


「えっと……あの、それって…どうすれば？」


　焦あせる悠斗に対し、瀬戸はゆったりと苦く笑しようを浮かべる。


「そんな鈍にぶいところも、上品な君らしくて可愛かわいいよ。それに、汗あせをかくと熱も下がると言うからね。一石二鳥だろう？」


　悠斗はようやく彼の真の要求がなんであるかを知り、とたんに赤面してしまう。


「そんなっ……こんな、朝から」


「朝も夜も今の私には関係ないよ。さぁ、わかったら服を脱ぬいでこっちにおいで」


　瀬戸は上うわ掛がけをはぐと、ベッドの上で奥側に身体をずらせて悠斗のスペースを作る。


　昨日は気づかなかったが、瀬戸のベッドは意外と広くて、おそらくセミダブル位の広さはあるだろう。


「で、でも……風か邪ぜをひいている時に、あんまり激しい運動をしない方が……」


　急な展開に悠斗は動どう揺ようを隠かくしきれない。


「私のことは、もう心配してくれなくても大丈夫だよ。それより、早く服を脱ぎなさい」


「でもっ……えっと。別に、服はその……脱がなくても」


　完全に後しり込ごみしている悠斗だったが、瀬戸は許してくれる気なんて毛頭ないらしい。


「服を脱がないっていうのは、ようするに悠斗がその可愛い口で私を慰なぐさめてくれるという意味かな？　それも魅み力りよく的な申し出だけど、君にできるかい？」


　本気でそのシーンを想像してみてから、悠斗は情けない顔で首を横に振った。


「無理はしなくていいよ。さぁ、脱いで。いい子だからね」


　すっかりいつもの調子に戻もどった瀬戸に逆らえるはずもなく、観念した悠斗はネクタイをほどいてシャツのボタンを外す。


　すべての仕草を瀬戸がじっと見つめていて、とてもやりにくかった。


「さぁ、今度は私の服も脱がしてくれるかな？」


「えっ？」


　悠斗が下着一枚になって恥はずかしそうにしていると、さらにそんなことまで頼たのまれる。


　かなりためらいながらも、悠斗はベッドに膝ひざで乗りあげると、頰ほおを染めながらも瀬戸の着ているＴシャツの裾すそを摑つかんで引っぱりあげて頭から抜ぬいた。


「っ……」


　瀬戸に抱だかれた時、彼は服を脱がなかった。


　初めて目にする瀬戸の裸はだかの胸は、悠斗の瞳をそれだけで釘くぎ付づけにする。


　逞たくましく隆りゆう起きした胸の筋肉と、肩かたから二にの腕うでの上部にかけての流れるような上じよう腕わん筋きん。


　くっきりと浮うき出した腹筋はスエットパンツのウエストまで波のように続いている。


「どうした？　男の裸がめずらしい？」


　服を着ている時のストイックさとは百八十度も印象の違う、野性味を帯びた鍛きたえられた肉体だった。


「え？　いえ………あの」


「週に二回、必ずジムに通っているんだよ。強い精神は強い肉体に宿るっていうのが私の持論なんでね」


　強さと美しさが同居した身体に、悠斗は完全に魅みせられ目が離はなせなくなる。


「さぁ。見とれてくれるのは嬉うれしいが、下も脱がしてくれるんだろう？」


　甘くねだるように求められ、悠斗はあわてて男のスエットパンツに手をかけると、それをぐっと下げて脱がせる。


　その下からは身体にフィットした黒い下着があらわれたが、すでに前が苦しいほどに盛りあがっていた。


「っ……」


　立派な雄茎の形が見事に浮かびあがった生々しさに悠斗は息を呑のみ、直視できずに目を逸そらせてしまう。


　それでも己おのれの欲望が、腰こしの奥でじわりと漲みなぎりを見せ始めるのを止められなかった。


「もうわかっただろう？　さっきから、きつくて大変なんだ。早くなんとかしてくれよ」


　悠斗は望まれるまま黒い下着に手をかけると、恐おそる恐る引きおろす。


　まるで弾はじけるようにあらわれた逞しい肉の塊かたまりは、驚おどろくほど力強く天てん井じようを向き、隆々と突つき立っていた。


　勃ぼつ起きした竿さおの周囲を浮き出した血管がドクドクと脈打ちながら取り巻いている。


　雄おすの先せん端たん部分には力強いエラが硬かたく張り出していた。


「………ぁぁ」


　見ているだけなのに悠斗は興奮してしまい、自らの雄を硬くして下着まで濡ぬらしてしまう。


「悠斗はイヤラシイ子だね？　私のものを見ているだけで大きくしたのかい？」


　もう、噓なんてつけなかった。


「……は、い」


「触さわりたいか？」


　悠斗は正直にうなずく。


「じゃあ、悠斗もパンツを脱いでごらん」


　言葉の魔ま法ほうに操あやつられるように、悠斗は最後に残った下着を自らの手で脱ぎ去った。


「もう勃たっている。私の身体を見ているだけで感じたの？」


　悠斗はうつむき、悔くやしげにきゅっと唇くちびるを嚙かむ。


「いい子だ。じゃあ、今度は私の上に来てごらん。さぁ、太ふと股ももの上に座ってみて」


「え？」


　瀬戸はベッドの上に仰あお向むけに横たわると、自分の腰のあたりを指さした。


　悠斗はのろのろと身体を動かし、恥ずかしさに耐たえながらも瀬戸の腰を跨またぐと、彼の太股の付け根あたりに座った。


「あぁ、どうしたのかな？　触った覚えなんかないのに、こっちも立っているよ？」


　指し摘てきされたあと、悠斗の胸むな元もとに容よう赦しやなく長い指が伸のびてくる。


「ダメっ……触らないで！　先生っ……や、あっ……は、あぁっ」


　不意打ちのように突き立った乳ち首くびをピンと指で弾はじかれると、泣きそうな声があがった。


「面おも白しろい身体だね。私にここを触られると、そんなに感じるんだ？　じゃあ、ここを…ほら、もっとこうすると…どうだい？　気持ちいい？」


「あんっ……あ、あぁぅっ……は、い。気持ち、いい…です。ぁ……ぁん、ぁっ…やぁ」


　最も弱い両の乳首を摘つまんでクリクリとこねまわされると、悠斗は瀬戸を跨いだ格好のまま、全身を蛇へびのように淫みだらにくねらせて喘あえぐ。


「さぁ、君ばかり気持ちよくなっててはダメだね。私のものを、なんとかしてくれるんじゃなかったのかい？」


　悠斗は快感に潤うるんだ瞳ひとみで瀬戸を見おろした。


「あぁ、本当に君はずるい子だね。そんな悩のう殺さつ的な顔をするなんて。どうやら……もう我が慢まんできないのは私の方か？……参ったな。こんなにはまるはずじゃなかったんだが」


　瀬戸は独白のように小さくつぶやくと、そのまま悠斗の尻しりを摑んで少しだけ上にずりあげる。


　勃起した二人の雄を近づけると、それをグリッと擦こすり合わせるようにして握にぎった。


「あっ！……なっ…に？」


「ほら、腰を揺ゆらしてごらん」


　悠斗は羞しゆう恥ちに肌はだを染めながら首を横に振ふって拒きよ絶ぜつするが、瀬戸は許してくれない。


　仕方なく、命じられるままに腰を前後に動かし始めた。


「っ……ぁぅん…ふっ」


「どうだい？　こんなふうに擦りつけると気持ちいいか？」


「ぁっ……あ、ふっ！　先生。だめっ……ダメぇ」


　二本の雄が強く触ふれ合う快感は壮そう絶ぜつで、悠斗は瀬戸の上で背を反らせて熱く喘いだが、まだなにかが足りなかった。


「イきたいか？」


　悠斗は首を振る。


「違ちがっ…い…ます」


　まだ足りない。こんなのは違う。


「なにが違うんだい？」


「あぁっ……先生、先生。お願いっ……意地悪しないでっ」


　悠斗は苦しげに瀬戸の手を摑むと、自分の腰を浮かせ、足の付け根のさらに奥に導いた。


「ん？　どうした？」


「ここっ……に、挿いれてっ」


「……どこだい？　ちゃんと教えてくれないとわからないよ」


　一向に動く気配のない瀬戸の指に焦じれて、自制の効かなくなった悠斗はついに小さな蕾つぼみに自らの指を含ふくませてしまう。


「はぅっ」


　それを傍ぼう観かんしていた瀬戸の表情が、深い欲望にじわりと染まった。


「驚いたな……確かに素す晴ばらしい眺ながめだが、君はそんなことをして恥ずかしくないのかい？」


「ぁっ……ぁぁっ。お願い、ですっ……もっと、もっと先生っ。いつもみたいにっ…ここに、先生の指をっ……れてぇ」


　羞恥を捨て去った悠斗がいくら自分の指を根本まで突き入れても、擦って欲しいところには一向に届かなかった。


「まったく、しょうがない子だね。あの日、初めて君に会った時のことを覚えている？」


　瀬戸は、こんな時にあえて悠斗の誕生日パーティーの話を持ち出してくる。


　まるで悠斗の羞恥心を煽あおるようだった。


「嫌いやぁ……そんなこと、言わないでぇ」


　彼はあの日、悠斗に堕おちるところまで堕ちれば変われると言い切った。


（だとすれば、これが、そういうことなんだろうか？）


　だが、いくら浮かれた頭で難題を解こうとしても、まったく無む駄だなことだった。


「あの上品で清せい楚そな海原建設の王子様が、全ぜん裸らで男に跨またがり、真っ赤に立たせた乳首をいじられて喘ぎ狂くるうなんて……」


「いやです先生っ……そんなこと、言わないでぇ」


　悠斗は泣きベソをかく子供のような顔で訴うつたえる。


「その上、自分の尻の孔あなに指を入れて男を誘さそう……こんな破は廉れん恥ちなことを、君が平気でできるようになるなんて信じられないよ」


　悠斗をこんな身体からだに変えた張本人が、意地悪なことをしゃあしゃあと口にする。


「先生っ……早くっ」


「しょうがない子だなぁ」


　そう言いながら、瀬戸はゆったりと長い手を伸ばして脇わき机づくえの引き出しを開け、中からハンドクリームを取り出して悠斗に差しだす。


「今は、これしかないんだ。自分で中を濡らしてごらん」


　悠斗はそれを受け取ると、蓋ふたを外して指先にたっぷりとクリームを掬すくうと、夢中になって尻の孔に塗ぬり始める。


　もう恥はずかしいなんて言葉は完全に頭にはなく、何度も何度も繰くり返して奥まで馴ならした。


「最高にいい眺めだね。それに上手だよ。君は本当にいい子になったね。じゃあ、そろそろ私を挿れてあげてもいいよ」


　ようやく許可は出たが、瀬戸自身は動いてくれる気配もなくて、悠斗は戸と惑まどいながら問う。


「……でも、どうしたら…」


「うん？　私を欲しいのは誰だれだい？」


　悠斗は完全に瀬戸の言いなりで…。


「……僕です。僕が、先生を欲しいんです」


「じゃあ、君が自分で私の上に座ってごらん。できるだろう？」


「そ…んなっ？」


　自ら瀬戸を受け入れるなどという、恐ろしくて恥ずかしい真ま似ねができるだろうか？


「無理ですっ……先生、お願いですから、意地悪しないで下さい。もうっ……早く、欲しいんです。だからっ…挿れて下さい。早くっ」


　悠斗は狂ったように泣きながら哀あい願がんする。


　中が勝手に蠢うごめいて収縮して、もう本当にたまらなかった。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。できるから。さぁ、いい子だね。まず、君の可愛かわいい下の口に、私のものを突つきあててごらん」


　悠斗はついに大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろとこぼしながら、それでも懸けん命めいに従う。


「あっ！」


　太くて雄お々おしい肉を掌てのひらで摑つかんだ瞬しゆん間かん、あまりの熱さと容量に思わず手を離はなしてしまった。


「怖こわがらなくていいよ」


「は…い」


　もう一度、瀬戸の勃ぼつ起きした欲望を摑み、もう片方の手を瀬戸の腹筋について身体を安定させて狙ねらいを定める。


　目を硬かたく閉じてゆっくり腰こしを落とすと、グッと濡ぬれた雄おすの先が自らの秘ひ唇しんにあたった。


「っっ！」


　たったそれだけで、全身にざっと鳥とり肌はだが立つ。


「そうだよ。いい子だ。そのままゆっくりと腰を落とすんだ。力を抜ぬいてね」


　悠斗は瀬戸の胸に涙の粒をぽたぽたと振りこぼしながら、腰の力を抜いていく。


「あっ、ぁぁっ……はぁぁ」


　小さな孔がぱっくりと広がって先せん端たんを頰ほおばったあと、さらに限界まで皮ひ膚ふを広げて一番苦しいエラの部分までを呑のみ込む。


「ぅぅ～っ！……せんせっ……あぁ、ぁぁぁっ……苦しっ」


「大丈夫。もう少しだ」


　さらにグッと腰をおろすと、ようやく大きな雄の半分ほどが悠斗の孔に収まった。


「はぁっ……はぁ、はぁ」


　肩かたで大きく息をついて休んでいると、瀬戸が意地悪く腰をぐるっと回してくる。


「あっ！　あぁ～ん」


「今日も可愛い声が出ているじゃないか？　さぁ、誰が休んでいいなんて許可を出した？」


「……す、みませっ…」


　さらに瀬戸からは、厳しい躾しつけがほどこされる。


「最後まで挿れなさい」


「…は、い」


　悠斗はさらに腰を落としたが、すでに肉は奥にまで届いていて、これ以上は進めそうにない。


「先生、もうっ、挿はいりません。これ以上は…無理です」


「馬ば鹿かなことを？　噓うそをついてはいけないよ。ほら、もっと奥があるだろう？」


　瀬戸は泣き言を言う悠斗の腰をやんわりと、だが逆らえない力加減で摑んだ。


「ダメっ……ダメです。奥はっ、怖いっ」


「大丈夫だ。安心して、さぁ挿るよ」


　瀬戸が自らの腰をシーツから浮うかせるようにして突きあげた瞬間、逞たくましい腰を跨またがされた瘦そう身しんが鮮あざやかに踊おどった。


「ひぃぃぃっ……っっ」


　淫いん靡びな熱に犯おかされた肉にく襞ひだを一瞬にして割り裂さかれ、さらにもっと奥まで男の肉にく剣けんが到とう達たつする。


「あ…ぁ、ひぃ…ぁぁぁぁっ」


　痙けい攣れんしたように全身を震ふるわせる悠斗を下から目を細めて眺めながら、瀬戸はたまらないといった様子で舌なめずりをする。


「ふふっ…眺ちよう望ぼう絶景とはまさにこのことだな。さぁ、悠斗はどうしたのかな？　ずいぶん気持ちがよさそうだね？」


「ぁっ……そんな、もう動かなっ…で…あ、ダメ、ダメぇっ」


　瀬戸が腰を上下させるだけで悠斗は激しく喘あえいで、背中をこれ以上ないくらい反らせる。


　それでも深々と穿うがたれた肉が中心を貫つらぬくように犯しているせいで、うしろに倒たおれてしまうことすらできなかった。


「なにがダメなの？　ダメなら、もう私は動かないよ」


　意地悪な瀬戸は、急に腰を突きあげるのをやめてしまう。


「あぁ……やぁっ…先生。お願い、ですからっ……」


「君がダメだと言ったんだろう？　違ちがう？」


　愉たのしげに悠斗の苦しむ顔を凝ぎよう視ししながら、瀬戸はさらに手を伸のばして胸むな元もとを飾かざる赤い実を摘つまみ取る。


「はっ……あぁ～ん」


　不意打ちで乳ち首くびをなぶられてしまい、思わずうしろに体重を移動させたとたん、中に埋うずめられたままの雄の角度が変わって、一番敏びん感かんな肉襞をぐりっと擦こすりあげられてしまった。


「ひっ……ひぃぃっ！」


　開ききった唇くちびるから、鋭するどい悲鳴が放たれる。


「これはどうしたんだい？　ひとりで、ずいぶん愉しげだね？」


「あふぅっ……やっ！　も、そこは。触さわらっ…ないでぇっ」


　苦しいほどの喜き悦えつに怯おびえた悠斗が泣きながら許しを乞こうても、一向に聞き入れてもらえない。


　瀬戸は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで両方の手を伸ばし、さらに悠斗の乳首をいじり倒す。


「はぅっ……あん～っ。やっ。もうっ……そこは、やめてぇっ」


「じゃあ私はもう触らないから、悠斗自身が動きなさい。膝ひざを立てて腰を持ちあげてごらん」


　悠斗は甘く指示されると、無意識に従ってしまう。


「っ……ぅぅんっ…あ。はぁ～ん」


　悠斗が腰をわずかに浮かせると、悠斗の尻しりの孔あなからは粘ねん膜まくに包まれた赤黒い巨きよ肉にくが雄々しい姿を覗のぞかせる。


「可愛いよ、悠斗」


　傍はた目めには、ただ瀬戸の腰に座っているように見える悠斗だったが、彼が確かに男の肉によって穿たれて繫つながれていることを証明するような卑ひ猥わいな光景だった。


「あぁ～っ……あ、あぅ～んんッ」


　ズルリと男の肉が抜かれると、悠斗の媚び肉にくが雄にまとわりつくように収縮して締しめつける。


「くっ……たまらないなっ……」


　瀬戸は嗄しわがれた声を発して快感を伝えると、再び悠斗の両の乳首を指の先でぷるぷると弄いじってなぶり始める。


「やぁぁ。痛いっから……もう、そこはよして下さっ……あぁぁ…ぅん。はぁっ」


　同じように悠斗も激しい快感を得ていることは、悠斗自身の突き立った雄の先から垂れこぼれる透とう明めいの液体が物語っていた。


「噓をつくんじゃない。悠斗もいいんだろう？　真っ赤な乳首だけじゃなく、濡れた孔もね。だって、こんなに涎よだれを垂らして悦よろこんでいるじゃないか」


「いやぁ…言わないでぇ」


　瀬戸は乳首をなぶっていた指を止めて、今度は雄の先にある小さな孔を爪つめの先でグリッと抉えぐった。


「はぁっ！……いやぁぁぁぁッ」


　踏ふんばっていた悠斗の脚あしががくっと折れ、再び瀬戸の腰に深く座り込んでしまうと、最さい奥おうの最も過か敏びんな前ぜん立りつ腺せんを、張り出した雄のエラで強きよう烈れつに擦られる。


「ひぃぃぃ……………っ！」


　絶頂が悠斗を襲おそったが、瀬戸はその瞬間に雄の根本をきつく指で締めつけて射精を阻そ止ししてしまう。


「ぁぁっ……あ、あぁ……いやぁ。嫌いやッ！　どうしてッ？　お願いっ……先生、イかせてぇ」


　泣きながら懇こん願がんしても許されず、さらに要求が与あたえられた。


「動きなさい。悠斗が自分で動くんだ。いい子だから」


　優やさしく脇わき腹ばらを撫なでられ、欲望を体内に押しとどめられた悠斗は無意識に腰をうねらせ始める。


　だが、懸けん命めいに動いても動いても、瀬戸から与えられる壮そう絶ぜつな快感とはほど遠くて、悠斗は焦じれて焦れてまた泣いた。


「先生っ……先生ぇ」


「なんだい？」


「もう、もうっ………許してぇ」


　むせび泣きながらついに降こう伏ふくを口にすると、瀬戸がベッドの上にようやく上体を起こした。


「ひぃ……っ……」


　内部の雄おすが敏感な部分を刺し激げきしたせいで、思わずうしろに倒れそうになる悠斗の腰こしを支えながら、瀬戸は向かい合うような形を取る。


「許して欲しいのか？」


「はい、はいっ」


「君は誰だれのものだい？」


　もう、たまらなかった。


　なぶられ続けた乳首も、半はん端ぱに擦られた孔も、もう限界だった。


「先生のっ、先生の、ものっ……です」


「だったら、君は私の言うことをなんでも聞く可愛かわいい人形になる？」


「はい！　僕は、先生の人形です」


　瀬戸は優しく悠斗の涙なみだを舌で舐なめ取ると、息だけで悪かったと囁ささやいて、ようやく腰を動かし始めた。


「はっ！……あぁっ、はぁ～っ。んん………ッ」


　ようやく欲しかったものを与えられ、悠斗の粘膜は歓かん喜きに震えるように男の肉に絡からみついて絞しぼりあげる。


「たまらないよ。悠斗」


　嗄れた声で男が名を呼び、腰を獣けもののような厳しさで上下に揺ゆすり倒す。


「ぁぁっ…あぁぁ～っ！」


　悠斗が激しい淫いん蕩とうに溺おぼれて鮮やかに背を反らせると、硬かたく尖とがった乳首がまるで捧ささげもののように瀬戸の眼前に突つきだされた。


「ふふっ……ここも食べて欲しそうだね？」


　そう言った瞬間、瀬戸は鮮やかに咲さいた肉芽に残ざん酷こくなまでに食くらいつく。


「あぁっ……ひっ…ひぃっっ」


　むごいほど乳首を吸い尽つくされ、さらには前歯で嚙かみ千切るように食べられてしまうと、


「はぁん……だめぇ、だめぇ……痛い、からっ……せんせっ……あ、ぁ～っ！」


　悠斗は全身を痙攣させながら、ついに瀬戸の腹に勢いよく己おのれの欲望を撒まき散らしていた。


「おっと、私の身体からだが濡ぬれてしまったよ。悠斗はいけない子だね。私の許しもなく漏もらすなんて」


　男は丸い双そう丘きゆうを摑つかんで左右にグイッと広げると、赤黒い竿さおをくわえ込んで伸びきった孔の周囲の皮ひ膚ふに触ふれた。


「ぁっ……あ！　そんな、あぁ～っっ、そこは、触ったらダメぇ」


　これ以上ないほど広がった蕾つぼみの中に、瀬戸は無む惨ざんにも自分の両方の人差し指を強ごう引いんに食い込ませていく。


「そんなっ……怖こわいっ！　先生、やめてくださっ……ぁひっ……ひぃぃぃ」


　拷ごう問もんでも受けているような悲鳴が悠斗の唇から放たれた。


　気絶するほど壮絶な喜悦に飲まれ、悠斗の口からは、だらしなく涎が垂れ落ちた。


「いい眺ながめだな。さぁ、このまま動いてあげるよ。死ぬほどの快楽を教えてやろう。この身体が、私から一生離はなれられないようになるまでね」


　瀬戸が悪あく魔まのように魅み惑わく的に微笑ほほえむと、そこから先は地じ獄ごくのような激しい抽ちゆう送そうの嵐あらしが悠斗を襲う。


「やぁっ…あ！　あぁ！　もっ……助けて、先生。ぅぅっ～っ。お願いですっ……許してぇ」


「なにを許すんだい？　私を満足させてくれるんだろう？　もっともっと鳴きなさい。堕おちて汚よごれた君だって、飽あきるまで可愛いがってあげるから」


「もう、だめぇ……許して下さっ……ぅ。あ、あぁ」


　どれだけ懇願を口にしようとも、悠斗は瀬戸が満足するまで延々とイかされ続けた。


　それでも愛されていることを全身で感じることができる幸せに、悠斗は酔よいしれた。





７




　瀬戸を好きだという感情を認め受け入れてしまった時から、悠斗はこれまで以上に明るくなった。


　世界中の人に自分の想おもいを打ち明けて歩きたいほどに、今は幸せでいっぱいだ。


　瀬戸の部屋で彼自身の過去を打ち明けられたことも、悠斗にとっては相手に信しん頼らいされ、愛されている証あかしを感じられる出来事だった。


　すでに今の悠斗にとって、瀬戸は甘い秘密を共有する恋こい人びとという存在に変わっている。


　初めて本当の恋を知った悠斗には、もう怖いものはなにもなかった。








　その日、久しぶりに少し早めに仕事が終わった悠斗は、目黒にショッピングに出かけていた。


　つい最近、脚にとても馴な染じんでいた通勤用のローファーを履はきつぶしてしまって、同じものを買い求めようと思ったからだ。


　瀬戸と一いつ緒しよに食事でもできればと思って勇気を出して誘さそってみたが、今夜はなにか特別な予定があるそうであきらめた。


　もうすぐ三月ともなると、そろそろ暖かくなってきそうな時期だが、今年はいつまでも寒い。


「うわっ…風が冷たいなぁ」


　強い風が吹ふくと体感温度が一気に下がる気がして、悠斗はコートの襟えりを両手で合わせた。


　これでは、この前の誕生日に蘇芳からもらった春物コートが着られるのは、まだ先かもしれないと思う。


　駅前の歩道を、悠斗は目当ての店のある方向に歩いている。


　その歩道に整然と植えられたプラタナスは見事に電でん飾しよくで飾かざりつけられ、行き交かう人の足元を照らしている。無数の電球が放つまばゆい光で歩道は昼間のように明るい。


「綺き麗れいだなぁ」


　思わずつぶやいてみた時、悠斗は対向車線側の歩道に、見慣れた人ひと影かげを見つけた。


「え……？」


　人通りがあまりに多いので、最初は見み間ま違ちがいかと思ったが、遠目に見える彼が整った微笑みを浮うかべた瞬間、悠斗はそれが瀬戸であることを確信する。


「先生？」


　こんなところで偶ぐう然ぜん彼を見つけるなんて、なんだか嬉うれしくなる。


　すぐ先の交差点を渡わたって、瀬戸のところに駆かけつけようと思った矢先、彼が一人ではないことに気づいた。


「……あれ？」


　瀬戸は、真っ白なコートを着た長身の女性と一緒にいる。


　そう言えば、瀬戸は今夜、予定があると聞いてはいたが……？


　思い出した瞬間、悠斗の脚あしは電池切れのロボットみたいに自然と止まっていた。


「……でも、先生が女の人と会う約束をしているなんて思ってなかった……」


　自分が今、想像以上に動どう揺ようし、落らく胆たんしていることを悠斗は意識せざるを得なかった。


　呆ぼう然ぜんと見守る中、二人はそのまま駅前の交差点を渡ってくる。


　距きよ離りが縮まったことで、その女性が瀬戸の腕うでに自らの腕を絡めて歩いていることを知った。


「………」


　彼女はくっきりと大きな瞳ひとみが印象的な綺麗な顔立ちをしていて、とても快活そうに見える。


　少しウエーヴのかかったセピアブラウンの長い髪かみが、瀬戸のコートの肩かたに頼たよりなげにかかっていた。


　二人はそのまま、一件のフランス料理店の中に消えていく。


「先生……」


　どう見ても、瀬戸とその女性は仲の良さそうな恋人同士に見えた。


　悠斗は急激に不安に襲おそわれ、その場に立ちつくしてしまうが……。


「まさか、そんなことないよな？」


　だって、瀬戸は言ってくれたのだ。


『君だけを愛している』と。


　悠斗は邪じや心しんに囚とらわれず、その言葉だけを真まっ直すぐに信じようと決めた。


　だって、自分が遊ばれているなんて少しも思えなかったからだ。


「きっと……今の女性は、仕事関係の人だよ」


　瀬戸を純じゆん粋すいに信じたいと、己おのれの心が訴うつたえてくる。


　だから、彼を信じよう。彼の唇くちびるから語られた言葉だけを信じよう。


　悠斗はそう心に誓ちかった。








　その翌日、特別会議室で瀬戸に会った悠斗だったが、彼はいつもと変わりない笑え顔がおを向けてきた。


「おはよう」


「……おはようございます、先生」


　その瞬しゆん間かん、瀬戸が昨夜、一緒にいた女性に向けた笑顔が記き憶おくの中から蘇よみがえる。


　まるで作りもののように感じた完かん璧ぺきな笑みだったが、今の彼のそれと一体どれほどの違いがあるのだろうか？


　悠斗の中に生まれたひとかけらの猜さい疑ぎ心しん。


　先日、風か邪ぜをひいた瀬戸をマンションで看病した時、彼が一度だけ見せてくれた笑顔。


　あの笑顔だけは、本物のそれだということが判別できた。


　でも…今この時、自分に向けられる瀬戸の笑顔は、果たして本物だろうか？


　そんな疑問が、悠斗の中にじわじわと湧わきあがるが…。


　それでも仕事が始まると、そんな悠ゆう長ちようなことを考えられないくらい忙いそがしくて、悠斗は自分の業務と瀬戸の手伝いの両方をこなしながら急がしく午前中を過ごしていた。


「悠斗、ちょっと頼たのまれてくれないか？」


　午後になって、精査のすんだ決算書を整理していると、瀬戸に声をかけられる。


「悪いが、少し資料を見せて欲しいんだが」


「はい、なんの資料でしょうか？」


「海原建設と、海原家の個人資産の詳しよう細さいを知りたいんだが」


「………え？」


　その要求を聞き、悠斗が少し困こん惑わく気味に答えた。


「あの……それは、海原の個人的な資産…ですか？」


「そうだ」


　企き業ぎようは、監かん査さに入った会計士への書類閲えつ覧らんの開示は絶対で、法律でも監査される側に義務づけられているのだが、瀬戸が要求している資料そのものは、今度の財務諸表監査には直接関係ないものだ。


「………でも、あの…」


　戸と惑まどいはしたが、彼が理由もなく個人資産の資料を閲覧したいなどと要求するはずがない。


「あぁ、ごめん。君を困らせたかな？　もし、なにか問題があるなら結構だけどね」


　おそらく、監査を担当した公認会計士の視点から、またなにか経営のアドバイスをするために必要な資料なのだろうと悠斗は判断した。


　それに、海原の個人資産の書類を閲覧する許可なら、現社長の長男である自分の立場でも充じゆう分ぶん可能だと思う。それに、昨日から海原の社長である悠斗の父は、秘書と共に米国に出張していて不在だということは知っていた。


「わかりました。資料は社長室にありますので、すぐに借りてきます」


　悠斗は急いで役員室が入っている階に出向くと、社長室のドアをノックする。


　応対に出たのは社長の世話係をしている秘書課の若い女子社員だった。


「すみません。経理部の海原ですが、海原の資産関係の資料を見せて欲しいんですが」


　本来なら、その資料は親族及および、社長秘書以外の者が閲覧するには、社長自身の許可が必要である。


　書類の中には、海原の所有する土地や株、債さい権けんなど、すべての資産についての記き載さいがあった。


　もちろん、親族の家系図や名めい簿ぼも漏もれなく記されている。


　悠斗にとって幸いだったのは、社長と社長秘書が不在ということだった。


「わかりました。どうぞご覧下さい」


　悠斗が社長の子息であることは秘書室の社員である彼女も知っているので、すぐに快く機密資料を見せてくれた。


「ありがとう。これ、ちょっと借りていっていいですか？　夕方には必ず返すんで」


「え？　でも……」


　秘書課の女子社員はわずかに戸惑いを見せたが、ややあってから許可をくれた。








　さすがにそれは社外秘資料なので、他ほかの社員の目に触ふれさせない方がいいだろうと判断した悠斗は、会計士の昼食用に押さえている応接室で瀬戸に閲覧してもらうことにした。


　他の先生方にも断りを入れて、彼だけを応接室に通す。


　室内にある革かわ張ばりのソファーに腰こし掛かけた瀬戸に借りてきた資料を渡すと、瀬戸はいつもの笑顔で礼を言って受け取ると、さっそく資料に目を通し始めた。


　彼の完璧な笑みを見て、悠斗はまた昨日の女性のことを思い出してしまう。


　それに、最近は瀬戸の笑顔を見るたび、いつもなにかしら引っかかるものを感じていた。


　特に今の笑顔などは、本当に作り物めいた冷たさまで感じる。


　おそらくその原因は、あの日、瀬戸のマンションで熱を出した彼が見せた、屈くつ託たくのない本物の笑顔を知ってしまったせいだろう。


（僕は、どうしてそんなことを考えてしまうんだろう？）


　何度も瀬戸の笑顔を比べてしまう自分を客観的に見ることで、悠斗は気づいた。


　昨夜のあの女性と瀬戸の本当の関係を知ることよりも、むしろ瀬戸の本当の姿を知りたいという欲望の方が今は遥はるかに勝まさっている。


　もちろん、彼女との関係が気にならないわけではなかったが、そんなことを瀬戸に訊ききたくはなかった。


　信じる強さを持ちたかったからだ。


　いや………もしかしたら、真実を知るのが怖こわいのかもしれない。


　瀬戸を信じたいと願っている気持ちの中に、それでも猜疑心に苛さいなまれる自分が存在していることを悠斗は自覚している。


（でも、僕は先生を信じてる。あの時、僕を好きだと言ってくれた先生の目は、絶対に本物だった。だから、先生の言葉に噓うそはないって信じてる）


　その想おもいだけが、今は悠斗を強くしていた。


　瀬戸本人を前にし、悠斗が複雑な心情を持て余している間も、瀬戸は熱心に社外秘である資料を閲覧している。


　その姿を見て、悠斗は自分も書類の整理に戻もどろうと立ちあがった時、ドアがノックされて専務の蘇芳が応接室に姿を現した。


　蘇芳は最初に悠斗に目をやり、素す早ばやく瀬戸の方に視線を移す。


「あ…蘇芳専務。どうなさったんですか？」


　悠斗が急いでドアに駆かけ寄って声をかけたが、蘇芳はそれには応こたえずに瀬戸の座っている対面のソファーに断りもなく腰かけた。


　たった今、瀬戸が閲覧している資料は社外秘のもので、悠斗は自分が持ち出したことが蘇芳の耳に入ってしまったのかもしれないと直感する。


「瀬戸先生。少しよろしいですか？」


　穏おん和わな口調でかけられた声だったが、その中になにか含ふくまれるものが感じられる。


「えぇ、なんでしょう」


　瀬戸は静かに機密の書類を閉じ、さり気なくデスクに伏ふせ置く。


「たった今、秘書室の佐さ々さ木き君から電話をもらいましてね。経理の海原社員が、海原の個人資産の資料を閲覧したいと言って持ち出したことを伝えてきた」


　おそらく彼女は悠斗に許可したあと、やはり少し迂う闊かつだったと感じたため、一応、海原建設の二人の創始者のうちの一人の孫である蘇芳に、伺うかがいをたてたのだろう。


「先生が今、ご覧になっている資料がそれですね？」


　蘇芳が目ざとく指し摘てきしたことで悠斗は動どう揺ようしたが、瀬戸自身は少しも焦あせる様子を見せなかった。


「あぁ、これは経営についてのアドバイスをするために必要な資料だったんですよ。私は今回の監査業務を通じ、会計制度の確立だけでなく、企業としての資産管理体制の改善にも積極的に貢こう献けんするため、資料を見せてもらっているんです」


　確かに監査が始まってすぐ、瀬戸は経営と経理の両面での指南を蘇芳にしていた。


「えぇ、瀬戸先生の着眼の鋭するどさには我々も感かん銘めいしておりますよ。ですが、今度のことに関してはどうでしょう？　実はね、それだけじゃないんですよ。先生は数日前に、弊へい社しやの人事関連データを閲覧しましたね？……なんのためです？」


　悠斗は、はっと息を止める。


　おそらくあの残業の夜…瀬戸と二人きりになった時、経理部の部屋で抱だかれた直後のことだ。


「……どうして私が検けん索さくしたと？　なんのことです？」


　当然、瀬戸はその事実を認めようとせず、蘇芳は渋しぶい顔で追つい及きゆうを続けた。


「実は、人事関係のデータについては、どこのパソコンから、いつ閲覧されたかがすべて履り歴れきに残る仕組みになっているんですよ。その日のその時間、経理部内に残っていたのは海原悠斗と、そして先生だけでした。お忘れですか？　帰宅される時、偶ぐう然ぜん通用口でお会いしたでしょう？」


　海原建設のセキュリティは厳重で、出退社の時、必ず通用口のドアロックをカードで解除して通らなければならない。


　よって、出社と退社の時間が自動的に記録されるようになっている。


「海原君、君はあの日の午後十時頃ごろ、人事データを閲覧したか？」


　ドアのところに立っている悠斗を振ふり返った蘇芳が穏おだやかに訊いてくると、とっさに悠斗は瀬戸を庇かばってしまった。


「あ、あのっ……はい！　確かに…僕が閲覧しました」


「なんのために？　君は給きゆう与よ決済の担当者ではなかったはずだが？」


「それは……」


　さらに追及されると、悠斗はすぐに口ごもってしまう。


　経理部という組織の中には給与課があって、そこでも海原建設に勤務する全社員の人事データを管理している。


　だが悠斗は、その課に所属する社員ではなかった。


「瀬戸先生、お聞かせ願えますか。一体なにが目的なんです？　それに、あなたが海原悠斗に執しつ拗ように近づこうとしている理由はなんですか？」


　蘇芳は再び瀬戸に向き直ると、厳しい声こわ色いろで彼を問いただす。


　だが、たった今、蘇芳が発した言葉に、悠斗は血の気が引くような錯さつ覚かくを覚える。


（先生が、僕に近づこうとしている？　それって……なんのこと？）


「なにをおっしゃっているんです？　私が海原君に特別な興味でもあるとお思いですか？」


　その時、今まで淡たん々たんとしていた瀬戸の表情がわずかに難しいものへと変化した。


「えぇ…違ちがいますか？　まぁ、これが単なる私の思い過ごしであればいいのですがね」


　そして……。


　次に瀬戸が発した信じられない言葉が、悠斗を奈な落らくの底へと突つき落とすことになる。


「実は……私的なことであまり話したくはなかったのですが……私は近々婚こん約やくするんですよ」


　戸口に立っている悠斗の手から、持っていた資料がバサバサと落ちてしまうと、瀬戸がゆっくりとソファーから立ちあがって近づいてくる。


「どうしたんだい？」


　床ゆかに広がった書類を拾いながら、瀬戸は優やさしげに声をかけてくる。


「あのっ……すみません、先生。僕っ………」


　呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた悠斗は、あわてて床にしゃがむと、一いつ緒しよになって書類を拾い始める。


「はい、これで全部だ。確かめて」


　瀬戸が差し出した書類を受け取ろうとして伸のばした悠斗の手は、細かく震ふるえていた。


「悠斗？」


「す……すみませんで、したっ」


　懸けん命めいに平静を繕つくろおうとするほど感情が乱れてしまい、悠斗の瞳ひとみからは唐とう突とつに、堪こらえきれない涙なみだがぽろりとこぼれ落ちる。


「……」


　それを見た瞬しゆん間かん、瀬戸の作り物の表情が顕けん著ちよに変化したのを、蘇芳は見み逃のがさなかった。


「悠斗……！」


「ごめんなさい。し、仕事がありますから、僕はこれで……っ」


　一瞬にして身を翻ひるがえした悠斗の腕うでを、瀬戸は反射的に摑つかんでいた。


「は、放してっ」


　悠斗は泣きながら腕を振りほどこうとする。


「悠斗っ」


　名を呼ばれて瀬戸を振り返ると、彼の顔には歴然とした動揺が浮うかんでいて、悠斗はわからなくなる。


（どうしてっ？　どうして…そんな顔を…今っ？　先生っ）


「瀬戸先生」


　その時、蘇芳が名を呼んだことで、瀬戸はふと我に返ったように冷静な顔で摑んでいた手首を離はなした。


　次の瞬間、悠斗を飲み込んだ応接室のドアが、音をたてて閉まった。


「ずいぶん顔色がお悪いですが、どうなさいました？　そんなに悠斗を泣かせたことに胸が痛みますか？」


「専務。ですから、妙みような言いがかりをつけないでいただけますか？」


　瀬戸は自らの気を引き締しめるようにネクタイの結び目を締め直すと、再び冷れい徹てつな表情に戻る。


　だが、取り繕おうとしてもままならないのか、男の表情はすぐに苦しげに歪ゆがんでしまい、それを目まの当たりにした蘇芳は、わずかに安あん堵どした様子でため息を吐はき出した。


「先生、話してくれますね？　本当のことを」


　蘇芳は論ろん旨しを元に戻そうとして、そんなふうに声をかけるが、瀬戸はしばらくの間、まったく言葉を発しなかった。


　ややあってから蘇芳がもう一度声をかけると、焦しよう点てんの合わない目でずっと宙を睨にらんでいた瀬戸が、ようやく腹をくくったように話し始める。


「……海原の現社長、海原雅司が過去に捨てた愛人の息むす子こ。それが私の正体です」


　それは唐突に、衝しよう撃げき的な告白から始まった。


「っ！……なんですって？　そんな…まさか？」


「私の母はね、若い頃、この海原建設に在ざい籍せきしていた経理部社員だったそうです」


　蘇芳はにわかには信じられないと言った様子で額に手をあて、天てん井じようを仰あおぐ。


「密ひそかに恋れん愛あい関係になっていた海原雅司の子供を宿してしまった母は、すぐに莫ばく大だいな手切れ金を渡わたされて別れ話を持ちかけられたそうです。でも母はそれを受け取らなかった。その代わり、生まれてくる子供だけは認にん知ちしてくれと言い残して退社したそうです。そして海原雅司はそれを承しよう諾だくし、二人の逢おう瀬せのために購こう入にゆうしたマンションだけは母の名義のままにして譲ゆずりました。それから母は、女手一つで苦労して私を育ててくれたんです」


　まるで他ひ人と事ごとのように表情一つ変えずに淡々と語られる過去に、蘇芳はむしろ胸を締めつけられるほどの痛みを感じる。


「そう言えば……ずいぶん昔に一度、父から聞いたことがあります。海原社長には、もう一人、別の女性との間に男児がいたということ」


　蘇芳はさらに、はっとした表情を浮かべた。


「……だとすると、悠斗はあなたの腹はら違ちがいの弟ということになる…」


「ええ。そして海原雅司は母を捨てたあと、地元の代議士の長女である香か川がわ良りよう子こと婚約した。あなたもご存じの悠斗の母親ですよ。彼の目的は一つ、すべては自分の社会的地位をより確かなものにするためです」


　蘇芳には、ようやくすべての真相がわかった。


「……なるほど。そうだったんですか。それで…瀬戸先生は海原に…いや、海原一族に対し、深い恨うらみを抱いだいて育ったというわけですか？」


　蘇芳はすぐに、瀬戸の目的を推察しにかかる。


「えぇ、そうです。同じように認知された子供であるのに、私は「海原」というブランドに一生拒きよ絶ぜつされて生きていくのです。そう思った時、海原が永久に私を排はい除じよしようとするなら、自分の力で中に入り込んでやろうと考えました」


　その言葉には、複雑な瀬戸の心情が表れている。


　彼は海原を憎にくみながらも、どこかで自分の存在を「父」に認めて欲しいと願っているようにも見えた。


「それで、あなたが選んだ職業が公認会計士ですか」


「ええ、会社の中に入って経営状じよう況きようを深く知るための正当な方法を、私はいろいろ考えました。そして最後に思いついた。公認会計士という立場を手に入れて監かん査さ役として社内に入り込む方法です。それが一番だと考えました。それに……」


　瀬戸は少しだけ言葉を迷いながら付け足した。


「海原の経理社員だったという母のしていた業務を、少しでも知りたかったのかもしれません」


　もしかしたら、それが彼の本音なのではないだろうかと蘇芳は疑ってしまう。


　すべてを知り、瀬戸のこれまでの境きよう遇ぐうを考えた時、蘇芳はどうしても彼を憎みきれなかった。


　だが、専務としての立場において、感傷的になるわけにはいかない。


「なるほど。それで正当に社内に入り、あなたは海原の秘密でも握にぎるつもりでしたか？　弱みを握って脅きよう迫はくする…とか？」


「えぇ。大学時代はまだそんな物ぶつ騒そうで幼よう稚ちなことを考えていました。どの企き業ぎようでも多かれ少なかれ不ふ透とう明めいな弱点はあります。特に建設会社は汚お職しよくや入札談合など裏では汚きたないことも日常茶さ飯はん事じですからね。私はそんな海原の内部事情を知り、それを暴ばく露ろしてやろうと考えていました」


「確かに、それには公認会計士という立場が一番有効ですね。信用された立場ですから」


「そうです。他ほかに方法はありませんでした。でもまぁ、昔はそんな物騒なことを考えていましたが、今はとんでもないですよ」


「確かに……ここまで築きあげたご自分の社会的地位を危あやうくするような真ま似ねはできないということですね？」


「えぇ。私もそこまで馬ば鹿かじゃない。もう冷静な大人ですからね。ただ、あまりに幸福そうなご子息に、少し悪いた戯ずらをしてやりたかっただけなんです。私の母を苦しめたその男に、心底可愛かわいがられている彼を傷つけてやりたかった」


　自分の復ふく讐しゆうのために悠斗の心を傷つけたのなら、蘇芳は彼を許せないと思った。


　だが……。


「なんて人だ……それで悠斗をっ？」


「海原社長と初めて話をしたのは、一月の悠斗の誕生日パーティーの会場でしたよ。でも、あの人はまったく私の正体に気づかなかった」


　落らく胆たんの色を隠かくせない表情。まるで、気づいて欲しかったとでも言うような…。


「まぁ、無理もないですね。でも、私は母にとてもよく似ているそうなんで、もしかして少しは気づいてくれるかとも思ったんですが…」


　哀かなしげに一いつ旦たんは伏ふせられた瞼まぶたが、かっと開く。


「海原雅司が最も大事にしているもの。それを傷つけるのは愉ゆ快かいなことだと思っていました」


　そう話す瀬戸の瞳が、父の話をする時以上に苦く渋じゆうの色を滲にじませていることを蘇芳は見み抜ぬいてしまう。


　父に忘れ去られたこと以上に、悠斗を騙だましてしまったことが哀かなしいのだと思えるほど、切ない目だった。


「瀬戸先生……あなたは、これから悠斗をどうするつもりです？」


「さぁ…別にどうもしませんよ。なにか勘かん違ちがいしておられるようですが、私に近づいてきたのはむしろ彼の方ですからね」


「それは貴方あなたが罠わなにはめて、そう仕向けたからでしょう？」


「……まぁ、それはどうでしょうね」


「さっきの悠斗の涙なみだを見て、貴方はなにも感じませんか？」


　瀬戸の動どう揺ようは、はっきりと形になっていた。


「えぇ、正直、胸が痛いですよ。彼のことを、私は本気で可愛いと思っていました。悠斗は純じゆん粋すいで素す直なおで、とても優やさしい。私が憎んでいた海原雅司の息子は、もっともっと高こう慢まんで嫌いやな奴やつでなければならなかったのに……彼が、とても……他人を思いやれる優しい人間だったことが、今は残念でなりませんよ」


「本当に先生は、ただ悠斗をもてあそんだだけなんですか？　違うでしょう？　さっきこの部屋から出ていこうとした悠斗を引き留めた時の貴方の目は本気でした。私には、かなり気持ちが傾けい倒とうしているように見えましたがね？」


　瀬戸は皮肉な目をして、


「嫌な人だ。貴方を敵にまわしたくはありませんね」


　と小さくぼやいた。


「でも蘇芳専務、それは貴方の勘違いです。私が動揺したのは、ただ、ちょっと計画にはない展開になったせいです。私に婚こん約やく者しやがいることは、近いうちに彼にも話すつもりでした……それが少し早まっただけですよ。さぁ、もういいでしょう。この話は終わりにしましょう。専務の目的は、これなんですから」


　そう言うと、瀬戸は机に伏せていた海原の資産関係の資料を差し出す。


　蘇芳はそれを受け取って大おお袈げ裟さに息をつくと、ソファーの背に深くもたれた。


「では瀬戸先生、本題に戻もどりましょう。貴方の口から真実をはっきり訊きかせて下さい。この書類を欲ほつした本当の理由と、海原の人事データをなんのために閲えつ覧らんしたのか？」


　蘇芳自身も、瀬戸が真実を白状するなどとは微み塵じんも思っていないが、立場上、追つい及きゆうは必要だった。


「それはもちろん、海原の資産管理と運用改善のために、御おん社しやの現状を把は握あくしたかったからですよ。人事給きゆう与よについて、新しい経理システムを構築するために必要だと判断したからデータを閲覧したまでです。悠斗に頼たのんで持ってこさせたのは、ただ…時間のかかる余計な手続きを踏ふむのが面めん倒どうだっただけです。我々の監査は明日で終わりますからね。でも、やはり私が悪かった。今度機密資料をお借りする時は、正当な手続きを取るように致いたしましょう。本当に他意はありません。それとも、なにか私の行動に法的な問題でも？」


　瀬戸の答えがあまりにマニュアル通りのものだったので、蘇芳は反論する気もなくなる。


「……いいえ。問題ありません」


　公認会計士という立場である彼の答えは、どこにも隙すきがなく完かん璧ぺきだった。


「それはよかった。でも、その点に関しては本当に申し訳ありませんでした。でも、期待して下さい。また画期的なアドバイスができると思いますから」


「それは、ありがたいことです」


　蘇芳がお手上げだというような顔で椅い子すから立ちあがると、瀬戸もすぐに立ちあがる。


「では専務、私は精査がありますのでこれで失礼します。監査も明日で終わりですからね。ご安心下さい。我々は全員、明日で引きあげますから。では、また明日」


　二人は経営者と監査役の役を演じきるように硬かたく握あく手しゆを交かわし、瀬戸は一礼してから応接室から出ていった。


　蘇芳は憮ぶ然ぜんとした顔で、悠斗と彼のことを推察する。


「わからない……瀬戸の真の目的はなんだ？　本当に、悠斗をもてあそぶだけが目的だったのか？　いや、違う。彼はもっと計算高い男だ…」


　それでも、悠斗個人のことに関しては、蘇芳にもどうすることもできない。


　もっと早くに二人の関係に気づいていれば……。


「悠斗……」


　あとはもう、悠斗自身が現実を受け入れ、瀬戸との関係を清算して自ら立ち直るしかないのだろう。


　蘇芳はスーツの胸ポケットから煙草たばこの箱を引き出すと、一本抜ぬいて火をつける。


　深く息を吸い込むと、少しだけ落ち着いた気分になれた。


　そして自分の中に、憤いきどおりと同情の感情の両方が混在していることに気づく。


「だが、おそらくあの人は、私たちには予想もできないものを背負って生きてきたんだろう」


　煙草の味が苦いと感じたのは、初めてのことだった。
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　その日の午後、まったく仕事に集中できなかった悠斗は、帰宅してからも食事が少しも喉のどを通らなかった。


　経理部内の財務諸表監かん査さは明日ですべてが終わる。


　瀬戸の言うように、今の彼との関係が一時の遊びだとしたら、二人の関係も明日で終わることになるのだろう。


　そう考えると胃の奥がきりきりと痛んだ。


「でも………瀬戸先生は何な故ぜ、僕にあんな言葉を言ったんだろう？」


　考えても考えても、どうしてもわからない。


『堕おちるところまで堕ちてみればいい』


　瀬戸はあの日、どうして誕生日パーティーの会場に現れたのか。


　そして悠斗の父に、母親が昔、知り合いだったと告げた。


　考えを深めるうちに、あれが偶ぐう然ぜんの出会いだったのではないと悠斗は気づく。


　瀬戸の看病をした時、彼は自分の父親は最初からいないと言っていた。


「あぁ、もうわからないっ……」


　いろんなことが一気に押し寄せてきて、考えるほどに頭が変になりそうだった。


　さらにそれだけではなく、悠斗を悩なやませるもう一つの現実。


　瀬戸が婚約するということ。


「でもっ、どうしてもこれだけは先生の口から訊きたい。あの女の人のこと……」


　そして、たった二週間だけの自分との関係。


　悠斗が応接室から逃にげ出そうとした時、瀬戸は一旦は悠斗のことを引き留めてくれたではないか？


「そうだよ…」


　どうせ終わるのなら、はっきりと彼の口から別れを聞かせて欲しい。


「先生に会いに行こう！　一人で考えていても答えなんて出ないから」


　決心した悠斗は、コートも着ずに田園調布の屋や敷しきを飛び出していった。








　瀬戸のマンションのエントランスに到とう着ちやくするまでは、彼が不在かもしれないなんて微み塵じんも考えなかった。


　もしかすると留守かもしれないと今いま更さらのように心配になりながらセキュリティドアの前で知った部屋番号を押すと、すぐに彼の声で応答がある。


「悠斗か？」


　不意打ちのように名前を呼ばれると、それだけで安あん堵どと共に熱いものがこみあげた。


「……はい」


　短く答えると、セキュリティドアがすぐに開いた。


「部屋にあがっておいで」


　優やさしい声に、一気に恋こいしさが募つのる。


（やっぱり僕は…先生が好きだ）


　強い感情で胸がいっぱいになった。


　悠斗がドアチャイムを鳴らすと、瀬戸はいつもの穏おだやかな顔で迎え入れてくれた。


　数日前、風か邪ぜをひいた瀬戸の看病に訪おとずれた立派なマンション。


　落ち着いたリビングのソファーに座ると、すぐに温かい紅茶でもてなされる。


「寒かったろう？　コートも着ないで出てきたらダメじゃないか。さぁ、飲むといい。少しはあったまるから」


　優しい気き遣づかいが嬉うれしくて、そして切ない。


「はい……ありがとうございます」


　花模様のカップを手にして一口喉に通すと、初めて自分の身体からだが芯しんまで冷え切っていることを実感した。


「美味おいしいです」


「それはよかった」


　部屋の空調もとても暖かく、身体が徐じよ々じよに温まってくると気持ちも落ち着いてくる。


　少しは冷静に話ができそうな気がした。


「あの……」


　遠えん慮りよ気味に声をかけた悠斗だったが、そのあとの言葉を迷っていると、


「私の婚約者のことだね？」


　瀬戸が自らその話題に触ふれてくれた。


「……はい。あの…………先生には、本当に……婚約している方がいらっしゃるんですか？」


「あぁ、いるよ」


　あっさりと認められると、悠斗は再び深い落らく胆たんの淵ふちに突つき落とされる。


　それでも、どうしても訊きかなければならなかった。


「その方と、ご結けつ婚こんなさるんですね？」


「……………予定では、そうなるだろうね？」


　歯切れの悪い言い方だったが、悠斗はきゅっと唇くちびるを嚙かむ。


「そうですか。とても……お綺き麗れいな方でしたから」


「え？」


　その言葉を聞いて瀬戸が驚おどろいたように眉まゆをあげたので、悠斗は彼があの夜、自分に見られていたのを知らないのだと思い出す。


「数日前の夜、僕が食事にお誘さそいして、先生が予定があるとおっしゃった日です。目黒の駅前で先生が女性と一いつ緒しよにレストランに入っていくのをお見かけしました」


「あぁ……そうだったのか。声をかけてくれればよかったのに」


　少しも動じる様子もなく、逆にそんなことを言われた。


　彼にとっては、本当に自分との関係なんて遊びなのかもしれない。


「先生、お願いします……」


　そう思うと切なくて苦しくて、急激に気持ちが高ぶってくる。


「どうか一つだけ訊かせて下さい。その方と結婚なさるおつもりだったなら、どうして僕を…僕を……抱だいたんですか？」


「この四月にね、私たちは結婚するんだ。彼女は三み好よし製薬の社長令れい嬢じようなんだよ。だから、今後一いつ切さい、君に手を出すようなことはないから安心しておいで」


　瀬戸は悠斗の問いには答えてくれずに、自分のことを話している。


「まぁ、君にはずいぶん愉たのしませてもらったけれどね」


　あえて悠斗を傷つける言葉を、彼が選んでいるような気がした。


「お願いです先生。どうか答えて下さい。何故あの夜、僕を抱いたんですかっ？」


　彼に抱かれなければ、こんなに好きになることはなかった。


　苦しむことはなかった。


　瀬戸はソファーの上で長い脚あしを組み替かえると、しばらく真顔でなにか考え込んでいるような様子を見せる。


「それは、私が君を……可愛かわいく思ったから。だから、抱きたくなった」


　まるで即そく物ぶつ的なその理由が、この男の本音なんだろうか？


　悠斗にはわからない。


　でも今のほんの一いつ瞬しゆんだけ、彼の表情は役者の演じるような作り物ではなかったと思える。


「それに、忘れたのかい？　私はあの時、悠斗自身に選せん択たく権を与あたえてあげただろう？　君自身が抱いて欲しいと言ったんだ」


　彼の言う通りだ。


「私はただ、それに応こたえただけだよ。そして君は抵てい抗こうしなかった。悠斗が抱いて欲しかったんだろう？……君は、そんなに私が好きだった？」


「今も好きですっ！　好きっ…です。どうしたら……貴方あなたと一緒にいられるんですかっ？」


「いいかい悠斗。私はね、誰だれも信じないんだ。これまでもそうやって生きてきた。私は誰の愛も信じない。本気で人も愛さない。そうやって生きてきたんだ。人を愛さなければ傷つくこともないんだよ」


　信じられない言葉だった。


「そんなっ……まさか。だったら、結婚する人のことも？」


「そうだな。愛ではないだろうな」


　悠斗にはわからないが、瀬戸はこれまで、そんなふうに誰も愛さずに生きてきたのだろう。


　優しい仮面をつけ、冷れい徹てつな内面を上う手まく隠かくして……。


　ようやくわかった。


　瀬戸は自分の望みを遂とげるためなら、手段を選ばない男だと。


「じゃあ、何な故ぜ先生は僕を……好きだと言ってくれたんですか？　あれも噓うそだったんですか？」


　感情的になってはいけないとわかっているが、上手く自分をコントロールできない。


「いいや。噓じゃない」


　いっそ、噓だと言って欲しかった。


「っ………先生は、ひどいっ」


　今泣いたら卑ひ怯きようだということはわかっているが、涙なみだが溢あふれるのを抑おさえられなかった。


「悠斗っ………！」


「ご、めんなさいっ……僕は、こんなっ、泣くつもりじゃ…」


「悠斗……私は、君のことを好きだよ。これは噓なんかじゃない。これまでは、一生誰も愛さないつもりだった。それでも……私はっ」


　泣きながら瀬戸の顔を見ると、そこにははっきりとした困こん惑わくが読みとれる。


　いつも冷静沈ちん着ちやくで何事にも動じない彼らしくない表情だった。


「悠斗、私は……本当に君が好きなんだ。自分でも、どうしようもないくらい」


　悠斗にはまるでそれが、真実の告白のように聞こえてしまう。


「っ……」


　それが本気の言葉なのかはわからなかったが、それでも嬉しくて哀かなしくて、涙がさらに溢れてきた。


「本当に……僕を、好きですか？」


　自分だけは、特別なのだと思いたい。


「あぁ。どうして疑う？」


「先生は、ずるいですっ……でもっ」


　彼がしたたかな男なのだと、悠斗はようやく気づいたが、それでも激しい恋こい心ごころが溢れ出す。


「離はなれたくありませんっ。先生と、ずっと一緒にいたかったのにっ」


「……私と、離れたくない？」


「はい」


　瀬戸はしばらくなにか考え事をしていたが、ややあってから言った。


「悠斗は、そんなに私を好きなのか？」


「好きです」


「本気で？」


「はいっ」


「あぁ…困ったな。ダメだよ悠斗。私にそんなことを言っては……いや、私はなにを言っているんだっ」


　苦しげな目で自分を戒いましめるような言葉を吐はいた瀬戸だったが、ややあってからなにか独り言をつぶやき、そのあと、再び彼の表情が穏おだやかな作り物の笑え顔がおに戻もどった。


「先生……？」


「悠斗、私も…できれば、ずっと君と一緒にいたいよ」


「え？」


　それは…彼の本心なのだろうか？


「でも、私は疑うたぐり深い男でね。これまで誰の愛も信じなかった。だから、君が本当に私を愛しているなら、その証しよう拠こを見せて欲しい」


「……証拠、ですか？……どうしたら、いいんでしょうか？」


　彼の側そばにいられるのなら、どんなことでもしてみせる。


「君は……海原家の御おん曹ぞう司し様なんだろう？　もし君が本当に私を愛しているのなら、すべてを捨てることができるかい？」


「……すべて、ですか？」


「あぁ、すべてを捨てて、身体からだひとつで私のもとに来れる？」


　瀬戸はそんな要求を突つきつけながらも、何故か一度も悠斗の方を見なかった。


「そうすれば、先生は僕を側に置いてくれますか？」


「あぁ……でも、いいかい？　すべてだよ。君が親から譲じよう渡とされるすべての資産を放ほう棄きするんだ。もちろん、ちゃんと弁護士に書類を作らせないとダメだよ」


　瀬戸のこの言葉には、なにか巧こう妙みような罠わなが潜ひそんでいるのではないか？


　悠斗は直感的に、そんなことを察知してしまう。


　だからこそ、自らが一層思し慮りよ深くなければと思ったが、きっとどれだけ悩なやんでも出る答えは同じだとわかっていた。


「わかりました。すべて、先生のおっしゃる通りにします。だから、少し時間をいただけますか？」


　それはまだ一つの仮説に過ぎなかったが、どこか確信に近いものがあった。


（もしかしたら、先生は……！）


「……悠斗？」


　悠斗はソファーから立ちあがる。


「これからすぐに、弁護士に依い頼らいして書類を作ってもらいますから」


「……あぁ」


「先生、紅茶をごちそうさまでした。ありがとうございます」


　悠斗がそのまま背を向けると、明らかに戸と惑まどいを含ふくんだ声が飛んできて脚を止めさせた。


「悠斗っ、待て！　ちょっと待て……」


「先生？」


「いいのか？　本当にそれでいいのか？　お前、ちゃんとわかってないだろう。よく考えるんだ。お前の人生なんだぞ？　だからっ」


　瀬戸は焦あせってなにを言っているのだろう？


　彼自身がそうしろと命じたくせに、何故そんな注意を受けなければならないのか？


「先生、もう考えるまでもありません。僕の想おもいは決して揺ゆらぐことなんてありませんから」


「だが…悠斗っ」


　悠斗には、もうなんの迷いもためらいもなかった。


「手続きが終わったらまた来ます。だから、待っていて下さいね」


　邪じや心しんのない笑顔でそう告げると、瀬戸はもうなにも言わなかった。


　そして苦しげに見送ってくれる彼の顔だけが、それからの数日間、悠斗を支え続けた。
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　悠斗は帰宅してすぐ、弁護士の手配にかかった。


　海原家には、顧こ問もん弁護士によって作成された遺産相続についての書類が存在している。


　悠斗の父、海原雅司の意向に添そって作成されたものだ。


　もちろん遺産の分配に関しては、嫡ちやく男なんである悠斗の承しよう諾だくも得てから決められている。


　とはいえ、その書類が作成されたのは悠斗が誕生して間もない時期だったから、実質、本人の意思が反映されたとは言えないだろうが…。


　最終的に、悠斗に譲渡される財産権は、海原の総資産のおよそ三分の二と想定されることがわかったが、悠斗は今、その遺産相続の権利をすべて放棄しようとしている。


　当然のことだが、父に話しても承諾など得られるはずもないことがわかっているから、独断で、しかも隠おん密みつに手続きをする必要があった。


　だから、海原の顧問弁護士ではなく、別の弁護士を探して話を進めなければならない。


　ところが悠斗がいくつかの弁護士事務所に依頼しようとしても、詳しよう細さいを話せばことごとく断られてしまう。


　無理もない話で完全に途と方ほうに暮れていた悠斗だったが、幸運なことにその翌日、知人の弁護士から話を聞き及およんだという若手の弁護士が、自ら名乗りをあげてくれた。


　遺産相続に関しては、本人の意思があればその権利を法律上、放棄することが可能になる。


　すぐに書類の作成が始まった。


　その間も、悠斗は会社での通常勤務があったが、すでに財務諸表の精査が終わった経理部には、会計士としての瀬戸の姿はなかった。


　でも彼がそこにいた十数日の間には、経理そのものについてだけでなく、経理担当社員としてのモチベーションというものについても瀬戸から学ぶことができたし、自分に自信を持つこともできるようになった。


　さらにこれからはもっと自己に厳しくなって、経理のスペシャリストを目指して励はげみたいという目標さえ持てたのだ。


「悠斗、少しいいか？」


　その日の終業後、悠斗は蘇芳専務からかかってきた内線電話によって、重役会議室に呼び出されていた。


　まさか……あのことがバレたのでは？


　嫌いやな予感が脳のう裏りをよぎったが、悠斗はすぐに席を立った。


　さすがは海外の賓ひん客きやくとの商談にも使われる応接室というだけあって、室内は落ち着いたシックな雰ふん囲い気きでまとめられている。


　ソファーの肘ひじ掛かけやテーブルには、精せい巧こうな彫ほり細工が入っていて、壁かべに貼はられたクロスは、緻ち密みつで優美な刺し繡しゆうの施ほどこされたカーテンと同じ素材でまとめられていた。


　天てん井じようはとても高く、そこからガラス製のシャンデリアが吊つるされている。


　悠斗がソファーに掛けて待っていると、十分ほどしてから蘇芳が入ってきた。


「待たせたな」


「いいえ」


　蘇芳はちらりと時計を見てから、すぐに悠斗の向かいのソファーに座る。


「一時間後には出張に出るんだ。悪いが手短に話すぞ」


「……はい」


　悠斗は彼からどんな話が持ち出されるのかと身構える。


　まさか、自分が密ひそかに弁護士に依頼している例の件が、ばれてしまったのだろうか？


　たまらなく気になっていた。


「実は昨日の終業後に、君のお父上、海原社長と少し話をしたんだ」


「ッ……？」


　心臓が飛び出しそうになる。


　悠斗は動どう揺ようを隠かくすこともできず、愕がく然ぜんとした面おももちで次の言葉を待った。


「社長となにを話したのかを悠斗に聞かせるかどうか、私はずいぶん迷ったが、やはり話すことにしたよ」


「……なにを、ですか？」


「セントラル監かん査さ法人の、瀬戸春臣公認会計士の……正体についてだ」


「あぁ、なんだ」


　厳しい表情で蘇芳が切り出した言葉に対し、悠斗はすぐにホッとした顔になる。


「そのことですか」


　その反応に、今度は蘇芳の方が意外な表情を見せた。


「そのことっていうのは、どういう意味だ？　お前……まさか？」


　悠斗はすでに察しをつけていた。


　おそらく、そうなのだろうと。


「瀬戸先生が、僕のお兄さんだってことでしょう？」


　平然と予測を口にした悠斗に、蘇芳は驚おどろきを隠せない。


「お前っ、知っていたのか？」


「……いいえ、知りません。でも……」


　予想はついていた。


　悠斗はこの状じよう況きようで、想像以上に冷静になっている自分を感じている。


「やっぱり、そうだったんですね。でも、これではっきりしました」


「……悠斗。それは、どういう意味だ？」


　瀬戸があの誕生日パーティーの日に、父と初めて会った時に発した言葉。


『母が昔、お世話になったんです』


　さらに、彼のマンションで看病をした時、弱った彼の口から語られた生おい立ち。


『私には……最初から父はいないんだ』


　そして瀬戸が初対面の自分に対して言った厳しい言葉。


『君は恵めぐまれ過ぎているからわからないんだ。一度、堕おちてみればいい』


　そのすべてを並べて推察した時、見えてくる一つの真実がある。


　瀬戸が……過去に父が愛した女性の息むす子こであるとしたら？


　すべての辻つじ褄つまが合うのだ。


　もちろん、父の過去についてのそんな話は聞いたことがなかったから、あくまで予想の範はん囲いだった。


　だが、これではっきりして、悠斗は胸の中のつかえが取れたような気がする。


「何な故ぜ知っているんだ？　瀬戸が言ったのか？　いや。まさかなっ…」


「先生が言ったんじゃありません。いろんなことを思い出して、たぶんそうだろうって結論が出たんです。それよりも、専務は誰だれからお聞きになったんですか？」


　それが知りたかった。


「………信じられないかもしれないが、本人が、そう言ったんだ」


「え？」


　それは悠斗にとっては意外なことだった。


　何故、そんな秘密を蘇芳に明かす必要があったのだろう？


「だが……悠斗がそれをすでに知っていて、今のように冷静でいられるなら、話もしやすい」


　もちろん今の悠斗には、瀬戸が自分に対し、どんな理由で資産の相続権を放ほう棄きしろと言ったのか、その真意も予想できている。


　普ふ段だんから察しのいい方では決してないが、好きな人のことに関しては敏びん感かんでいたかった。


「蘇芳専務、あと一つだけ教えて下さい」


「なんだ？」


「瀬戸先生のことを、父は実子として認にん知ちしているんですね？」


「あぁ……そのようだ」


　悠斗は、ようやくほっとした。


　ならば、すべてが上う手まくいく。


　いくら自分が財産を放棄しても、瀬戸が実子として父に認知されていないなら、彼に財産が譲じよう渡とされる可能性は低いだろうから。


「……言いにくいことだが、悠斗」


「はい」


「君が今、隠れてなにをしているかを、海原社長はすでに知っておいでだ」


「えっ？　それって…まさか」


　悠斗は初めて驚きをあらわにした。


「あぁ、そうだ。君が海原の財産相続権を放棄する旨むねの書類を、弁護士に依い頼らいして作成させていることだ」


「………そんなっ」


　やはり、すべて知られていたのだ。


「い、いつから？」


「おそらく、最初からだろうな」


　これで全部が台無しになる！


　悠斗は一気に落らく胆たんしてしまった。


「だがな悠斗、社長は……何故か全部を知っても、お前の行こう為いを咎とがめられなかったんだ」


「え？………何故ですか？」


「もちろん君の行動を阻そ止しすることは容易だったろうが、社長はそれをするつもりはないそうだ。悠斗自身が財産の譲渡を必要ないものと決めたのなら、それでいいとおっしゃった」


　ある意味、父らしい言葉かもしれないと悠斗は思う。


「あの……お父様は、瀬戸先生が誰なのかを、ご存じなんですか？」


「あぁ。それについては俺から話をした。でも、社長は君の誕生日パーティーの時、すでに瀬戸氏に会っておられたらしい。最初はわからなかったそうだが、あとで、すぐに気づかれたみたいだよ。そして……彼のこれまでの人生について、社長なりに心を痛められたのだろう。大胆な策士でありながらも情に厚いところは親子でそっくりだな」


　ある意味、悠斗以上に社長と瀬戸の性格が似ていることを、蘇芳は読み取っているようだ。


「………そうですか。父は、先生に…自分の子供を見捨てた負い目があるから、僕の身勝手を許してくれるんでしょうか？」


「さぁ、それはわからないが。俺はおそらく、社長はすべてを覚かく悟ごした上で、瀬戸氏のことを試ためしておられるんじゃないかと思う。彼自身、そこまで悪者になり切れるのかどうかってことをね？」


「……そうかもしれない」


　悠斗も、それに同感する。


　だからこそ、すべてを息子たちの判断に任せて静観することにしたのだろう。


「そしてもちろん、君のこともね」


「……え？　父は、僕のことも試しておいでなんですか？」


「あぁ、君が彼の寂さびしい傷を癒いやす存在になるかどうか……それを試そうとしておられるんだと思うよ。そして社長はきっと、そうなることを願っておられる」


　悠斗はその言葉に、ふと不安になる。


　まさか、自分たちの関係が父に知れているのでは？


「あの……父は、そのっ……僕と先生の…ことを？」


「いや、私は余計なことは話していない。社長は、悠斗が兄として瀬戸氏を慕したっているのだと思っておいでだよ」


「……そうですか。よかった」


「これで察しがつくかもしれないが、君が密ひそかに依頼したと思っている弁護士も、実は社長の息がかかっているんだ」


　あれだけ探しても見つからなかったのに、急に先方から依頼に応じてくれるという連れん絡らくが入ったのだ。今思えば、上手すぎる話だ。


「……はい」


　だが……父は最悪のことは考えなかったのだろうか？


　瀬戸が実子として法的な認知を受けているのなら、悠斗が放棄した海原の資産は、おそらく相当額が瀬戸の所有となるだろう。


　もしかすると瀬戸は復ふく讐しゆうを遂とげるために、海原の株を売ばい却きやくすることで会社を危機に追い込むかもしれない。


　法的にまったく落ち度のない形で正当に海原の資産を奪うばい、そして会社を危険に追いやることこそが、彼の真の目的なのだとしたら！


　当然、すべてを知っている父にも、同じ危き惧ぐはあるだろう。


　それを承知で、全部を悠斗に託たくしたのかもしれない。


「悠斗、どうするつもりだ？　お前は本気で、すべてを放棄するのか？」


　最後に、確認の意味で蘇芳は訊きいた。おそらく、答えはわかっているのに…。


「はい」


　悠斗の目に迷いは見られない。


「……わかった」


　ただ一つ、悠斗にとっても蘇芳にとっても、どうしても腑ふに落ちないのは、瀬戸が蘇芳に自らの素す性じようを明かしたということだった。


　そのことだけは、どうしても解げせない。


　あの時、自分が海原雅司の実子だということまで話す必要など、彼にはなかったはずだ。


　それに蘇芳に知れた情報が、すぐ悠斗にも伝わることは容易に計算できているだろう。


　それでもなお、瀬戸は自分の素性を蘇芳に話した。


「もしかしたら、彼は自分でも苦しんでいるのかもしれないな」


　蘇芳はそんな憶おく測そくを口にする。


「瀬戸氏は……誰かに、自分の愚ぐ行こうを止めて欲しいのだろうか？」


　何故か今、悠斗にもそう思えてならなかった。


「私は……どうやら瀬戸氏を信じたいと思っているようだ。彼にはまだ、温かい心が残っていると信じたい。だから、私も君に賭かけたい」


　この数日、悠斗はいろんなことを考えた。


　それでも一番の望みは変わらなかった。


　哀かなしい生おい立ちを持つ瀬戸を自分が愛することで懸けん命めいに償つぐなえば、少しでも彼を癒やしてあげられるかもしれない。


　そして、もしかしたら本当の彼を取り戻もどしてくれるのではないか？


　悠斗はただ、そう信じたかった。








　数日後、弁護士によって作成された遺産相続についての書類が仕上がった。


　悠斗は早さつ速そく、瀬戸に連絡を入れて約束を取り、それを持って彼のマンションを訪おとずれた。


　広いリビングのソファーに案内され、持ってきた書類を差し出す。


「どうぞ」


　会った時から精せい彩さいを欠く表情の瀬戸だったが、今はさらに神しん妙みような顔をして書類を受け取った。


　そして目を通し始める。


　ややあってから、彼は書面から顔をあげた。


「悠斗……」


「自分が譲渡される財産のすべてを放ほう棄きする旨を誓せい約やくした書類です。間ま違ちがいないでしょうか？」


「……あぁ、間違いない」


　これで海原の資産の多くを譲渡される権利を手にすることができたというのに、何な故ぜか瀬戸は少しも嬉うれしそうな顔をしない。


「先生、これで僕を信じてもらえましたか？」


「……これを、一体、誰だれに依頼した？」


　瀬戸にとっては当然の疑問だった。


「もちろん、父に話せば阻止されるでしょうから、自宅に保管されていた書類を無断で持ちだして、別の弁護士に作成してもらいました。あとは瀬戸先生の承しよう諾だくが得られれば、これを正式な書類として登記してもらいます」


　瀬戸は訝いぶかしげな目をして悠斗を睨にらむ。


「なにを企たくらんでいる？」


　冷たい声。


　同じ言葉を、以前も彼に投げられたことがあった。


「なにも？　僕はただ…先生に信じて欲しいだけです。僕の気持ちが本物だってことが、これでわかってもらえましたか？」


　哀かなしい過去を背負い、悲運に呪じゆ縛ばくされた彼を、闇やみの中から救い出したい。


　瀬戸に充じゆう分ぶんな愛情を注ぐことができないまま、逝いってしまった彼の母親のためにも。


　そして……おそらく若い日の自らの過あやまちを悔くいているのであろう、頑がん固こな父の代わりに。


「先生の側そばにいたいんです。ただ、それだけです」


　なによりも、瀬戸を好きになった自分自身のため。


「悠斗、わかっているのか？　お前がその権利を放棄すればどうなるのか。私の正体を、聞いたんだろう？」


　やはり瀬戸は、そのつもりで自分の正体を蘇芳に明かしたのだとわかった。


「はい、専務から訊きました。私は父の行こう為いを許せません。だからせめて、僕が償いたいんです。先生は本当は優やさしい方だから、これからの人生において過ちを犯おかさないように、僕が先生の側で見守ってあげたいんです。先生をっ……僕が、幸せにしてあげたいんです」


　ずいぶん傲ごう慢まんに聞こえるかもしれないが、本当にそう願っている。


　悠斗は話しているうちに、徐じよ々じよに感情が高ぶってくる。


「お前が……私を幸せにできると、本気で思っているのか？」


　皮肉な目を、悠斗は真まっ直すぐに見返す。


「もちろんです」


「ははっ、馬ば鹿かなことを。でも、言っただろう。忘れたのか？　私はもうすぐ、別の女性と結けつ婚こんする。今週の日曜には、Ｔホテルで結ゆい納のうを交かわすことも決まっているんだ」


「結納？………そうですか」


　ショックでないと言ったら噓うそになる。


「でもっ、かまいません。先生が望んでくれる間は、僕は先生の側にいます。絶対に離はなれませんから。だって、僕の方が先生を好きなんだからっ！」


　真しん摯しな告白に、瀬戸は乱暴な仕草で髪かみをくしゃくしゃと混ぜる。


「私は人の愛など信じないんだ！　お前、本当にわかっているのか？　これで私は、海原の相当額の遺産を手に入れるかもしれないんだぞ？　そうなれば、もう私は悠斗に用なんかなくなるとは思わないのか？」


「先生っ……」


　瀬戸の眼光は鋭するどく、ゾクリと背中が震ふるえるほどだったが、それが作りものだということは、すでに悠斗には容易に見み抜ぬける。


「帰りなさい。そして私は、三好製薬の娘むすめと婚こん姻いんし、さらに強大な権力を手に入れる。お前の役目はもう終わったんだよ。わかったなら、さっさと帰りなさい」


　冷たい言葉を浴びても、悠斗はもう泣かなかった。書類の最後の部分を指で示して伝える。


「先生、この書類は置いて帰ります。この内容で承諾がいただけるなら、封ふう筒とうに記き載さいのある弁護士事務所に送って下さい。それですべての手続きが終わりますから」


　穏おだやかに凪ないだ様子で悠斗が説明をして、立ちあがる。


「……悠斗！」


　彼が悠斗に教えたことは、仕事のことだけではなかった。


　初めて誰かを溺おぼれるほど慕したうことを教えられた。


　そして恋こいをすることで、切なさと愛いとしさの両方を覚えた。


　平へい坦たんだった人生の中で、悠斗はようやく人間らしい激しい感情を手に入れることができた。


　それだけでも感謝したい。


　最初に瀬戸が言った「堕おちる」というのが今だとするなら、少しも後こう悔かいなどなかった。


　悠斗はもう、なにも言わなかった。


　彼が静かに部屋を出たあと、閉しまったドアの向こうで壁かべを叩たたくような音がかすかに聞こえた。
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　悠斗には、瀬戸をあきらめるつもりなど毛頭なかった。


　たとえ瀬戸に恋人がいようと妻がいようと、そんなことは関係ないと思っていたが、それでも切ない気持ちになってしまうのは止められなくて…。


　瀬戸が結納を交わすという日曜の朝、矢も楯たてもたまらず、Ｔホテルの前まで来てしまった。


　どうしても、考え直して欲しいと思ったからだ。


　この婚姻で、瀬戸が幸せになれるとは到とう底てい思えなかった。


　もし彼が、本気で彼女のことを愛しているのなら、悠斗は瀬戸の幸福を願って喜んで身を引いただろう。


　でも、瀬戸自身が、彼女を愛していないと言い切ったのだ。


　きっと、どちらも幸せにはなれないだろう。


　ホテル正面エントランスの脇わきにあるタクシー乗り場の近くから、タクシーと徒歩での両方の人の出入りと、駐ちゆう車しや場に入っていく車のすべてをチェックしながら、悠斗は瀬戸が姿を見せるまで延々と待ち続けている。


　お昼を過ぎて、午後一時になった時、ホテルの前に銀色のベンツが到とう着ちやくして、そこに先日、瀬戸と一いつ緒しよにいた女性の姿を見つけた。


「……あの人だ」


　彼女の側には両親と思われる人物が二人つき添そっていて、三人はそのまま中に入っていく。


「先生は、もう来ているんだろうか？」


　でも、朝からずっと張っているのだから、そんなはずはない。


　悠斗はあきらめずに、さらに待ち続けた。


　どうしても、もう一度、考え直して欲しいから…。


　そしてとうとう夕刻になったが瀬戸は姿を見せず、ついには夜の八時を過ぎてしまった。


　なにか、予定が変わったのだろうか？


　思案したあげく、悠斗は瀬戸のマンションに向かおうと考えた。


　その時、


「いつまで待っているつもりだ？　なんのために待っている？」


　背後から不意に声をかけられ、悠斗はひどく驚おどろいて振ふり返った。


「……先生っ？」


　そこに瀬戸の姿を認めた悠斗は、すぐに誰かが一緒にいるかどうかを確かめたが、今日彼が結納を交わすはずの女性は近くにはいなかった。


「あの……まさか、もう結納は終わったんですか？」


　そんなはずはないと思ったが、もしかしたら見落としていたのかもしれない。


　悲ひ壮そうな顔で悠斗が尋たずねるが、瀬戸はとても優しいしぐさで悠斗の髪や肩かたを手で払はらってくれた。


「え？　なん…ですか？」


　冷えた空気中に、悠斗のコートから舞まった雪が散っていく。


「こんなに積もらせて、ダメじゃないか。まさか、このまま雪だるまになるつもりだったのか？」


　悠斗が空を見上げると、いつの間にか雪が降っていた。


　そんなことにも気づかずに、雪を積もらせていたらしい。


「……本当だ。ぜんぜん知りませんでした」


「お前、いつまで待っているつもりだった？」


「先生こそ、行かなくていいんですか？　今日は結納だったんでしょう？」


　何故瀬戸は、今になって現れるのだろう。


「悠斗、ちゃんと答えなさい。私は、なんのためにここで待っているのかと訊きいているんだ」


　瀬戸の声も態度も相変わらず冷れい淡たんだったが、どこか先日の殺さつ伐ばつとした彼とは違ちがう落ち着きが感じられる。


「それは……あの。先生に……婚約のことを考え直して欲しいから」


　女め々めしいと思われても仕方がない。


「僕は、どうしても先生を……幸せにしたいんです。先生が好きなんです！」


　おごり高ぶっているかもしれないが、瀬戸を幸せにできるのは自分だけだと信じている。


「……だったら悠斗、私と一緒に来なさい。渡わたしたいものがある」


「え？」


「ホテルの地下駐車場に、車が停とめてある」


　瀬戸は冷ややかに背を向けて、ホテルのエントランスに向かって歩きだす。


　その時、悠斗は気づいた。瀬戸の肩が、雪を被かぶって白くなっていることに。


　まさか？　先生も、ずっと外にいたんだろうか？


「でも、あのっ…いいんですか？　今日は、ここで結納をするはずじゃ？」


　悠斗はそんな問いを投げかけながら、ホテルの中に入っていく長身の背中を追った。


　瀬戸はそのままエレベータに乗って地下駐車場まで下りると、また歩き出す。


「さぁ、どうする？　乗るのか、乗らないのか？」


　一台の国産高級車の前で足を止めると、彼は振り返ってそう訊いた。


　おそらく、そのセルシオが瀬戸自身の車なのだろう。


「のっ、乗ります！　でも、先生」


　結納はどうするんだろう？


　だってあの女性は、午後一時前にはホテルに入っていったはずだ。


「そんなことは訊いてない。乗るなら早く乗りなさい」


「は、いっ」


　悠斗が助手席に座ってドアを閉めると、車はそのまま彼のマンションに向かった。








「あのっ……先生、ホテルで、あの人に会ったんですか？」


　ソファーを勧すすめられて腰こしをかけながら、悠斗がすぐに質問を投げたが、瀬戸は淡々と一言だけ「いいや」と答える。


「え？　でも……だったら？」


「婚約は、やめたよ」


　驚くような答えが、いとも簡単に瀬戸の唇くちびるを離はなれた。


「は？　やめ…た？」


「あぁ、やめたよ。まぁ、おそらく相当な慰い謝しや料りようを取られるだろうがな。どれだけ要求されるかを考えると、今から怖こわいよ」


　困ったように言いながら、それでも瀬戸の声にはどこか開き直った響ひびきがある。


「でもっ……先生、急にどうして？　何な故ぜやめたんですか？　そんな簡単に」


「……簡単じゃないさ。簡単じゃないんだよ……」


　まるで、自分に呆あきれているような言い方。


「先、生…？」


　瀬戸は窓の外に広がる夜景を眺ながめながら、静かに言葉を返した。


「私は今日、彼女と予定通り結納を交わすつもりで、お昼過ぎには到着したんだ。だが、ホテルの前を車で通った時、お前が待っているのを見つけた」


「え？　お昼過ぎって……本当ですか？」


　では瀬戸は、午後一時前にはホテルに到着していたことになる。


　悠斗は瀬戸がタクシーか電車を利用すると思っていたから、端はなからマイカーにはチェックが甘かった。どうやら完全に見落としていたらしい。


「お前を目にしてから、どうしても気になって……駐車場に車を停めたあと、しばらくロビーの中から外で待っているお前を見ていたんだ。そして……いろんなことを考えたよ。本当に」


「先生」


「そして私は決めた。悠斗が諦あきらめて帰るのを見届けてから、彼女との結納に向かおうと」


「……え？」


「ロビーにいれば両親とやってくることになっている彼女に会うかもしれないから、私は車道の反対側にあるビルの前に移動して、そこからずっとお前が諦めて帰るのを待っていた」


　まさか、瀬戸は自分と同じだけの時間を待っていたと言うのだろうか？


「あ」


　思い返せば、さっき瀬戸の肩にも雪が積もっていた。


「だが……悠斗は帰らなかった。夕方になっても…夜になってもな」


　瀬戸はそう言うと、ようやく口の端はしをあげて呆れたように笑う。


「本当に、悠斗には負けたよ。お前の馬ば鹿かは、筋金入りだったみたいだな。見くびっていた私の完敗だ」


「先生……でも、じゃあ」


　と言うことは、あの人は今もホテルで瀬戸を待っていることになる？


「彼女にはさっき電話を入れたよ。お前に声をかける少し前にな。婚約はできないと」


「………」


　そんな簡単なことでいいのだろうか？


　いや、それですむはずがない。相手は大手製薬会社のご息女なのだから。


「……綺き麗れいな女性だったよ。プライドが高くて頭の切れる女性で。だが……彼女を愛してはいなかった」


「先生…」


「私はね、ただ、三好製薬というバックボーンが欲しかっただけなんだ。結局、私はそういうふうにしか生きられない。汚きたない人間なんだよ」


　淡々と自己批判する瀬戸に、悠斗が激しく異論を唱える。


「違います！　それは、先生のこれまでの人生が寂さびしいものだったからです。先生のせいじゃない！」


　瀬戸は低い声で自じ嘲ちようしたように、ただ笑った。


「僕の父が、先生と…先生のお母さんに与あたえてしまった罪を、どうか償つぐなわせて下さい！　辛つらかったあなたの人生を、これからきっと幸せなものに変えてみせますからっ。だからっ……」


　懸けん命めいに想おもいを伝えるうちに、悠斗の目からは自然と涙なみだが溢あふれてくる。


　それは果てしなく透とう明めいで、綺麗だった。


「もういいんだ。悠斗の優やさしい想いは充じゆう分ぶん伝わっているよ。でも…」


　瀬戸はなにか言いかけると、リビングに置かれたテレフォンボードの引き出しを開けて、書類を取りだす。


　それは先日、悠斗が弁護士に作成させた、遺産相続に関する書類だった。


「もうわかっているんだろう？　私が今日まで、ずっと芝しば居いをしてきたこと。悠斗に近づき、優しくして懐かい柔じゆうして……だから、こうなることは計算のうちだった。悠斗が私に溺おぼれてしまえば、きっと言いなりになって、譲じよう渡とされるすべての財産を放ほう棄きすることを、最初から計算して近づいたんだ」


　だが、それを訊いている悠斗の表情は穏おだやかだった。


　腹黒い打算のすべてを、瀬戸が隠かくさずに語ってくれていることが嬉うれしかったからだ。


「悠斗を見ていて、私は醜みにくい自分が嫌いやになったんだ。こんなことは初めてだったよ」


「……先生」


「あの時、私が海原建設の経理部内で人事データを盗ぬすみ見ていたのは本当だ。海原建設の中に、血族がどのくらい在ざい籍せきしているのかを知るためだった。何等親かがわかれば、遺産分配についての計算ができるからだ」


「……そうですか」


　それに関しても、予想はついていた。


「計画は、すべては私の思い通りに運んだよ。私は悠斗を自分から離れられないように懐柔して、そして自らの手を汚よごすことなくお前自身に遺産相続権を放棄させ、そのすべてを手に入れたら、最後には……お前を、あっさりと捨てて……傷つけてやるつもりだった」


　残ざん酷こくな企たくらみを白状する瀬戸の声には、人間らしい感情が溢れていて、悠斗は泣き笑いみたいな顔で訊きいた。


「じゃあ………相続権を放棄した僕は、やっぱり先生の計画通り、捨てられるんですか？」


　すると瀬戸は急に怖い顔になって、弁護士が作成した大事な書類を、悠斗の目の前であっさり破り捨てたのだ。


「なっ！　先生、なんてことをするんですっ！」


　悠斗は思わずソファーから立ちあがった。


「もう、これは私にとって不要なものだ」


　彼の冷たい仮面は、完全に崩くずれ落ちていた。


「……どうして？」


「いいんだ。もう必要ない。この書類は、最初から存在しなかった。それでいい」


　ようやく彼が本当の心を取り戻もどしてくれた。


　そう思うと、悠斗の胸は温かくなって、涙が勝手に溢れてくる。


「……先生、本当に？」


「あぁ、もういいんだ。私の負けだと言ったろう？　私は……悠斗の純じゆん粋すいな気持ちに負けたんだ」


「負けた？」


　それは、どういう意味だろう？


「……先生？」


「だから………………もう、お別れだ」


　一いつ瞬しゆん、空耳かと思った。


「……………ぇ？」


　ようやく気持ちが通じ合ったと思った矢先、悠斗はまた、その言葉によって突つき落とされる。


　あれだけ強気に自分を罠わなにはめた男が、どうして今は、これほど消極的なのかがわからない。


「先生？　どうしてっ。やっぱり…父がっ、この僕が…憎にくいからですか？　そんなに嫌きらいなんですかっ？」


　悠斗は納なつ得とくできなくて、思わず瀬戸のスーツの腕うでを摑つかむ。


「違うっ！　俺は、お前を本当にっ……」


　今の瀬戸は悠斗を見ようとはせず、視線を外したまま苦く渋じゆうの表情を浮うかべていた。


「だったら、どうして？　ねぇ先生、聞いて下さい。だったら、僕も同じです」


　本音を吐はいて瀬戸を取り戻せるのなら、そんなこと造作ない。


　彼と同じ未来を歩けるためなら、どんなことでもしてみせる。


「……悠斗と、同じ？」


「はい、先生と同じです。だって、僕は……先生を試ためしたんです。先生が、良心を取り戻してくれるって信じていたから、財産を放棄するフリをしたんです。だからっ……僕だって先生を騙だまそうとしたんですよ。同罪なんです！」


「悠斗……」


　瀬戸はおそらく、今の言葉を信じてくれないだろう。


「それが本当なら、悠斗は私を信じてくれたということだろう？　それなのに、私は……最低の男だ」


「いいえっ……いいえ！　先生は、僕にひどいことをしてもいいんです。傷つけてもいいんです。だって、僕は先生だけのものですから。だから、どうか僕を先生の側そばにいさせて下さい！　お願いだからっ」


　悠斗の瞳ひとみからはボロボロと涙がこぼれ落ちる。


　子供のように幼い泣き顔を向けられると、瀬戸は血が出るほど唇くちびるを嚙かんだ。


「……わかってないのか？　私は…お前の父が、私の母を弄もてあそんだのと同じように、悠斗を傷つけてやるつもりだった……最初からそのつもりで近づいたんだっ」


　血が滲にじんだ唇が痛々しくて、悠斗は瀬戸を抱だきしめてあげたくなる衝しよう動どうに駆かられる。


「でもっ、先生はそうしなかったじゃないですか！　教えて下さい。僕じゃダメですか？　先生の側にいたらダメですかっ？　どこが嫌いですか？」


「悠斗は……私が想像していた人間とはまったく違ちがっていた。お前は…純粋で素す直なおで、人の痛みのわかる人間だ……だから、悠斗を抱いてから、私の心はずっと悲鳴をあげっぱなしだった。それまでの自分の野心も復ふく讐しゆう心も、すべてがお前の体温で溶とけて流れていったんだ」


「先生っ」


「私は……本気でお前を好きになる気持ちを止められなかった」


　瀬戸が、その言葉を言ってくれた。


「先生！　ねぇ教えて下さい。今でも僕が好きですかっ？　お願いだから、それだけ教えて」


　それだけで信じられる。


　過去のことは全部、水に流して忘れられるから…。


「悠斗………」


「お願い、言って」


　涙は止まらなかった。


「……………好きだ。本当に好きだ。これまで、本気で好きになったのはお前だけだった」


　悠斗はその直後、瀬戸の胸に飛び込んだ。


　もう、絶対に離はなさない。


　そう思った。


「だったら、どうして僕を手放すの？　もういらないの？　噓うそをつかないで下さい。お願いだから…」


「ダメだ……悠斗。こんな私には、お前を愛する資格なんかないんだ」


「噓だ。噓ですッ！　お願いだから。だって、先生は僕のお兄さんなんでしょう？　だったら、離れることなんてないじゃないですか！　言って先生……本当の気持ちを」


　悠斗は泣きながら瀬戸を見あげる。


「こんな兄でいいのか？」


「先生しかいらない！……僕をっ、好きですか？」


　二人して奈な落らくの底に沈しずむなら、なにも怖こわくない。


　堕おちるなら、とことん深しん淵えんまで堕ちて堕ちて…。


　そして瀬戸の腕の中で溺でき死ししてもいいと、今は本気で思える。


「……好きだ」


　きっと、これが偽いつわりのない初めての告白になるのかもしれない。


「側にいろって、そう言って！　お願いっ」


　そして瀬戸は、ようやく悠斗の背中をしっかりとその腕で抱きしめた。


「もしも……許されるなら、お前に、一いつ緒しよにいて欲しい。私に必要なのは、お前だけだから」


「先生っ」


　嗚お咽えつが邪じや魔まをして、言葉が上う手まく話せなかった。


「……先生、知って…ますか？　今この瞬間、世界中で一番幸せなのは……僕です」


「悠斗……」


　逞たくましい胸の中から見あげると、瀬戸がゆったりと笑った。


「そんなに幸せか？」


　とても満足げな顔で。


「はい。幸せです」


　悠斗は今、ようやく偽りのない本当の瀬戸春臣に出会えた気がする。


「だったら、その幸せを実感させてもらいたいんだが？　どうだろう？」


　長い指に顎あごをすくいあげられて仰あお向むくと、瀬戸が覗のぞき込むように見つめてくる。


　その眼光がとてもクールで、思わず悠斗の鼓こ動どうが跳はねてしまった。


「あのっ……先生？」


　どうやら瀬戸は、すっかりいつもの少し強ごう引いんな彼に戻ったらしい。


　これを喜んでいいのか悪いのか……。


「悠斗がどれだけ私を好きかってことを証明して欲しいんだ。もちろん、私がどれだけ悠斗を好きかってことも同時に証明してみせよう」


　初めて瀬戸を見た時に感じた、衝しよう撃げきと、ときめき。


　きっと、一ひと目め惚ぼれだったんだと悠斗は思う。


　それを今、悠斗はもう一度感じていた。


「さぁ、ベッドに行こう」


「え？　でも、そんな……えっと」


　あまりの急展開に悠斗の方が戸と惑まどってしまったが、有う無むを言わさず、軽々と抱きあげられる。


　そのまま寝しん室しつに運んでいく瀬戸は、もうどんな言葉でも止められないようだ。


「先生っ」


「なんだ？」


　宝物のように柔やわらかくベッドに横たえられる。


「……あの。できれば……優やさしく、して下さい」


　戸惑いを含ふくんだ笑え顔がおで短くお願いすると、瀬戸は蠱こ惑わく的な笑みで応こたえてくれた。


「悪いな。ちょっと今、自分でも信じられないくらい興奮しているんだ。悠斗が欲しくてたまらない。だから、優しくできそうもないんだが…それでもいいか？」


　そう言って瀬戸は雄お々おしく猛たけった己おのれの肉を、布越ごしに悠斗の腿ももに押しつけてくる。


　ゾクッと肌はだの表皮にさざ波が立った。


　激しく欲情していることを、言葉と触ふれあった肌から伝えられると、悠斗自身も触しよく発はつされて興奮してくる。


「先生…」


　心細げに名前を呼ぶと熱く唇を塞ふさがれ、そのまま口の中を舌の先で甘く愛あい撫ぶされる。


「私が好きなんだろう？　だったら手加減はしない。私の愛に応えてくれなければ困る。私の恋こい人びとなら、それが当然の義務だろう？」


　熱っぽく搔かき口く説どかれて、悠斗はうなずくことしかできない。


「…………はい」


　四し肢しが甘い期待に震ふるえ、そして愛されることの歓かん喜きが悠斗の思考を支配した。








「あぁっ……ぁ、先生っ」


　ベッドの中で、一糸まとわぬ肌を存分にまさぐられ、汗あせと先走りの体液が滴したたり落ちる。


　そのせいで肌は粘ねばっこくヌラヌラと濡ぬれ光り、まるで全身が粘ねん膜まくに包まれたのかと錯さつ覚かくするほど淫みだらに溺おぼれさせられていた。


　感じすぎて腰こしをくねらせると、体内を抉えぐる雄おすがズルッと抜ぬけ出てしまい、思わず強く締しめつけてしまう。


「あうぅ！……ふ、あ…はぁぁ」


　両りよう脚あしを高々と掲かかげられた一番恥はずかしい格好で、悠斗は覆おおい被かぶさった逞しい男に最も弱い箇か所しよを深々と貫つらぬかれていた。


「っ……悠斗、愛している」


　甘く鼓こ膜まくを震わせる低い声。


　それだけで悠斗は達してしまいそうだった。


「ぅっ……ふ……ぁぁ、先生っ。僕もっ……好きっ…です」


　懸けん命めいに愛を言葉に換かえて伝えようとするのに、瀬戸は腰を巧たくみに打ちつけながら、浮うき出た悠斗の鎖さ骨こつを甘く嚙かんでくる。


「はぁっ………あぅ…んん～っ！」


　さらに唇くちびるが肌を這はうように下がり、胸の突とつ起きに痛いほど吸いつく。


「あぅぅっ」


　舌の上で乳ち首くびを飴あめ玉だまみたいに転がされ、悠斗は男の動きに合わせるかのように腰を揺ゆすった。


「上手くなってきたじゃないか。悠斗…」


「あぁっ……ん、ダメっ……しゃべらないでっ。当たる…からっ」


　熟うれきった胸の飾かざりを含んだままで瀬戸が言葉を発すると、感じやすい乳首に不規則に歯が当たってしまい、悠斗を一層泣かせる。


「綺き麗れいだ。悠斗……」


　興奮した瀬戸が抉るように腰を強く打ちつけると、悠斗の髪かみからは汗が滴しずくになって散る。


　突つかれる動きに合わせて短い呼気が組み敷しいた恋人の唇から漏もれ、男の情欲をさらに煽あおった。


「先生っ……先っ……せ。あぁっ」


　瀬戸は摑つかんだ細い足首を強引に口元に持ってくると、白い皮ひ膚ふを健康な前歯で強く嚙む。


「ひっ…！　ひっっ！」


　同時に、強い動きで悠斗の腰を抉り突いた。


「はぁぁっ……あふっ……！」


　乱れきった息が喘あえぎと混ざって唇からこぼれ、熟したなめらかな肌がパールの艶つやを増す。


「……いい匂においがする。悠斗」


　瀬戸が抜け落ちる寸前まで逞しい雄を抜き出すと、悠斗の中がそれを嫌きらって限界まで窄つぼまる。


　その瞬間、悠斗の肉にく襞ひだが男の張り出したエラの形までを克こく明めいにとらえた。


「あぁ、先生っ……抜かないでっ……もっと、して」


　卑ひ猥わいな動きを愉たのしみながら、瀬戸がさらに激しく腰を打ちつけると、二人の身体からだが一つに溶とけていく。


「してやるさ。もっともっとな。さぁ、悠斗。私がどれだけお前を好きか、もうわかったか？」


「……はいっ」


「いい子だ。では、お前は誰だれのものだ？」


　溢あふれる想おもいを激しくぶつけられ、汗と体液にまみれた悠斗の全身があでやかに匂い立つ。


「……僕は、先生の…ものです」


　深く愛される喜びに震えながら、悠斗は瀬戸の背中に所有の証あかしのように爪つめ痕あとをつけた。


「ずっとか？」


　掌てのひらを繫つないで肌を重ね、脚を絡からめて腰を深く深く結び合う。


「はい。ずっと、です」


　身体の一番深いところで瀬戸が熱く弾はじけるのを感じた直後、悠斗も熱い奔ほん流りゆうを解放した。


「ぁぁぁっ……ぁ」


　長く焦じらされた絶頂は、最高に官能的だった。


「悠斗……」


　乱れた息だけが、しばらく鼓膜を支配していたが、やがて優しい口づけが涙なみだで濡れた瞼まぶたに降りてくる。


　瀬戸の愛を得たことで安あん堵どしたのか、悠斗は急激に眠ねむ気けに襲おそわれた。


　たとえこの先どんなことがあっても自分は瀬戸と生きていくのだと、もう覚かく悟ごを決めている。


「ずっと、先生についていきます」


　柔らかな温ぬくもりに全身を覆い尽つくされながら、悠斗は誓ちかいをたてる。


「僕はもう、絶対に先生の側そばを……離はなれませんからっ」


　穏おだやかな眠りに引き込まれていく中で、悠斗の大好きな声が、


「私も一生、お前を離さない」


　そんなふうに愛を囁ささやくのを聞いた。







終わり　





奪うばうなら愛あい欲よくの罠わなで





早さ乙おと女め彩あや乃の






[image: ]


平成20年7月1日　発行


発行者　井上伸一郎


発行所　株式会社角川書店


〒102-8078　東京都千代田区富士見2-13-3


http://www.kadokawa.co.jp/


(C) Ayano SAOTOME 2008




[image: ]

OEBPS/images/KGX00263_C.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/LOGO-RUBY.png





